Canon 

PIXUS MP800 

操作ガイド 

〜本体操作編〜 

使用説明書 

ご使用前に必ずこの使用説明書をお読みください。 

将来いつでも使用できるように大切に保管してくださし、。 



ExifPfint 


ぜ r( 

PictBridge 



こんなことがでさます 


E 口刷する前に 

各部の名称とメニュー項目/本機の電源を入れる/切る/ 
用紙のセツト/用紙/設定画面について 


コピーをとろう 

コピーをとる/便利なコピー機能を使う 


メモリーカードか! 5 E 口刷してみよう 

メモリーカードをセツトする/かんたん写真印刷/ 
便利な印刷機能を使ラ 


写真やフイルムか!5 EP 刷してみよう 

写真やフイルムからの印刷の流れ/写真を読み込ちラ/ 
つィ) レムを読み込ちラ/かんたん写真印刷/ 

便利な印刷機能を使ラ 


DVD / CD に E 口刷してみよう 

DVD / CD 印而りを;5ラ前に/ 

DVD / CD のレーベル面に印刷する 


デジタルカメラか!5直接印刷してみよう 

円な目 ridge 対応機器から印刷する/ 

キヤノン目 ubble Jet Direct 対応カメラから印刷する 


ワイヤレス通信で巧刷してみよう 

ワイヤレス通信対応機器から印刷する 

本機の設定について 

本機の設定を変更する 


お手入れ 

インクタンクを交換する/印刷にかすれやむらがある 
とさは/清掃する 


困ったとさには 
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本機ででをるいろいろなコピー 


2^ 巧面コヒー 


- 

巧刷手順については、本書31ページをご覧ください。 


印刷手順については、本書32ページをご覧ください。 
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圍 ■ 






印刷手順については、本書32ページをご覧ください。 
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フチなし/フチありコピー 



印刷手順については、本書33ページをご覧ください。 


フチあ0 



用紙サイズ：レターサイズ、 A 4、 L 判、 2 L 判、はがを、 
カード、名刺 


繰り返しコピー 


印刷手順については、本書34ページをご覧ください。 



■ 1 

■麵 


夕 * 


■ 1 



2 X 3 (6 面） 

タタ 



■■■■ 


mm 


■■■■ 


mm 

4 X 3 (12 面） 

mm 


他にちじ(下の設定がでさます。 

自動レイアウト、1面、2面、3面、4面、8面、9面、16面 


DVD / CD レーベルコピー 


印刷手順については、本書64ページをご覧ください。 



自動續度調整 


圓*圓" 

丽 i ? 
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垂襲ぉ 
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才ート 


原稿（文字-写真）に 
あわせて自動で濃度を 
調整してコピーする機 
能でず。本書2目ペー 
ジをご覧ください。 
































































メモリーカードの写真を®刷したい 


メモリーカードを本機にセットし、液晶モニターで確認しながら印刷したり、フオトナビシート 
を使って、かんたんに焼き増しすることができます。 



フオトナビシート 


^「メモリーカードから印刷してみよう」 （ P .3 己) 


写真やフイルムを読み込んで®刷したい 


残しておきたい写真やイラストなどを読み込んで、液晶モニターで確認しながら印刷することが 
でさます。 



^ r 写真やフイルムから印刷してみよう」 （ P .49) 


DVD/CD のレーベル面をコピーしたり、写真や画像を EP 刷したい 


DVD/CD (プリンタブルディスク）に DVD / CD のレーベル面をコピーしたり、メモリーカード 
の写真や紙焼さの写真、フイルムを読み込んでレーベル面に印刷することがでさます。 



^ 「 DVD / CD に印刷してみよう （ DVD / CD 印而 IJ )」（ P .61) 


デジタルカメラや携帯電話で撮った写真を簡をに印刷したい 


本機に対応のデジタルカメラを接続すれば、携帯電話で撮影した写真をワイヤレスで印刷 
カメラの操作でかんたんに印刷することがで することができます（目 luetooth 通信はオプ 
さます。 シヨン）。 



^「デジタルカメラから直接印刷してみよ ^「ワイヤレス通信で印刷してみよう」 

引 （ P .67) ( P .76) 












ご友いをつ 

このたびは、キヤノン 《 PIXUSMP 80 日》をお買い上げいただをまして、まことにありがとうございます。本製品の機 
能を十分に発揮させて効果的にご利用いただくために、ご使用の前に使用説明書をひととおりお読みください。 

また、お読みになったあとは、必ず保管してください。操作中に使いかたがわか5なくなったり、機能についてもっと 
詳しく知りたいとさにお役に立ちます。 

電液障害規制について 

この装置は、情報処理装置等電波障害自を規制協議会 ( VCCI ) の基準に基づくクラス目情報技術装置です。この装置 
は、家庭環境で使用することを目的としていますが、この装置をラジオやテレビジョン受信機に近接して使用されると、 
受信障害を引さ起こすことがあります。 

使用説明書に従って正しい取り扱いをしてください。 

国際 エネルギースター プ□グラムに ついて 

当社は、国際エネルギースタープ□グラムの参加事業者として、本製品が国際エネルギースタープロ 
グラムの巧象製品に関する基準を満たしていると判断します。 

国際エネルギースタープ□グラムは、コンピュータをはじめとしてオフィス機器に関する曰本および 
米国共通の省エネルギーのためのプ□グラムです。このプ□グラムは、エネルギー消費が比較的少なく、その消費を効 
果的に抑えるための機能を備えた製品の開発、普及の促進を目的としたもので、事業者の自主判断により、参加するこ 
とができる任意制度となっています。対象となる製品は、コンピュータ、ディスプレイ、プリンタ、ファクシミリ、複 
写機、スキャナ及び複合機（コンセントか5電力を供給されるものに限る）で、それぞれの基準並びにマーク（ロゴ） 

は、日米で統一されています。 

Exit Print について •一 •• 

本機は、 ExifPrint 」 に対応しています。 £ jfl / P/IHf 

Exif Print は、デジタルカメラとプリンタの連携を強化した規格です。 

ExifPrint 対応デジタルカメラと連携することで、撮影時のカメラ情報を活かし、それを最適化して、よりきれいなプ 
リント出力結果を得ることがでさます。 

商標について 

• Windows 、 および Internet Explorer は 、 Microsoft Corporation の米国およびその他の地域における登録商標です。 

• Macintosh 、 および Mac は、アップルコンピューター社の米国およびその他の地域における登録商標です。 

• SmartMedia 、 およびスマートメディアは、（株）東芝の商標です。 

参メモリースティック、メモリースティック PRO 、 メモリースティック Duo 、 メモリースティック PRO Duo は、ソ 
ニー（株）の商標です。 

参 xD - Pictu 「 e カードは、富±写真フイルム（株）の商標です。 

参マルチメディアカードは 、 Infineon Technologies AG の商標です。 

参 SD メモリーカード、および min 信 D 力ードは 、 SD Association の商標です。 

• DCF は、（社）電子情報技術産業協会の団体商標で、日本国内における登録商標です。 

参 DCF □ゴマークは、（社）電子情報技術産業協会の 「Design rule for Camera 円 le system 」 の規格を表す団体商 
標です。 

参 IrDA は 、 Infrared Data Association の商標であり、キヤノンはライセンスに基づいて使用しています。 

• Bluetooth は、米国目 luetooth S に， Inc . の商標であり、キヤノンはライセンスに基づいて使用しています。 

お客様へのお願い 

参本書の内容の一部または全部を無断で転載することは、禁止されています。 

♦ 本書の内容に関しては、将来予告なく変更することがあります。 

♦ 本書の内容については万全を期していますが、万一不審な点や誤り、記載漏れなどにお気づさの点がございました!5、 
最寄りのお客様ご相談窓□までご連絡ください。 

連絡先は、別紙の『サポートガイド』に記載しています。 

♦本機を運用した結果については、上記にかかわ5ず責任を負いかねますので、ご了承ください。 
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PIXUSMP 800 目次 


印刷する前に 

各部の名称とメニユー項目について . 5 

本機の電源を入れる/切る . 11 

コピーやスキヤンする原稿をセットする . 13 

こんな原稿び使えます . 13 

原稿をセットしよう . 13 

用紙をセットする . 14 

用紙について . 14 


オートシートフイーダとカセツトについて. 


給紙箇所を変更する . 17 

用紙のセット方法について . 18 

用紙/設定画面について . 24 

用紙/設定画面を変更する . 24 

各タブの設定項目 . 25 

コピーをとろ5 

コピーをとる . 29 

便利なコピー機能を使う . 31 

メモリーカードか S 印刷してみよ5 

メモ U — 力ードをセットする . 35 

かんたん写真 EP 刷 . 38 

便利な E 口刷機能を使ラ . 41 

写真やフイルムか S 印刷してみよ5 

写真やフイルムか S の EP 刷の流れ . 49 

写真を読み込もう . 50 

フイルムを読み込もう . 52 

かんたん写真 EP 刷 . 56 

便利な EP 刷機能を使ラ . 59 

DVD / CD に EP 刷してみよう （ DVD / CDEIl 刷） 

DVD / CD 印刷を;55前に . 61 

DVD / CD のレーベル面に EP 刷する . 64 

デジタルカメラか S 直接印刷してみよ5 

円 ctBrid 旨 e 巧応機器か SE 口刷する . 67 

キヤノン Bubble Jet Direct 巧応カメラか 6 EP 刷する . 74 

ワイヤレス通信で EP 刷してみよ5 

ワイヤレス通信巧応機器か SE 口刷する . 76 

本機の設定について 

本機の設定を変更する . 82 


お手入れ 


インクタンクを交換する. 


インク残量を確認する . 

交換び必要な場合 . 

父換の操作 . 

使用済みインクカート U ッジ回収のお願い . 

きれいな印刷を保つために（プ U ントヘッドの乾燥-目づまり防止）. 











































本書で使用しているマークについて説明します。本書では製品を安全にお使いいただ < ために、大切な記載事項 
には下記のようなマークを使用しています。これらの記載事項は必ずお守りください。 


[A 警告 I 
I ム注意 1 

At 

参考 


取扱いを誤った場合に、死亡または重傷を負う恐れのある警告事項び書かれています。安全 
に使用していただくために、必ずこの警告事項をお守りください。 

取扱いを誤った場合に、傷害を負ラ恐れや物的損害び発生する恐れのある注意事項び書かれ 
ています。安全に使用していただくために、必ずこのを意事項をお守りください。 

操作上、必ず守っていたださたい重要事項び書かれています。製品の故障•損傷や誤った操 
作を防ぐために、必ずお読みください。 

操作の参考になることや補足説明び書かれています。 


3 4 9 9 
9 9 9 9 


〇 〇 〇 
111 













各部のち祝とメニュー頃目について 

各部名称と役割、メニューの表示方法と各メニュー項目について説明します。 


各部のち赖について 


■か観 



(1) 原稿台ヵバー 

(2) 用紙サポート 

(3) 用紙ガイド 

(4) 給紙 ロヵバー 

(5) 才ートシートフイーダ 

(6) カバー ガイド 

(7) 力ードス□ットカバー 

(8) ホか線ポート 

(9) カメラ接続部 


(10) 排紙トレイ 


(9) (8) (7) 

原稿台ガラスに原稿をセットするとさに開けます。 

セットした用紙を支えます。用紙をセットする前に、丸いくぼみに指をかけて止まる 
まで引さ出して < ださい。 

用紙をセットしたとさに、つまんで動かし、用紙の左端に合わせます。 

オートシートフィーダに用紙をセットするとさに開けます。 

さまざまな用紙を簡単にセットでさます。一度に複数枚の用紙がセットでを、自動的 
に一枚ずつ給紙されます。 

用紙をセットしたとさに、用紙のち側を合わせます。 

メモリーカードをセットするとさに開けます。 -^ p.se 

赤外線通信で携帯電話から送5れてさた写真データを受信します。^ P .76 

本機に対応のデジタルカメラやデジタルビデオカメラ、カメラ付さ携帯電話などか5 
直接印刷するとさに使います。 ^ P .67 

また、オプションの Bluetooth ユニット目 U -20 を取り付けると、目 luetooth 通信を 
利用してワイヤレスで印刷でをます。 

コピーや印刷を行ラ前に排紙トレイオープンボタンを巧して開けます。排紙トレイが 
閉じていても、コピーや印刷が開始されたとさは自動的に開さます。 

使用しないとさは閉じておいてください。 


印刷ずる前に 
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(11) FAU (フイルム 
アダプタユニット） 
保護シート 

(12) FAU ランプ 

(13) カセット 


(14) Sf 紙トレイオープン 
ボタン 

(15) 操作パネル 

(16) スキヤナ□ックスイッチ 

(17) 原稿台ガラス 


FAU ランプや原稿台ガラスを保護します。また、裏面にフィルムの読み込みを行ラと 
さに使用するフィルムガイドを収納でさます。 

フィルムの読み込みを行うとさは外してくださし、フィルム m 外の原稿（書類や写真 
など）をコピーまたはスキャンするとさは、必ず取り付けてください。 

フィルムに光を当てる光源部です。 

よく使う用紙をセットして、本機に差し込みます。一度に複数枚の用紙がセットでさ、 
自動的に一枚ずつ給紙されます。 

* シール用紙、名刺サイズ用紙、カードサイズの用紙はカセットか5は給紙でさませ 
ん。 

排紙トレイを開けるとさに巧します。 

本機の設定や操作をするとさに使用します。 -^ P .8 

本機を移動させるとさなどに原稿読み取り部が動かないよラに□ックします。電源を 
入れる前に必ず□ックを解除してください。 

原稿をセツトします。 
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■ 内部、背面および底面 



(18) プリントヘッド プリントヘッドを固定します。 

固定レバ— 

プリントへッドを取り付けたら、このレバーを上げないでください。 

(19) インクタンクランプ 赤色に点灯/点滅し、インクタンクの状態を知5せます。インクタンクランプの表示に 

よるインクタンクの状態は、下記の「インクタンクランプの表示について」を参照して 
<ださい。 

(20) プリントへッドホルダプリントへッドを取り付けます。 

(21) スキヤナユニット 原稿を読み取るユニットです。インクタンクを交換するとさや紙づまりを処理するとさ 

(プリンタカバー） は開さます。 

(22) CD-R トレイガイド CD - R トレイをセットします。 DVD / CD に印刷するときに手前に倒してください。 

(23) カードス□ツト メモリーカードをセットします。今 P .36 

(24) アクセスランプ メモリーカードをセットすると点灯し、読み取り/書さ込み中は点滅します。 ^ P .36 

(25) 両面搬送部 紙づまり処理のとさに、カセットを取り外して開けます。 

(26) 電源コードち続部 付属の電源コードを接続するためのコネクタです。 

(27) 背面カバー 紙づまり処理のときに開けます。 

(28) USB ケーブル接続团5 USB ケーブルでパソコンと接続するためのコネクタです。 

パソコンに本機を接続して印刷または画像を読み込んでいるとさや、パソコンがス 
リープモードまたはスタンバイモードのとさに USB ケーブルを抜さ差ししないでく 
ださい。 

参考 

♦ プリントヘッドとインクタンクの取付方法は、『かんたんスタートガイド（本体設置編)』を参照してください。 

インクタンクランプの表巧について 

♦ インクタンクランプの表示により、インクタンクの状態を確認でさます。 


点な . 印刷可能な状態です。 

ゆっくり点滅（約3秒間隔） ....... インクが少なくなっています。新しいインクタンクをご用意ください。 -» P .86 

はやく点滅（約1秒間隔） . インクがなくなっているか、エラーが発生し、印刷できない状態です。 

消な . インクタンクが正しく取り付け5れているか確認してください。 

インクタンクを取り付け直してもインクタンクランプが消なしている場合は、エ 
ラーが発生し、印刷でさない状態です。 









(1)(2) (3) (4) (5) (6) (7) (8) (9) 



(10)(11) (12)(13)(14) (15) (16) (17)(18)(19)(20) (21) 


(1) [電源] 電源を入れる/切るとさに巧します。電源を入れるとさは、原稿台カバーを閉じてくだ 

さい。 

(2) [コピー] コピーモードに切り替えます。また、電源を入れるとさに点滅します。 

(3) [スキヤン] スキャンモードに切り替えます。パソコンと接続している場合に使います。詳しくは、 

『スキャナガイド』を参照してください。 

(4) [写真/フィルム] 写真/フィルムモードに切り替えます。 

(5) [メモリーカード] メモリーカードモードに切り替えます。 

(巨）液晶モニター メッセージ、メニュー項目、動作状況が表示されます。 

(7) [メニュー] メニューを表示するとさに使用します。 

(8) [用紙/設定] 用紙サイズや用紙の種類、または画像補正の設定をするときに使用します。 

(9) [ストップ/リセット]操作を取り消すとさに使用します。また印刷中にこのボタンを巧すと、印刷を中止しま 

す。 

(10) オートシートフィーダオートシートフィータ'が選ばれているとさに点なします。 

ランプ 

(11) カセットランプ カセットが選ばれているときに点なします。 

(12) [給紙切替] 給紙箇所を切り替えるときに巧します。ボタンを巧すたびにオートシートフィーダと力 

セットが切り替わります。 

(13) エラーランプ エラーが発生したとさ、または用紙やインクがなくなったとさなどにオレンジ色に点灯 

または点滅します。 

(14) [日付指定] メモリーカードに保存されている写真を日付で絞り込みます。 ^ P .41 

(1 已）[フォトナビシート] フォトナビシートモードに切り替えます。 ^ P .46 

(16) [戻る] 一つ前の画面に戻ります。 

(17) [ OK ] メニュー項目や設定項目を確定します。また印刷途中でのエラーから復帰するときや、 

紙づまりを取り除いたあと、復帰するとさに使います。 

(18) [▲][▼] [イ] [►] コピー部数やメニュー項目などを選ぶとさに使います。液晶モニターに 

►と表示されているところは、それぞれのボタンで操作することがでさます。 

(19) [トリミング] 表示中の写真をトリミング編集でさます。 ^ P .42 

(20) [モノクロスタート] 白黒コピーまたは白黒スキャンを開始します。 

(21) [カラースタート] カラーコピー、カラーフォトプリント、またはカラースキャンを開始します。 


印刷ずる前に 
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[メニュー]、[用紙/設定]、または[フオトナビシート]を押すと、メニュー項目画面び表示さ 
れます。 

メニュー項目を使っていろいろな印刷設定や本機のお手入れができます。 


夕参考 


メンテナンス/各設定は、スキヤンモードじ1外（コピーモード、メモリーカードモード、写真/フイルムモード）のし、 
ずれのモードか5でも設定でさます。機能を設定するとさに、この一覧表を参考にしてください。 


I コピーモード 

[メニュー] 


スキヤンモード 


圍|>百晒 


パソコン(こ^賴に_ —■ 
PDF ファイルで巧な 
メールに添付 
アプリケーシヨンで開く 
フィルムスキヤンで保存 



等倍（今 P .30) 

定型変倍（今 P .3 日） 

ズーム （2 已〜40日〇/〇)(今 P .30) 
用紙に合わせて自動変倍（今 P .30) 


[用紙/設定] 


【1口 . ► 化：! 

-か_ L 判 
Mj ス-パ-フオト 
揉準 


絵はがき風印刷（今 P . 已 9) 
シール紙印刷 （"》 P .60) 
すべてを印刷（今 P .60) 



印刷ずる前に 













印刷品質 P .27) 

フチ指定 P .27) 

曰付画像番号い P .27) 

ホ目補正 P .28) 

VIVID フオト（今 P .28) 

才ートフオトパーフエクト（今 P .28) 
ノイズ除去（今 P .28) 

顔明るく補正 P .28) 

携帯画像補正 P .28) 

明るさ（今 P .28) 

コントラスト （今 P .28) 



フォトナビシー_卜印刷 


言語選択い P .8 已） 

設定リセット（今 P .85) 
用紙設定保巧（今 P .85) 
用紙設定呼出（今 P .85) 




[フオトナビシート] 


日付表示形式（今 P .8 已） 

カード書さ込み状態（今 P .8 已) 
パワーセーブ設定（今 P .8 已） 
コントラスト調整（今 P .8 已） 
スライドシヨー設定（今 P .8 已) 


機種名選択 P .81) 
アクセス拒否設定（今 P .81) 
セキユリテイ設定（今 P .81) 
パスキー変更（- » P .81) 


用紙サイズ（今 P .77) 
用紙の種類 （■^ P .77) 
携帯画像補正（今 P .77) 
レイアウト（- > P .77) 



印刷ず 
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本機の電源を入れる/切る 

E 口刷を開始する前に、本機の電源を入れます。 


電源を入れる 


電源を入れる前に、プリントへツドとインクタンクがセツトされていることを確認してください。 f ご 
夕参考 

上記の準備操作が行われていない場合は、『かんたんスタートガイド（本体設置編)』にしたがって準備してください。 



[電源]を巧して電源を入れる 

[コピー]が緑色に点滅し、しばらくすると点打します。 

^参考 

エラーランプがオレンジ色に点なまたは点滅し、液晶モニターにエ 
ラーメッセージび表示された場合は、「液晶モニターにエラーメッ 
セージが表示されている」 （ P .103) を参照してください。 



电をぶを切る_ 


[電源]を}甲して電源を切る 

選択しているモードボタン（[コピー]など）の点滅が終わり、操作パネルのランプがす 
ベて消なすると電源が切れます。 

電源プラグについて 

電源を切ったあと、電源プラグを抜くとさは、必ず操作パネルのランプがすべて消なしていることを確認してく 
ださい。操作パネルのランプが点な•点滅しているとさに、電源プラグをコンセントか5抜くと、その後印刷で 
さな<なることがあります。 

今されいな印刷を保つために（プリントヘッドの乾燥•目づまり防止） （ P .92) 
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■ パワーセーブ モー ドについて 

本機は一定時間操作しないとパワーセーブモードになります。パワーセーブモードになる 
と、原稿台ガラスの内部にあるランプ（読み込みランプ）が消なし、選択しているモードボ 
タン（[コピー]など）のみ点なします。パワーセーブモードに入るまでの時間は設定する 
ことがでさます。 ^ P .8 己 

コピーやスキャンを行おうとすると、パワーセーブモードから復帰します。 

頻繁にご使用になる場合は、パワーセーブモードに入るまでの時間を1時間または8時間 
に設定することをお勧めします。 

■ 液晶モニターの自動消なについて 

液晶モニターは己分間本機を何も操作しないと消なします。し巧れかのボタンを押すと復帰 
します。液晶モニターが消なするまでの時間は変更することができません。 


印刷ずる前に 
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コピーやスキヤンする原稿をセットする 

コピーやスキャンを行う場台の原稿を、原稿台ガラスにセットする方法について説明します。 


こんな原稿びほえます 


原稿台ガラスにセットして、コピーまたはスキャンできる原稿は、次のとおりです。 


原稿の種類 

♦ 書類 
♦写真 

•本 

《3已 mm スリーブフィルム（ポジ/ネガ）、3已 mm マウントフィルムについては「フィル 
ムを読み込ちう」 （ P . 已 2) を参照してください。 

サイズ（幅 X 長を） 

最大 216 mm X 297 mm 

厚さ 

最大 2 日 mm 


原稿をセットしよラ 


原稿台ガラスにコピーまたはスキャンしたい原稿をセットします。写真のセットのしかたは「写 
真を読み込もう」 （P. 己0)、フイルムのセットのしかたは「フイルムを読み込もう」 （P. 己 2) を参 
照してください。 

夕参考 

原稿にのり、インク、修正液などを使ったとさは、完全に乾いてか5原稿台ガラスにセットしてください。 

1原稿を原稿台ガラスにセツトする 



原稿台カバーをゆっくり閉じる 
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■ 用紙をセットずる 

圍 

EP 刷ずる用紙をオートシートフイーダまたはカセットにセットする方法について説明します。 

刷 _ 


用紙について 


(C ■ 本機で使用でをる用紙の種類 


用紙のち顿 

型番 

最大積載が数 

プリンタドライバの設定 
拥紙の種類] 



オー トシート 
フィーダ 

カセット 


普通紙 

— 

厚さ1 3 mm (下 

厚さ(下 

普通紙 

官製はがさ/インクジェツ 

— 

約4日枚 

約4日枚 

[用紙の種類]でセット 

卜官製はがさ 




するはがさの種類を選択 

インクジェツト光ミ尺官製は 
がさ 


約20枚 

約20枚 

インクジェット官製葉書 

高品位専用紙 

HR -101 S A 4 

HR -1 日 1 S 目已 

約80枚 

約80枚 

高品位専用紙 

スーパーホワイトペーパー 

SW -101 

SW -201 

厚さ1 3 mm (下 

厚さ(下 

普通紙 

八イグレードコートはがさ 

CH -301 

4日枚 

4日枚 

インクジェット官製葉書 
(通信面） 

はがさ（宛名面） 

フォト光ミ尺八ガキ 

KH -201 N 

2日枚 

2日枚 

光ミ尺紙（通信面） 

はがさ（宛名面） 

プ□フェツシヨナルフォト 

PH -101 

2日枚 

2日枚 

プ□フオトペーパー 

はがを*1 




(通信面） 

はがさ（宛名面） 

エコノミーフォトぺーパー 

EC -101 L 

2日枚 

2日枚 

光ミ尺紙 


EC -1 日1 2 L 

1日枚 

1日枚 



EC -101 力ード 

2日枚 

使用でさません 
*3 



EC -201 L 

2日枚 

2日枚 


キヤノン光ミ尺紙 

GP -401 A 4 

1日枚 

1日枚 

光ミ尺紙 

スーパー フォ トペーパー 

SP -101 A 4 

1日枚 

1日枚 

スーパーフオトペーパー 

*1 

SP -101 L 

2日枚 

2日枚 



SP -1 日1 2 L 

1日枚 

1日枚 



SP -101 パノラマ 

1日枚 

1日枚 


スーパーフオトぺーパー- 

SG -101 A 4 

1日枚 

1日枚 

スーパー フォ トペーパー 

シルキー *1 

SG -101 L 

2日枚 

2日枚 



SG -1 日1 2 L 

1日枚 

1日枚 


プ□フェツシヨナルフォト 

PR -101 A 4 

1日枚 

1日枚 

プ□フオトペーパー 

ぺーパー*1 

PR -101 L 

2日枚 

2日枚 



PR-im 2 L 

1日枚 

1日枚 



PR -101 六切 

1日枚 

1日枚 


マットフォトぺーパー 

MP -101 A 4 

1日枚 

1日枚 

マットフォトぺーパー 


MP -101 L 

2日枚 

2日枚 


日 HP フイルム 

CF -102 

3日枚 

3日枚 

日 HP フイルム 

ピクヴスプチシール 

PS -101 

1枚 

使用でさません 

インクジェット官製葉書 

(16 面光ミ尺フォトシール） 



*3 

またはスーパーフオト 
ぺーパー 
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用紙の名顿 

型番 

最大積載が数 

プリンタドライバの設定 
拥紙の種類] 

オー トシート 
フィーダ 

カセット 

ピクヴスプチシール- 
フリーカット 

PS -201 

1枚 

使用でさません 
*3 

インクジエツト官製葉書 
またはスーパーフオト 
ぺーパー 

フォトシールセット 
(2 面/4面/9面/16面） 

PSHRS 

1枚 

使用でさません 
*3 

インクジエツト官製葉書 
またはスーパーフオト 
ぺーパー 

片面光お名刺用紙=^2 

KM -101 

2日枚 

使用でさません 
*3 

スーパーフオトペーパー 

両面マット名刺用紙 

MM -101 

2日枚 

使用でさません 
*3 

スーパー フオ トペーパー 
(写真.イラスト） 

普通紙（夕字） 


「型番」のあるものは、キヤノン製専用紙です。 

*1 用紙を重ねてセットすると、用紙を引き込む際に印刷面に跡がついてしまう場合があります。その場合は、用紙を1 
枚ずつセットしてください。 

*2 裏面には印刷しないでください。 

*3 カセットか5給紙した場合、故障の原因になることがあります。必ずオートシートフィーダにセットしてください。 

♦ コピー•ダイレクト印刷をするとさの、用紙サイズと用紙の種類の設定方法については、 r 用紙/設定画面について」 
( P .24) を参照してください。 

♦ 携帯電話の写真を印刷するとさの、用紙サイズと用紙の種類の設定方法については、「印刷する用紙やレイアウトを 
設定する」 （ P .76) を参照してください。 


■ パソコンか6の印刷にのみ使用でをる用紙の種類 


用紙のを抑 

型番 

最大積載枚数 

プリンタドライバの設定 



オー トシート 
フィーダ 

カセット 

拥紙の種類] 

封筒 

— 

約10枚 

約已枚 

封筒 

往復はがさ 

— 

約4日枚 

約4日枚 

はがさ 

スーパーフォトぺーパー • 

SP -101 D A 4 

1日枚 

1日枚 

スーパーフォトペーパー 

両面^*^ 

SP -101 D 2 L 

1日枚 

1日枚 

両面 

T シャツ転写紙 

TR -301 

1枚 

1枚 

T シャツ転写紙 


「型番」のあるものは、キヤノン製専用紙です。 

* 用紙を重ねてセットすると、用紙を引き込む際に印刷面に跡がついてしまう場合があります。その場合は、用紙を1 
枚ずつセットしてください。 


巧刷ずる前に 
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■ 使用でをない用紙について 

下の用紙は使用しないでください。きれいに印刷できないだけでなく、紙づまりや故障の 
原因になります。また、 A 己サイズよりルさい用紙（はがき /L 判など）に EP 刷するときは、 
官製はがきより薄い紙、普通紙やメモ用紙を裁断した用紙を使用しないでください。 

•巧れている/カールしている/しねがついている用紙 
• 濡れている用紙 

• 薄すぎる用紙厘さ 64g/m 2 未満） 

• 厚すぎる用紙（キヤノン純正紙外で重さ10日呂 /m2 を超えるもの） 

• 絵はがき 

• 巧り目のついた往復はがき 
• 写真付きはがきやステッカーを貼ったはがき 
• ふたが二重になっている封筒 
• ふたがシールになっている封筒 
• 型押しやコーティングなどの加工された封筒 
• 穴のあいている用紙 

■用紙の取り扱いについて 

用紙を取り扱うときは、下の事項に注意してください。 

• 用紙はできるだけ端を持ち、印刷面に触らないようにしてください。印刷面に傷がついた 
り巧れがつくと、 EP 刷の品質が低下することがあります。 

• インクが乾くまで印刷面に触らないでください。また、印刷済みの用紙を濡らしてしまっ 
た場合は、乾くまで印刷面に触らないでください。 

•用紙によっては、インクを大量に使う印刷をすると用紙が力ールして印刷面がこすれるこ 
とがあります。この場合は、〈メンテナンス/各設定〉の 〈EP 刷面こすれ改善〉で〈する〉 
を選んでください。^「それでも印刷面がこすれるときには」 （P .110) 

また、写真のような原稿はインクを大量に使うため、このような用紙への印刷はお勧めで 
さません。 

夕字中/こ\の原稿の EP 刷にご使用になることをお勧めします。 

•端が巧れていたり、しわが寄っているなど、状態の悪い用紙は使わないでください。力一 
ルしている場合は、力ールを直してから印刷してください。直しかたについては、「困っ 
たときには」の「反りのある用紙を使用している」 （P.110) を参照してください。 
•使わなかった用紙は入っていた袋に入れ、直射曰光の当たる場所や高温多湿な場所を避け 
て保管してください。巧がったり、しわにならないよう水平に置いてください。 

• 用紙によっては、印刷した部分を堂光ペンや水性ペンでなぞったり、水や汗が付着した場 
合、インクがにじむことがあります。 


印刷ずる前に 
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本機では、上部のオートシートフィータと前面のカセットの2つに用紙をセットできます。才一 
トシートフィーダは、ルさいサイズの用紙なども手軽にセットできるので、いろいろなサイズや 
種類の用紙を、頻繁に取り替えて印刷する場合に便利です。 

カセットは、よく使う用紙をセットしておく使い方ができるので、印刷するたびに用紙を追加す 
る手間を省けます。たとえば普通紙など決まった種類の用紙を頻繁にお使いになる場合に便利で 
す。 

オートシートフィーダとカセットの2つを利用することで、異なる種類/サイズの用紙を切り替 
えて印刷したり、同じ用紙をセットして連続で印刷したりすることができます。詳しくは『操作 
ガイド（パソコン操作 編)』 の r オートシートフィーダとカセットについて」を参照してください。 

《カセットからは印刷でさない用紙があります。 

^本機で使用でをる用紙の種類 （ P .14) 


r 給紙箇所を変更する 


印刷を開始する前に給紙箇所と実際に用紙をセツトした箇所が合っているか確認してくださし、。 
[給紙切替]を押すと給紙箇所が切り替わります。 

-才ートシートフイータランプ 


[給紙切替] 


カセツトランプ 

参考 

♦ オートシートフィータ'から給紙する場合はオートシートフィータ'ランプが点灯、カセツトか5給紙する場合はカセツ 
トランプが点に[するよラに、[給紙切替]で設定してください。 

♦ パソコンから印刷する場合、オートシートフィーダとカセツトの切り替えはプリンタドライバからも設定でをます。 
『印刷設定ガイド』を参照してください。 



印刷ずる前に 
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用紙のセツト方法について 


•重要 


♦ 普通紙をはがき、 L 半 IJ 、2 L 半 IJ 、 名刺、力ードサイズの大ささに切って試し印刷すると、紙づまりの原因になります。 
♦ 往復官製はがさはパソコンか5の印刷にのみ使用でさます。 

♦ 写真付さはがさやステッカーが貼ってあるはがさには印刷でさません。 

♦ 往復官製はがさにフチなし全面印刷はでをません。 

♦ 往復官製はがさは巧り巧げないでください。折り目がつくと、正しく給紙でさず紙づまりの原因になります。 

♦ 用紙は縦方向にセツトしてください。横方向にセツトすると紙づまりの原因となります。 


縦方向 横方向 

参考 

♦キヤノン製専用紙の紹介については、 r 本機で使用でさる用紙の種類」 （ P .14) を参照してください。 

普通紙に印刷するとをは 

♦ 複写機などで使用される一般的なコピー用紙やキヤノン製専用紙スーパーホワイトペーパー SW -1 日1が使用でさま 
す。用紙の両面に印刷する場合は、スーパーホワイトペーパー SW -2 日1がお勧めです。 

用紙サイズ：[定型紙] A 4、 目已、 A 已、レター、リーガル（オートシートフィーダのみ） 

[非定型紙（オートシートフィーダ）]最小（横已4.日 mm X 縦86.0 mm )、 最大（横21已 .9 mm x 
縦已 84.2 mm ) 

[非定型紙（カセット)]最小(横89.0 mm x 縦1 27.0 mm )、 最大（横21已 .9 mm x 縦297.0 mm ) 
用紙の重さ： 64〜1日已旨/ m 2 

♦ 64宫 / m 2 で約1已日枚搞さ 13 mm ) までセットできます。ただし用紙の種類やお使いの環境（高温•多湿や低 
温•低湿の場合）によっては、正常に紙送りできない場合があります。この場合は、セットする枚数を約半分（高さ 
已 mm 程度）に減らしてください。 

♦ 印字後の用紙が排紙トレイに已〇枚 m 上たまる前に、用紙を取り除いてください。 

はがをに印刷するとをは 

♦ 一般の官製はがさ、往復官製はがさ、インクジェット官製はがさ、インクジェット光ミ尺官製はがさ、お年玉付さ年賀 
はがき、キヤノン製専用紙プ□フェッシヨナルフォトはがき PH -1 日1、フォト光ミ尺八ガキ KH - 201 N 、 八イグレー 
ドコートはがを CH - 301に印刷できます。 

♦ インクジェット光ミ尺官製はがさは20枚、その他の官製はがさは40枚までセットでさます（プ□フェッシヨナル 
フォトはがさ、フォト光ミ尺八ガキは20枚、八イグレードコートはがさは4日枚)。 

♦ はがさを持つとさは、でさるだけ端を持ち、インクが乾くまで印刷面に触5ないでください。 

♦ 写真を印刷するとさは、キヤノン製の写真専用紙のご使用をお勧めします。 

^本機で使用でさる用紙の種類 （ P .14) 

L 判、 2 L 判、名刺、力ードサイズの用紙に印刷するとをは 

♦ 名刺、カードサイズの用紙はオートシートフィーダにセットしてください。 

♦ L 判は20枚、 2 L 判は1日枚、名刺（オートシートフィーダのみ)、カードサイズ（オートシートフィーダのみ）は 
2日枚までセットでさます。 

♦ 写真を印刷するとさは、キヤノン製の写真専用紙のご使用をお勧めします。 

^本機で使用できる用紙の種類 （ P .14) 


印刷ずる前に 
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才ートシートフイータか6給紙ずる 

セットする用紙をそろえる 


^|1 

n@H 


m 


i 






排紙補助トレイを引き出します。 

参考 

印刷後に排紙補助トレイをしまうとさ 
は、軽く下か5持ち上げてください。 


給紙□カバーを開き、 
用紙ヴポートを引き 
出します。 


[給紙切替]を巧して、 
才ートシートフイータ 
ランプを点なさせます。 



参考 


用紙の端をされいにそろえてか5セットしてくださし、用紙の端を 
そろえずにセットすると、紙づまりの原因となることがあります。 
用紙がカールしているとさは、逆向さに巧げてカールを直してか5 
(表面が波状にな5ないように）セットしてください。カールの直 
しかたについては、「困ったとさには」の「反りのある用紙を使用 
している」 （ P .11 日）を参照してください。 


印刷ずる前に 








3 用紙をセットする 



0パソコンを使わずに コピー •ダイレクト印刷をする場合、[用紙/設定]を押して用 
紙サイズを選びます。また、パソコンに接続してお使いになる場合、プリンタドライ 
バの[用紙サイズ]でセットした用紙のサイズを選びます。 

プリンタドライバの設定については、『操作ガイド（パソコン操作 編)』 の「夕書を印 
刷してみよう」を参照してください。 


•重要 


はがさはじ(下のように郵便番号を下にしてセットします。 



印刷ずる前に 
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■カセットか 6 給紙ずる 

用紙サイズと用紙の種類によっては、必ずオートシートフィーダを使わなければならないも 
のがあります。カセットだけを使用する場合は、ご利用に支障がないかあらかじめご確認く 
ださい。 

^「本機で使用でさる用紙の種類」 （P.14) 


•重要 


参プ□フェッシヨナルフォトペーパーやプ□フ I ッシヨナルフォトはがさなどの写真専用紙をお使いの場合、 
カセットに用紙をセットしたままにしないでください。用紙が変色することがあります。 

参プ□フェッシヨナルフォトペーパーなどの写真専用紙をお使いの場を、カセットか5の給紙の際に、用紙の 
表面に□ーラの跡がつくことがあります。その場合は、オートシートフィータ'か5印刷を行ってください。 

1 セツトする用紙をそろえる^ P. 19 
2用紙をセットする準備 



3 用紙をセツトする （EP 刷面を下にする) 




巧刷ずる前に 













排紙トレイをセットずる 



0パソ]ンを使わずに]ピー•ダイレクト印刷をする場合、[用紙/設定]を押して用 
紙サイズを選びます。また、パソコンに接続してお使いになる場合、プリンタドライ 
バの[用紙サイズ]でセットした用紙のサイズを選びます。 

プリンタドライバの設定については、『操作ガイド（パソコン操作 編)』 の「夕書を印 
刷してみよう」を参照してください。 

参考 

オートシートフィーダとカセットの切り替えはプリンタドライバからも設定でさます。『印刷設定ガイド』を参 
照してください。 


印刷ずる前に 
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, 用紙/設定画面を変更する 


印刷ずる前に 
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設定頃目を選ぶ 

〇 [▲] か [▼] で設定項目を選びます。 
例： < A 4> に力ーソルを合わせます。 


る前に 
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印刷する用紙や印刷品質などの設定ができます。 

〇用紙サイズを設定できます。 

レターサイズ/ A 4/ B 5/ A 5/ L 判/ 2 L 判/はがさ/カード/名刺 




用紙サイズによっては、必ずオートシートフィーダを使わなければな5ないものがあります。 

0 用紙の種類を設定できます。 

普通紙/プ□フオトペーパー/スーパーフオト/マツトフオト/光沢紙/インクジエツトはがさ 


参考 


用紙サイズを〈はがさ〉に設定したとさだけ、〈インクジェットはがさ〉を選ぶことがでさます。 

©コピーしたい原稿に合わせて画質を調整することびできます。 

はやい/標準/されい 


^参考 


♦用紙の種類を〈普通紙〉に設定したとさだけ、〈はやい〉を選ぶことがでをます。 

♦ 用紙の種類が〈普通紙〉の場合、〈はやい〉を選んで思ったよラな画質で印刷でさないとさは、〈標準〉また 
は〈されい〉を選んで、もラー度印刷してみてください。 

♦グレースケールでコピーしたいとさは、〈されい〉を選んでください。グレースケールとは、二値 （2 階調) 
で表現している白黒に巧し、グレーの濃淡を数多くの階調で表現したちのです。 

〇拡大/縮ルの方法を設定できます。 

等倍/定型変倍/ズーム （25 〜40日％) /用紙に合わせて自動変倍 

タブ2 

自動濃度調整の設定がでさます。 

〇自動濃度調整 ON /自動濃度調整 OFF 

〈自動濃度調整日 N 〉 を選ぶと、原稿台ガラスにセットした原稿に合わせて自動で濃度を調整して 
印刷でさます。 

また、液晶モニターの濃度調整のスライドバーの上にあるアイコンが〈オート〉に変わります。 


む A 4 

®ir 


部数四今 

\< 才 - 卜 ►j 


A こ 


〈自動濃度調整 ON 〉 に設定されていても、[イ]か [►] を巧すと濃度を変更できます。スライドバーの中/こ、 
にカーソルを移動させると、再び自動濃度調整が有効になります。 


印刷ずる前に 
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■ ゾモリーカードモード • 写真/フイルムモード 

ここでは、メモリーカードモードと写真/フイルムモードの用紙/設定画面について説明し 
よ9 〇 

■ タブ1 

印刷する用紙やフチのあり/なし、曰付画像番号印刷などの設定ができます。 

例：メモリーカードモードの画面 

1□- i » BqJ 

-り 一 L 判 〇 

A ス-パ-フォト 0 

標準 ——〇 

フチなし □ 〇 

日付/画像を号なし ——〇 

K ぉ句 斗 i 扛和^^^ 

参考 

本機に PictBridge 対応機器を接続しているとさは、この画面で用紙の設定を行ラことがでさます。 

〇用紙サイズを設定できます。 

レターヴイズ/ A4/L 判/ 2L 判/はがき/カード/名刺/パノラマ*/六切* 

心_ 

用紙サイズによっては、必ずオートシートフイーダを使わなければな 5 ないものがあります。 

0 用紙の種類を設定できます。 

普通紙*/プ□フォトペーパー/スーパーフォト/マットフォト/光沢紙/インクジェットはがき 
夕参考 

用紙サイズを〈はがき〉に設定したときだけ、〈インクジェットはがき〉を選ぶことができます。 

〇 EP 刷品質を設定できます。 

標準/されい 

〇フチのあり/なしを設定できます。 

フチなし/フチあり 

^参考 

用紙の種類を〈普通紙〉に設定したとさは、〈フチなし〉を選んでいてもフチありで印刷されます。 

〇写真に撮影曰の日付を付けたり、画像番号を付けて EP 刷できます。* 

曰付/画像番号なし/曰付のみ印刷/画像番号のみ印刷/曰付+画像番号印刷 
* メモリーカードモードを選んだときのみ、設定できます。 


印刷ずる前に 
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タブ 2 

次の機能を使って印刷する写真を補正することができます。 

補正するとさは、巻末の「メモリーカードの写真をされいに印刷しよラ」の例もあわせて参照してく 
ださい。 


メモリーカードモードの画面 


写真/フイルムモードの画面 


ホ目補正 OFF 
V I V I D フォト OF F 
才-トフォト,、。-フ I クト ON 
ノイズ除去 OFF 
顔明る<辅正 OFF 


◄ j 携帯画像補正 OFF 
B 月るさ漂準 
コントラスト標準 
色合い調整なし 
加工なし 


〇赤目補正 ON/ ホ目補正 OFF* 1 

〈赤目補正日 N〉 を選ぶと、人物の目がホく写った写真を補正して巧刷でさます。 

〇 VIVID フオト ON/VIVID フオト OFF *1 

〈VIVID フォト ON〉 を選ぶと、 VIVID フォト機能（緑や青色をより鮮やかに印刷）が有効になり 
ます。 

〇オートフオトパーフェクト ON/ オートフオトパーフェクト 0FF*1 

〈オートフォトパーフェクト ON〉 を選ぶとオートフォトパーフェクト機能（写真の色合いや明る 
さを自動補正）が有効になります。 

〇 ノイズ除去 ON/ ノイズ除去 OFF*1 

〈ノイズ除去日 N〉 を選ぶと、空などの青い部分や、暗い部分のノイズを軽減でさます。 

〇顔明るく補正 ON/ 顔明るく補正 OFF* 1 

〈顔明るく補正日 N〉 を選ぶと、逆光などで暗くなった人物の顔を明るく EP 刷できます。 

〇携帯画像補正 ON /携帯画像補正 OFF * 1 

〈携帯画像補正日 N〉 を選ぶと、輪郭のギザギザをなめらかにして印刷できます。 

〇 明るさを調整します。*1 

明るさ+ 2 /明るさ+1/明るさ標準/明るさ 一 1/明るさ一 2 
〇コントラストを調整できます。 *1 

コントラスト+ 2 /コントラスト+1/コントラスト標準/コントラスト ー 1/ 
コントラスト ー2 

〇色合いを調整できます。 *1 

例えば、肌の色味のホを強くしたり、黄色を強くすることができます。 

肌色ホ+ 2 /肌色赤+1/色合い調整なし/肌色黄+1/肌色黄+ 2 

⑩ 写真をセピア色の濃淡だけで EP 刷したりイラスト風に EP 刷したりなど、写真の加工種類を変更す 
ることびできます。 *1 

加工なし/セピア/イラストタッチ 


の 〈色あせ補正〉を選ぶと、経年変化などで色あせたり色カブリした写真を色補正して EP 刷できます。 
〈顔明るく補正〉を選ぶと、逆光などで暗くなった人物の顔を明るく EP 刷できます。 *2 

補正なし/色あせ補正/顔明るく補正 
*1 メモリーカードモードを選んだときのみ、設定できます。 

*2 写真/フイルムモードを選んだときのみ、設定できます。 
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コピー をとる 

ここでは、コピーの基本的な操作手順について説明します。 

1 コピーの準備をする 

〇 [電源]を押して電源を入れます。 ^P.1 1 
Q [コピー]を押します。 

0用紙をセットします。 -^ P .14 
0給紙箇所を確認します。 ^ P .17 
夕参考 

オートシートフィータカ、5給紙する場合はオートシートフィータ'ランプが点な、カセットか5給紙する場合は力 
セットランプが点なするように、[給紙切替]で設定してください。 

i コピーを開始する 



0原稿台ガラスに原稿をセットします。 

ぶ参考 

コピーでさる原稿の種類や条件、セットのしかたについては、 r コピーやスキャンする原稿をセットする」 （P. 1 3) 
を参照してください。 

カラーコピーをする場合は[カラースタート]を押し、白黒コピーをする場合は[モ 
ノク□スタート]を押します。 

コピーが 開始されます。 

参考 

コピーを中止するとさは、[ストップ/リセット]を巧します。 


n ピーをとろ/つ 
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拡大•縮小してコピーする 


原稿を拡大または縮ルしてコピーできます。 

1 コピーの準備をする ^ P.29 

L 拡大/縮かの方法を選ぶ 

〈ズーム （2 己〜400%)〉を選んだ場合を例として説明します。 

〇 [用紙/設定]を押します。 

0 [ィ]か [►] でタブ1を選びます。 

[▲] か [▼] で〈倍率〉を選び、[イか [►] 
で〈ズーム （2 日〜400%)〉を選びます。 

パーセントを指定して拡大/縮ルコピーします。 


〈ズームに己〜400%)〉の他に下の方法が選べます。 

等倍： 原稿と同じサイズでコピーします。 

定型変倍： A4 か5 A 已への縮小、目已か5 A4 への拡大など、用紙サイズを変更する 

とさに便利です。 

用紙に合わせて自動変倍：才ートシートフィータ'またはカセツトにセツトした用紙サイズにおさまる 

よラに、原稿を自動的に拡大、または縮ルしてコピーします。 

〇 [▼] を押してカーソルを下側に移動し、[イ]か [►] で設定値を選びます。 

[◄] か [►] を押したままにするとコピー倍率を早く切りかえることがでさます。 

夕参考 

〈用紙に合わせて自動変倍〉を選んだ場合、原稿によってはサイズを正しく検知でさないことがあります。正し 
く検知でさないとさは〈等倍〉、〈定型変倍〉または〈ズーム （2 已〜4日日〇/〇)〉を選んでください。 

3 設定内容を確定する 

〇 [用紙/設定]を押します。 

コピー画面に戻ります。 

4 コピーを開始する ^ P.29 


!□ 

— A_ 

〇 


A 4 
普通を氏 


けズーム （25 〜400%) 


3 


n ピ-をとろラ 
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便利なコピー機能を巧ラ 


いろいろなコピー 】 


いろいろなレイアウトのコピーが楽しめます。 

参考 

いろいろなコピーの各種設定を解除するには、コピー画面で[ストップ/リセット]を巧します。 
コピー部数または濃度が設定されている場合は、[ストップ/リセット]を2回巧してください。 


I コピーの準備をする^ P .29 

2コピーメニユーを選ぶ 

〇 [メニュー]を押します。 



■ 用紙の両面にコピーずる一両面コピー 

2枚の原稿を1枚の用紙の両面にコピーすることがでさます。 
liTF の順に画面を表示します。 

コピー画面ーコピーメニュー画面一いろいろなコピー画面一 <両面コピー〉 

いろいろなコピー画面で〈両面コピー〉を選び、表示される案内にしたがって操作します。 
カラーコピーをする場合は[カラースタート]を押し、白黒コピーをする場合は[モノクロ 
スタート]を押します。1枚目の原稿で読み取りを終了するには、 [0 K ] を押します。 



長迈とじのとさ 短辺とじのとさ 


41 - _ 

1枚目の原稿を読み取るとさに巧したボタンと、2枚目の原稿を読み取るとさに巧したボタンが同じでない場合 
は、コピーが開始されません。 

参考 

♦ この機能は、倍率の〈用紙に合わせて自動変倍〉、他のコピー機能と組み合わせて設定することはでさません。 
♦白黒で両面コピーをした場合、片面の白黒コピーに比べて、印刷濃度に違いが見られる場合があります。 

♦ この機能は、用紙サイズを〈レターサイズ〉または <A4> に設定したときだけ使うことができます。 
•用紙の種類は〈普通紙〉に設定されます。〈普通紙〉 m 外を選ぶことはでさません。 


n ピーをとろ/つ 
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■ 2 巧の原稿を 1 巧に コピーずる一 2 inl コピー 

2枚の原稿を1枚の用紙におさまるように縮ルしてコピーすることができます。 

下の順に画面を表示します。 

コピー画面ーコピーメニュー画面一いろいろなコピー画面 一 <2 in 1 コピー> 

いろいろなコピー画面で 〈2inl コピー〉を選び、表示される案内にしたがって操作します。 
カラーコピーをする場合は[カラースタート]を押し、白黒コピーをする場合は[モノクロ 
スタート]を押します。1枚目の原稿で読み取りを終了するには、にのを押します。 



] 枚目 2枚目 


心_ 

1枚目の原稿を読み取るとさに巧したボタンと、2枚目の原稿を読み取るとさに巧したボタンが同じでない場合 
は、コピーが開始されません。 

参考 

♦ この機能は、他のコピー機能と組み合わせて設定することはでさません。 

♦ 読み込み中に〈本機のメモリがいっぱいで処理を継続でさません〉と表示された場合は、印刷品質を〈標準〉 
に設定して、再度コピーしてください。 

♦ この機能は、用紙サイズを〈レターサイズ〉または <A4> に設定したときだけ使うことができます。 

♦ 倍率は設定でさません。 

■ 4 巧の原稿を 1 巧に コピーずる一 4 inl コピー 

4枚の原稿を1枚の用紙におさまるように縮ルしてコピーすることができます。4通りの酉日 
置順を選ぶことができます。 

iiTF の順に画面を表示します。 

コピー画面ーコピーメニュー画面一いろいろなコピー画面 一 <4 inl コピー> 

いろいろなコピー画面で 〈4inl コピー〉を選び、表示される案内にしたがって操作します。 
カラーコピーをする場合は[カラースタート]を押し、白黒コピーをする場合は[モノクロ 
スタート]を押します。1枚目、2枚目または3枚目の原稿で読み取りを終了するには、 
[0K] を押します。 



それぞれの原稿を読み取るとさに巧したボタンがすべて同じでない場合は、コピーが開始されません。 


n ピーをとろ/つ 
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^ 参考 

♦ この機能は、他のコピー機能と組み合わせて設定することはでさません。 

♦ 読み込み中に〈本機のメモリがいっぱいで処理を継続でさません〉と表示された場合は、印刷品質を〈標準〉 
に設定して、再度コピーしてください。 

♦ この機能は、用紙サイズを〈レターサイズ〉または 〈 A 4〉 に設定したとさだけ使うことがでさます。 

♦ 倍率は設定でさません。 

■ 用紙を巧に コピーずるーフ チなしコ ピー 

画像のまわりにフチがでないように、用紙全体にコピーします。 

(下の順に画面を表示します。 

コピー 画面ー コピーメニュー 画面一いろいろな コピー 画面一 <フチなし コピー> 

いろいろなコピー画面で〈フチなしコピー〉を選び、表示される案内にしたがって操作しま 
す。カラーコピーをする場合は[カラースタート]を押し、白黒コピーする場合は、[モノ 
ク□スタート]を押します。 



参考 

参画像は、用紙全体にコピーされるよラに少し拡大されるため、画像の周囲がわずかに欠けます。 

♦ この機能は、用紙サイズを〈レターサイズ〉、 〈 A 4〉、〈 L 半 IJX 〈2 L 半 IJX 〈はがさ〉、〈カード〉、または〈名 
刺〉に設定したとさだけ使うことがでさます。 

♦ この機能は、用紙の種類を〈プ□フォトペーパー〉、〈スーパーフォト〉、〈マツトフォト〉、〈光ミ尺紙〉、または 
〈インクジエツトはがさ〉に設定したとさだけ使うことがでさます。 

♦ 印刷品質は、〈標準〉または〈されい〉を選ぶことがでさます。 

•画像の大ささに合わせて、はみ出し量を調整でさます。 


n ピーをとろ/つ 
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■画像を 1 巧の用紙に繰り返しコピーずる一繰り返しコピー 

用紙に原稿を繰り返しコピーできます。繰り返す回数は、あらかじめ本機に設定されている 
回数を選ぶか、または手動で何回コピーするかを指定します。 

(下の順に画面を表示します。 

コピー画面ーコピーメニュー画面一いろいろなコピー画面一 <繰0返しコピー> 

いろいろなコピー画面で〈繰り返しコピー〉を選び、表示される案内にしたがって操作しま 
す。カラーコピーをする場合は[カラースタート]を押し、白黒コピーをする場合は[モノ 
ク□スタート]を押します。 



♦ 原稿を読み込む範囲は、拡大/縮ル率によって異なります。 

♦ コピーする原稿は、一区切り分におさまるサイズでなければなりません。たとえば、等倍で原稿を4回コピー 
するとさの原稿サイズは、用紙サイズの内でなくてはなりません。 

参考 

♦ 用紙サイズの〈カード〉と〈名刺〉は選べません。 

♦ 倍率の〈用紙に合わせて自動変倍〉は選べません。 


n ピ-をとろラ 
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メモ u — 力ードをセットする 

使用できるメモリーカード、各メモリーカードのセット方法と取り出し方法について説明します。 


巧用でをるメモリーカードについて 


下のメモリーカードが使用できます。 


カードス□ツトに直ちセツト巧能なメモリーカード 


コンパクトフラッシュ （CF ) カード 

TYPE I /TYPE n (3.3 V ) に対応しています。 

マイクロドライブ 


スマートメディア 

3.3 V のカードのみ対応しています。 

1 MB /2 MB のカードは対応していません。 

冷> 

メモリースティック 
メモリースティック PRO 


SD メモリーカード 
マルチメディアカード 


アダプタを使用してカードス□ツトにセツトするメモリーカード 

陽 B 

xD-Picture 力ード*1 


メモリースティック Duo*2 
メモリースティック PRO Duo*2 

( ^INSERT / ^ 


薦和眉 

miniSD カード*2 


*1 別途 xD-Picture 力ード用コンパクトフラッシュカードアダプタをお買い求めくださし、。 
推奨 xD-Picture Card アダプタ （2 日日已年4月現在） 

♦ 富±写真フイルム株式会社製型番： DPC-CF 
♦オリンノくス株式会社製型番： MACF-10 
*2 カードに付属の専用アダプタを使用してください。 
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心 


本機は DCF® 規格のデジタルカメラで撮影した画像データ （Exif 準拠）および DPOF (Verl. 日日準拠）に対応し 
ています。 

デジタルカメラが動作を保罰していないメモリーカードに撮影/保存されている写真は、本機で読み込めない場合や 
データが破損する場合があります。デジタルカメラが動作を保罰しているメモリーカードについては、デジタルカメ 
ラに付属の取扱説明書を参照してください。 

メモリーカードは、デジタルカメラでフオーマツトしてください。パソコン固有のフオーマツトには対応していませ 
ん。 

パソコンで編集した写真は、正しく印刷でさないことがあります。 

1種類のメモリーカードのみをセツトしてください。 


メモ U — 力ードを力ードス□ツトにセツトする 


夕参考 


本機の操作パネルを使って、〈各設定〉の〈カード書さ込み状態〉で〈書さ込み可能〉にしている場合は、力ードダ 
イレクト印刷がでさなくなります。本機のカードス□ットをパソコンのメモリーカード用ドライブとして操作したあ 
とは、メモリーカードを抜いてか5〈カード書さ込み状態〉を〈書さ込み禁止〉に設定してくださし、。今 P.8 已 
メモリーカードのデータをパソコンで編集•加工したとさは、必ずパソコンか5印刷してくださし、操作パネルから 
印刷を行ラと、正しく印刷でさないことがあります。 


[電源]を巧して電源を入れる ^ P.l 


力ードス□ツトカバーを開ける 


メモリーカードをカードス□ットに 
セツトする 


-ドの種類 


コンパクトフラッシュ 
マイク□ドライブ 
xD-Picture カード* 



ツト方法 


スマートメディア 



-左側のカード 
ス□ットに 
セツトします 


•点灯します 


-ち側のカード 
ス□ットに 
セツトします 


•点灯します 


メモリーカ I ドゎら巧师してみよ/つ 

















カードの種類 


セツト方法 


参メモリースティック 
参メモリースティック PRO 
参メモリースティック Duo* 

• メモリースティック PRO Duo* 

• SD メモ U —カード 
参 min 信 D カード* 

参マルチメディアカード 



ち側のカード 
ス□ットの中 
央部にセット 
します 


点好します 


* 専用のアダプタに取り付けてから、カードス□ットにセットしてください。 


アクセスランプが点滅した後、点!なしたことを確認ずる 


A 注意] 


♦ メモリーカードがス□ットか5はみ出した状態になりますが、それ！; Lb 無理に押し込まないでください。無 
理に押し込むと本機やメモリ -力ー ドの破損につながります。 

参メモリーカードの向さをよく確認して、カードス□ットにセットしてください。間違った向さで無理にセッ 
卜すると、本機やメモリーカードが破損するおそれびあります。 

♦ アクセスランプが点滅しているとさはメモリーカードを取り出したり、本機の電源を切らないでください。 
メモリーカードのデータが破損するおそれがあります。 


メモリーカードを取り出す 


ぶ参考 


カードス□ットをパソコン用メモリーカードドライブとして使用する場をは、メモリーカードを本機から取り出す前に 
パソコン側での取り出し操作び必要になります。 

参 Windows® をお使いの場合は、リムーバブルディスクアイコンをもクリックして[取り出し]を選んで取り出し操 
作を行ってください。[取り出し]が表示されない場合 r、 アクセスランプが点滅していないことを確認し、カードを 
取り出してください。 

• Macintosh® をお使いの場合は、アイコンをゴミ箱に捨ててください。 

1力ードス □ッ トカバーを開ける 

L アクセスランプが点滅していないことを確認して力ードを取り出す 

アクセスランプが点滅していないことを確認し、カードのはみ出した部分をつまんで、 
カードを取り出してください。 


アクセスランプび点滅しているとさにメモリーカードを取り出したり、本機の電源を切ると、メモリーカードの 
データが破損することがあります。 


カー ドス□ットカバーを閉じる 


メモ U I - R I ドをり印刷」てみよラ 


37 







































かんたん写真印刷 


デジタルカメラのメモリーカードに保巧されている写真を液晶モニターで見ることができまず。 
写真を見なが!51枚ずつ EP 刷したり、 EP 刷部数を指定して印刷してみましょう。 


写真を見なび601刷する一1巧ずつ見て®刷 


メモリーカードの写真を印刷します。 

1 印刷の準備をする 

〇 [電源]を押して電源を入れます。 ^p.i 1 
0用紙をセットします。 ^P.14 
0給紙箇所を確認します。 ^P.17 
夕参考 

オートシートフィータ’から給紙する場合はオートシートフィーダランプが点な、カセットから給紙する場合は力 
セットランプが点なするように、[給紙切替]で設定してください。 

0 メモリーカードをカードス□ツトにセツトします。 ^P.36 


EP 刷メニューを選ぶ 

〇 [メモリーカード]を押します。 


W もーロ- 


胃}圖國图晒 

1枚ずつ見て印刷 ] 


写真を1枚ずつ見ながら 
その場で印刷もできます 


巧 



[イ]か [►] で〈1枚ずつ見て EP 刷〉を 
選び、 [0 K ] を巧します。 

写真選択画面が表示されます。 

夕参考 . 

写真を読み込み中は、液晶モニターに©が 
表示される場をがあります。 
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印刷したい写真を選ぶ 

<![◄] か [►] で印刷したい写真を表示します。 

0[カラースタート]を押します。 

印刷確認画面が表示されます。 

参考 

自動で次の写真を表巧するースライド ショー 

<1枚ずつ見て印刷〉で写真を見ているとさは、自動で次の写真を表示することがでさます。 

♦スライドショーを開始するときは、〈1枚ずつ見て印刷〉で写真を見ているときに [0K] を巧します。 
♦スライドショー中に[ストップ/リセット]を巧すとスライドショーが終了します。 

こんなことちでをます 

♦印刷する写真を曰付で絞り込む一曰付指定 ^P.41 
♦印刷する範囲を指定するートリミング ^P.42 

印刷を開始する 


巧て印制- ] 



0 [カラースタート]を押します。 

印刷が開始されます。 

参考 

♦印刷を中止するとさは、[ストップ/リセット]を巧します。 
♦ [モノク□スタート]を巧しても、印刷は開始されません。 


メモリーカードゎら巧刷してみよ5 
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写真ごとに印刷枚数を指定して EP 刷できます。 


印刷の準備をする ^ P .38 


印刷メニューを選ぶ 


〇 [メモリーカード]を押します。 

0 [ィ]か [►] で〈まとめて印刷〉を選び、 [0K] を押します。 
写真選択画面が表示されます。 


写真ごとに EI 1 刷が数を指定する 

〇 [ィ]か [►] で印刷したい写真を表示します。 





©手順 〇 〇 を繰り返し、印刷したい写真ごとに印刷枚数を指定します。 

〇 [0K] を押します。 

印刷確認画面が表示されます。 

参考 

こんなことちでをまず 

♦印刷する写真を曰付で絞り込む一曰付指定 ^P.41 
♦印刷する範囲を指定するートリミング ^P.42 


印刷を開始する 

〇印刷設定を確認します。 

設定内容を変更するとさは、[用紙/設定]を押してください。 ^P.24 

©[カラースタート]を押します。 

写真ごとに指定した部数で印刷されます。 

参考 

♦印刷を中止するとさは、[ストップ/リセット]を巧します。 

♦ [モノク□スタート]を巧しても、印刷は開始されません。 


[▲] か [▼] で印刷枚数を指定します。 


メモリーカ—ドか5 
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便利な巧刷機能を巧う 


印刷する写真を日付で絞り込む一日付指定 


メモリーカードに保存されている写真の数が多いとさは、写真の撮影曰を指定することで、指定 
した曰付の写真だけを、または指定した範囲の写真だけを表示させたり、印刷することができま 
す。 

夕参考 

• <1枚ずつ見て印刷〉、〈まとめて印刷〉、〈レイアウト印刷〉、〈シール紙印刷〉、〈撮影情報印刷〉（〈指定写真に印刷〉)、 
または 〈DVD/CD 印刷〉で[曰付指定]を巧して絞り込む曰付や節囲を指定すると、指定した曰付の写真、または 
指定した範囲の写真だけを表示させたり、印刷することがでさます。 

♦ 印刷する写真を日付で絞り込む前に、すでに印刷枚数を指定した写真がある場をや、すでにレイアウトに貼り込んだ 
写真がある場を、その写真は絞り込む曰付または範囲 m 外の写真であっても印刷されます。 

♦ 〈すべてを印刷〉、〈インデックス印刷〉、〈撮影情報印刷〉（〈一覧に印刷〉）では指定した曰付の写真、または指定した 
範囲の写真だけを印刷でをます。 

1曰付指定方法を設定する 

〇 [日付指定]を押します。 

曰付指定方法設定画面が表示されます。 

0 [▲] か [▼] で曰付指定方法を選びます。 

絞り込む日付を1曰だけ指定したいときは〈1曰のみ指定〉を選びます。 

絞り込む曰付の範囲を指定したいとさは〈曰付範囲指定〉を選びます。 

0 [0K] を押します。 

曰付指定画面が表示されます。 

夕参考 

メモリーカードに保存されている写真数によっては、日付指定画面が表示されるまで時間がかかる場合がありま 
す。 

L 絞り込む曰付轟囲を指定する 

<1曰のみ指定> を選んだ場合： 

〇 [◄] か [►] で絞り込む日付を指定します。 

〇手順3に進みます。 

<曰付節囲指定> を選んだ場合： 

<![◄] か [►] で絞り込む範囲の一番ちい撮影日を指定し、 [0K] を押します。 

© [◄] か [►] で絞り込む範囲の一番新しい撮影日を指定します。 

〇手順3に進みます。 
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絞り込みを開始ずる 


液晶モニターに表示されている写真のトリミング編集を行うことができます。 


参考 


用紙/設定（メモリーカード）画面で、用紙サイズや用紙の種類、フチのあり/なしを設定した後、トリミング編集を 
してください。トリミング編集後に用紙設定を変更すると、トリミング編集が用紙に合わせて補正されたり無効になる 
場合があります。 

1 トリ5ングしたい写真を選ぶ 


〇トリミング編集を行いたい写真を選びます。 

トリミング編集画面を表巧する 

〇 [トリミング]を押します。 

トリ5ング編集画面が表示されます。 


EI 1 刷したい節囲をトリ5ングする 

〇 [▲][▼][◄] [►] のいずれかでトリミング枠の位置を設定し、[トリミング]を 
押します。 


トリミング枠を回輯したり大きさを設定し 
ない場合は、手順4へ進んでください。 


©[▲] か [▼] でトリミング枠の大きさを設定します。 


ミ: 


[▲] で枠を大きく、 [▼] で枠をルさくする 
ことびでさます。 


巧刷ずる節旧を指定するートリミング 


〇にのを押します。 

絞り込みが行われて指定した範囲の写真が表示されます。 

参考 

♦指定する曰付は「曰付表示形式」 （P.8 已）にしたがって表示されます。 

♦ 日付指定モードを解除するには、日付指定画面で〈日付指定解除〉を選んで、 [0 口を巧します。また、メ 
モリーカードモードじ(外のモードにすることでも、日付指定モードを解除することがでさます。 


U —力 I ドゎら巧师してみよ/つ 










€>[◄] か [►] でトリミング枠を回転します。 


トリ5ング範囲が設定され、元の写真が表示されます。 

参考 

♦ トリミングした画像をメモリーカード内に新たに保存することはでさません。 

♦ トリミングが設定されている写真にはトリミング節囲が表示されます。 

♦ トリミング範囲を設定後、再度[トリミング]を巧すと、前回トリミングした範囲を変更でさます。 

♦ トリミングの編集中に解除するには、トリミング編集画面で[ストップ/リセット]を巧してください。ま 
た、メモリーカードモードじ(外のモードにすることでも、トリミングの設定を解除することがでさます。 

♦ トリミング設定の完了後に解除するには、[トリミング]を巧し、[ストップ/リセット]を巧してください。 


いろいろなメモリーカード®刷 


いろいろなレイアウトのメモリーカード印刷が楽しめます。 

1 EI 1 刷の準備をする ^ P .38 

L EP 刷メニユーを選ぶ 

〇 [メモリーカード]を押します。 

© [◄] か [►] で〈いろいろな印刷〉を選び、にのを押します。 

■ 1巧の用紙に複数の写真を化り込んで印刷するーレイアウト印刷 

指定したレイアウトに、好きな写真を貼り付けて印刷できます。 
iiTF の順に画面を表示します。 

カードメニユー画面^いろいろな巧刷画面^ <レイアウト印刷> 

いろいろな印刷画面で〈レイアウト印刷〉を選び、表示される案内にしたがって操作します。 


[◄] か [►] で長方おの枠を縦長にしたり 
横長にしたりすることびできます。 



4 卜 IJ 5ング轟囲を決定する 

〇 [0K] を押します。 
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参考 

こんなことちでをます 

♦ 印刷する写真を曰付で絞り込む一曰付指定^ P.41 
♦ 印刷する範囲を指定するートリミング ^P.42 

♦ フチなしを設定したとさは、用紙の種類で〈普通紙〉は設定でさません。 

• 〈ミックス1〉、〈ミックス2〉、〈ミックス3〉は用紙サイズが〈レターサイズ〉または <A4> に設定されて 
いるとさのみ選べます。 

♦貼り込みの操作は、複数ページに貼り込むことはでさません。1ページの貼り込みが終了後、印刷を開始し 
て < ださい。 

■ シール紙に印刷するーシール紙印刷 

お気に入りの写真にフレームを付けて、キヤノン専用のシール紙に印刷できます。 

下の順に画面を表示します。 

力ードメニュー画面- ► いろいろな巧刷画面一 < シール紙印刷> 

いろいろな印刷画面で〈シール紙印刷〉を選び、表示される案内にしたがって操作します。 
参考 

こんなことちでをまず 

♦ 印刷する写真を曰付で絞り込む一曰付指定^ P.41 
♦ 印刷する範囲を指定するートリミング ^P.42 

♦ この機能を使うとさは、用紙をオートシートフィーダにセットしてください。 

参オートシートフィータに一度にセットでさる枚数は1枚です。 

♦ 写真が逆さまのとさは、 [▲] か [▼] で写真を180度回転させると、フレームの上下にをわせて印刷でさます。 
♦フレームに合わせて写真を9日度回転させたい場合は、トリミング編集でトリミング範囲を回転して、トリ 
ミングの設定をしてください。 ^P.42 
♦ 用紙サイズや用紙の種類などの印刷設定を変更することはでさません。 

■ その他の印刷機能 

〈いろいろな印刷〉には、他にも下のような印刷メニューがあります。 

参考 

こんなことちでをます 

♦印刷する写真を曰付で絞り込む一曰付指定 ^P.41 
♦印刷する範囲を指定するートリミング今 P.42 

■ <すべてを EP 刷> 

メモリーカードに保存されている写真をすべて印刷します。 

下の順に画面を表示します。 

力ードメニュー画面一いろいろな印刷画面一 <すべてを印刷> 
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■< インデックス巧刷 > 

メモリーカードに保存されているすべての写真の一覧が印刷されます。 

(下の順に画面を表示します。 

力ードメニュー画面一いろいろな印刷画面一 <インデックス印刷> 

参考 

j;rF の印刷方法が選べます。 

♦〈ル（標準一覧)〉：印刷される写真の面数は用紙サイズによって異なります。 

レターサイズ： 8日面、 A4 : 8日面、 L 判：1已面、 2L 判： 3已面、 

はがき： 24面、名刺/力ード： 6面、パノラマ： 3日面、六切： 72面 
♦〈大（ベタ焼さ)〉： 3已 mm フィルムのネガサイズ風に印刷されます。 

■ の POFEP 刷 > 

デジタルカメラで DP 日 F (Digital Print Order Format) の設定を行った場合、設定した内容にした 
がった印刷が自動で行えます。 

(下の順に画面を表示します。 

力ードメニュー画面一いろいろな印刷画面 一 <DPOF 印刷> 

参考 

参本機では、 l^TF の DPOF 機能に対応しています。 

巧応画像が式： CIFF、Ex け、 JFIF 

プリントスタイル-スタンダードプリント： DPOF でスタンダードプリントを指定した写真を印刷 

プリントスタイル-インデックスプリント： DPOF でインデックスプリントを指定した写真を、本機のイ 

ンデックス印刷のレイアウト（〈ル（標準一覧)〉）に合わせて 
印刷 

DPOF で指定した写真のみ印刷（操作パネルか5指定でさま 
せん） 

DPOF で指定した枚数を印刷（操作パネルから指定でさませ 
ん） 

上記 m 外の機能（写真のコメントやタイトル、トリミング、写真回転など）には対応していません。 

♦ 印刷は用紙サイズに合わせて自動的に拡大•縮小されます。用紙サイズにより、写真の上下左ちがカットされ 
て印刷される場合があります。 

♦ 撮影日の日付並の噴は、 DPOF の設定にしたがって印刷されます。 

♦ 印刷する部数は選べません。 

■ <撮影情報 Ell 刷> 

撮影した時の写真情報に xif 情報）を写真一覧や写真の余白に印刷できます。 

(下の順に画面を表示します。 

力ードメニュー画面一いろいろな印刷画面一 < 撮影情 さ目印刷> 

参考 

J^TF の印刷方法が選べます。 

♦ 〈一覧に印刷〉：すべての写真の一覧と写真情報を印刷でさます。 

参〈指定写真に印刷〉：選択した写真と写真情報を印刷でさます。 


印刷写真の指定： 
印刷枚数の指定： 
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トナビシートを使って®刷する 


本機では、フォトナビシートにマークを付けて印刷の設定をして、印刷したい写真を選ぶことに 
より、かんたんに写真を印刷することができます。マークを付けたフォトナビシートを読み込む 
(スキャンする）と、選択された画像が印刷されます。 

I 印刷の準備をする 

〇 [電源]を押して電源を入れます。 ^p.i 1 
0A4 の用紙をセットします。今 P.14 
参考 

フォトナビシートを印刷するとさは、白い紙を使用してください。 

0給紙箇所を確認します。 -^P.17 
参考 

オートシートフィータ'か5給紙する場をはオートシートフィータ'ランプが点な、カセットか5給紙する場合は力 
セットランプが点なするように、[給紙切替]で設定してください。 

メモリーカードを力ードス □ ットにセットします。 P.36 

1 フォトナビシートメニューを選ぶ 

〇 [フォトナビシート]を押します。 

フォトナビシートメニューが表示されます。 

ォト ナビシート_ 

|圓 ► 國 

_フォトナビシート印刷_ 


フォトナビシートを印刷 
しますシートに必要事項 
をマークしてください 


© [◄] か [►] で〈フォトナビシート印刷〉を選び、 [0K] を押します。 

3 EP 刷する画像データの轟囲を選ぶ 

下の範囲が選べます。 

すべてを印刷： すべての画像をフォトナビシートに印刷します。 

印刷枚数を指定： 枚数を指定して印刷します。 

日付を指定： 画像の日付の範囲を指定して印刷します。 

参考 

メモリーカードに保存されている写真数によっては、日付指定画面が表示されるまで時間がかかる場合がありま 
す。 
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フオトナビシートの印刷を開始する 


参考 

37枚 J；Lb の画像を印刷する場合は、複数枚のフオトナビシートが印刷されます。 


—用紙のサイズや印刷形式を選びます。 

(-必要に応じて、日付印刷や自動写真補正など 
を選びます。^ P.27 

-すべての画像を]部ずつ印刷したいときに 
マークを 付けます。 

《マークを付けると各画像の部数にマーク 
を付けてを無効になり、すべて]部ずつ 
印刷されます。 


L 印刷したい部数を選びます（画像の下にある 
マークを 塗りつぶします)。 


印刷手順を確認し、実行します。 


給紙箇所を選択します。 


フオトナビシートををう一度、印刷します。 

《マークを つけると他の マークは すべて無 
効になります。 

5フォ トナビシートにマークを付ける 

濃い鉛筆などで塗りつぶして写真の選択や設定をします。 

悪い例 

が〇 

チェックマ-ク 線のみ うすい 


♦ 各項目で、もれがないよラに必ずマークを塗りつぶしてください。 

♦ フォトナビシートが複数枚あるとさは、それぞれのシートのマークを塗りつぶしてください。 
♦塗りつぶしたマークが薄いと読み込まれないことがあります。 


良い例 



>重要 


Cation フォトナビシート 

1,巧«の»^ 巳‘ ] てころ用巧のヴイん«み ブ 


•、【«いが»などて〇卜々 


イ、 J クリ i".'M まジ e A4 フォト度 A4 3 茫巧 


難 

20^3ひ J で 

曾鑑 

〇 〇 0 ,1/ 〇 〇 0 0 U 3 

2003. 0? C 5 2003 03 06 

誦 

2003のも 

幽画 

10.0、〇〇い 〇 〇 〇 . 

…占 03.06 が巧03 ’辛 

巧 

蘇 

Up 

國 

うだ別] 

を- 

•0-0 〇 

1〇 ,0 

IBS 

’ 号ち瓣 
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6 フォトナビシートを読み込み、写真を巧刷ずる 

〇フォトナビシートで選んだ用紙をセットします。 ^P.14 
参考 

♦フォトナビシートを使って画像を印刷する場合の用紙サイズは、 L 半 IJ、2L 半 IJ、 はがさ、 A4 を選ぶことがで 
さます。 

♦フォトナビシートの「給紙□を選択」で選んだ給紙箇所に用紙をセットしてください。 

0 [フォトナビシート]を押します。 

0 [◄] か [►] で〈シート読み取り&印刷〉を選び、 [0K] を押します。 

〇原稿台ガラスに、フォトナビシートをセットし、 [0K] を押します。 

マークを塗りつぶした面を下にして、フォトナビシートの左上隅を原稿台ガラスの左 
上隅にある矢印（原橋位置合わせマーク）に合わせます。 

フォトナビシートが読み込まれ、指定した写真が印刷されます。 


•重要 


♦液晶モニターに〈フォトナビシートの読み取りに失敗しました〉と表示された場合は、 [OK] を巧してフォ 
トナビシートにチェックマークもれびないか、またはフォトナビシートの向さや位置を確認してください。 
参塗りつぶしたマークが薄いと読み込まれないことがあります。 

♦ 印刷中にメモリーカードを抜かないでください。 

♦原稿台ガラスが巧れている場合、読み込まれないことがあります。 ^P.99 
♦フォトナビシートがミちれている場合、読み込まれないことがあります。 

参考 

♦印刷を中止するとさは、[ストップ/リセット]を巧します。 

♦ 2枚目じ(降のフォトナビシートを使用して印刷したいときは、手順已から行ってください。 

♦ フォトナビシートか5写真を印刷する前に、いったんメモリーカードを抜いてセットし直した場合、印刷が 
開始されるまで時間がかかる場合があります。 
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写真やフイルムか s の印刷の流れ 

本機では、紙焼きの写真や3日 mm フイルム（スリーブ、マウント）を読み込んで印刷すること 
ができます。フイルムは、スリーブ （6 コマずつつながった通常の現像仕上がり状態）とマウン 
卜 （1 コマずつスライド用マウントにセットした状態）の両方に対応していまず。読み込んだ写 
真にいろいろな設定をして印刷することができます。 



Step 2 、 


印刷方法を選択ずる 
• 1枚ずつ EP 刷ずる P .56) 

• 複数写真をまとめて E 口刷ずる P . 己 8) 
•絵はがきを作る （^ P . 日 9) 

• シールを作る P .60) 

• ずべての写真を EP 刷ずる P .60) 

• DVD / CD に印刷する（斗 P .6 曰） 


Step 3 1 


用紙のヴイズ-種類や補正を設定ずる 
•用紙サイズを設定する （^ P .24) 

• 用紙の種類を設定する P .24) 

•フチのあり/なしを設定する（斗 P .27) 
•顔明るく補正を設定する （^ P .28) 

• 色あせ補正を設定ずる P .28) 


Step 4 1 


設定した用紙をセツトして印刷する 


《読み込んだ写真やフィルムの画像データは本機やメモリーカードへの保存がでさません。パソコンに保存する場 
合は、パソコンから読み込んでください。詳しくは、『スキャナガイド』を参照してください。 
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写真を読み込ちラ 


紙焼きの写真を読み込む方法について説明します。 

原稿台ガラスには、 E 判や L 判は4枚、 2 L 判やはがきは2枚までセットできます。 

1 [電源]を巧して電源を入れる^ P . 11 

L 読み込む原稿の種類を選ぶ 

〇 [写真/フィルム]を押します。 


紙烧きのち真を読み込んで 
いろいろな印刷ができます 


[◄] か [►] で〈写真か 5 EP 刷〉 
を選び、 [0 K ] を巧します。 

置さ方ガイドが表示されます。 


写真を原稿台ガラスにセツトする 

〇原稿台カバーを開けます。 

0写真を原稿台ガラスにセツトします。 

写真はコピーまたはスキャンする面を下向きにして、下のように原稿台ガラスにの 
せて < ださい。 




E 判 / L 判 


2 L 判/はがき 


参考 


写真は原稿台ガラスと平行になるように、原稿台の端か5 1 0mm m 上あけてセットしてください。 

傾さ補正機能により、約1日度までの傾さは自動的に補正されます。傾さが大さすざて正しく読み込めなかっ 
た場合、プレビュー画面にを]が表示されます。写真をセットし直し、再度読み込んでください。 

写真が2枚ある場をは、写真と写真の間隔を1日あけてください。写真と写真の間隔が狭いと、 
1つの画像として読み込まれる場合があります。 

長い辺が約 1 80mm m 上の写真の傾さは補正でさません。 

約 2 已 mm 四方より小さい写真は正しく読み込むことがでさません。 

次のよラな写真は、正しく読み込めない場合があります。 

-長方形 m 外の変形した写真（いろいろな形に切り抜いた写真など） 

-全体に白い写真 

フチのある写真はフチの部分を正しく読み込めない場合があります。必要に応じてトリミングを行って印刷 
して < ださい。 


写真やフイルムか、 bs : 刷してみよう 
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4 原稿台カバーをゆっくり閉じ、 [ OK ] を巧す 

写真が読み込まれます。 

参考 

♦ 印刷が開始される前に写真を再読み込みするため、印刷が終わるまで原稿台カバーを開けたり、写真を 
原稿台ガラスから取り外さないでください。 

♦ 別の写真をセットするときは、[写真/フィルム]を巧してください。〈写真またはフィルムか5読み込 
んだ画像を削除しますか？〉と表示されたら、〈はい〉を選んで [0K] を巧し、前回の画像データを削 
除してか5、手順2か5操作してください。 


写真やフィルムか5巧刷してみよ/つ 
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フイルムを読み込もラ 

3日 mm スリーブフイルムや3曰 mm マウントフイルムを読み込む方法について説明します。 
パソコンか5フイルムをスキャンする場台ら、本機で読み込む場台と同様にセツトしてくださし、。 



3曰 mm スリーブフイルム 3曰 mm マウントフイルム 

1 [電源]を巧して電源を入れる^ P . 11 

2読み込む原稿の種類を選ぶ 

〇 [写真/フイルム]を押します。 


国 ◄国 X 

> [◄] か [►] で〈フイルム 

フィルムから印刷 1 

か 5 EP 刷〉を選び、 [0 K ] を 

1を種フィルムから写真を 

巧します。 

1読み込んで、 


1印刷ができます 

置さ方ガイドが表示されます。 


3 読み込むフイルムの種類を選ぶ 

〇 [◄] か [►] で読み込むフイルムの種類を選びます。 

下のフイルムの種類が選べます。 

カラーネガフイルム、白黒ネガフイルム、カラーポジフイルム、マウント（スライド用) 

占 ij フイルムから印刷 

国►田囚图 

_カラーネガフイルム_, 


-般のなカラー写真巧 
フィルムで、色が反転 
しています 


〇 [0 K ] を押します。 

フィルムのセット方法が表示されます。 

表示にしたがってフィルムをセットしてください。次の画面に移るには [0 K ] を押 
してください。 


写真やフイルムか、 bs : 刷してみよう 
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フイルムガイドを取りかす 



9 


シートの裏側か5、スリーブ用フイル 
ムガイドまたはマウント用フイルム 
ガイドを取り外します。 



フイルムを原稿台ガラスにセツトする 

3已 mm スリーブフイルムの場合： 



Q 


スリーブ用フイルムガイドの 
フイルムホルダーの縁を内側に 
巧しなび5 (1) 開きますに)。 


©スリーブ用フイルムガイドにフイルムのおもて面（像が正しく見える面）を下向きに 
セットします。フイルムの先端をフイルムガイドのツメの下に通し、コマとコマの間 
がフイルムガイドの白線マークに合うようにしてください。 



写罪刷してみよ5 
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^ 参考 

♦ フィルムホルダーがさちんと閉じないとさは、フィルムをフィルムガイドの溝の内側に正しくセツトし直し 
てか5閉じて < ださい。 

♦ フィルムホルダーを閉じたとさ、外側の突起すべてがフィルムガイドの溝にはまっていることを確認してく 
ださい。フイルムホルダーが浮いているときは、上か5全体を巧しつけてください。 



夕参考 

参ガイドの長さより短いフィルムをセットしたとさ、フィルムのない部分に接しているコマの画像がやや白つ 
ぽくなることがあります。この場合は、素通しの部分を黒い紙などでふさいで読み込んでください。 

♦ フイルムの画像のない箇所に管理用のシールが貼5れていると、それを画像と判断する場合があります。 


35 mm マウントフイルムの場合： 



フイルムのおもて面（像び正しく見 
える面）を下向きにし、原稿台の左 
ちの溝に合わせてスリーブ用フイ 
ルムガイドをセツトします。 



写真やフイルムか、 bs : 刷してみよう 












フィルムを、白線で示された基準位置より奥へ置くと、読み込んだとさに画像が欠けることがあります。基準位 
置より奥にはセツトしないでください。 



ここからはみ出さないよラに 
セツトする 


参考 


フィルムは左か5ちに読み込まれます。 

読み込んだ写真が液晶モニターで逆さまに表示されないよラにするために、フィルムは写真の上側が手前に 
なるようにセツトしてください。撮影したカメラの機種によってはフイルムのコマ順のとおりに読み込めな 
い場合があります。 




読み込む順番 


3曰 mm スリーブフイルム 


3曰 mm マウントフイルム 


原稿台カバーをゆっくり閉じ、 [ OK ] を巧す 

フィルムが読み込まれます。 

参考 

♦ 印刷が開始される前にフィルムを再読み込みするため、印刷が終わるまで原稿台カバーを開けたり、フィル 
ムを原稿台ガラスか5取り外さないでください。 

参正しく読み込めなかった場合は、「困ったとさには」の「フィルムのスキャンがでさない」 （P.1 日 6) を参照 
して < ださい。 

参別のフィルムをセットするとさは、[写真/フィルム]を巧してください。〈写真またはフィルムから読み込 
んだ画像を削除しますか？〉と表示された5、〈はい〉を選んで [OK] を巧し、前回の画像データを削除し 
てか5、手順2から操作してください。 


写真やフィルムか5巧刷してみよ/つ 
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かんたん写真巧刷 


写真を見なが!51枚ずつ巧刷したり、印刷部数を指定して印刷してみましょう。 


写真を見ながら印刷する一1巧ずご見て印刷 


読み込んだ写真を印刷します。 

1印刷の準備をする 

〇用紙をセットします。 ^ P .14 
0給紙箇所を確認します。 ^ P .17 
夕参考 

オートシートフィータ’から給紙する場合はオートシートフィーダランプが点な、カセットから給紙する場合は力 
セットランプが点なするように、[給紙切替]で設定してください。 

0写真 （^ P .50) かフイルム P .52) を読み込みます。 


EP 刷メニューを選ぶ 


輔 っ y".w - 一 i 

圖圏曰 □□ 

_1枚ずつ見て印刷^^ 


読み込んだ写真を1枚ずつ 
見ながら、その場で印刷も 
できます 


極 lii 31^004 



[◄] か [►] で〈1枚ずつ見て 
E |] 刷〉を選び、 [ OK ] を巧します。 

写真選択画面が表示されます。 


=►この写真を印刷 


抑則したい写真を選ぶ 

〇[ィ]か [►] で EP 刷したい写真を表示します。 

0 [カラースタート]または[モノク□スタート]を押します。 
EP 刷確認画面が表示されます。 

ぶ参考 

こんなことちでをます 

♦ 印刷する範囲を指定するートリミング今 P.42 


写真やフイルムか5印刷してみよう 
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印刷を開始ずる 


グっ 

用紙サイズ、用紙の種類、その他の印刷設定 
を確認、変更したい場合は[用紙/設定]を 
巧して<ださい。 ■^P.24 

0カラーで印刷する場合は[カラースタート]を押し、白黒で印刷する場合は[モノク 
□スタート]を押します。 

印刷が開始されます。 

^参考 

印刷を中止するとさは、[ストップ/リセット]を巧します。 



[▼] で EP 刷部数を指定します。 



写真やフィルムか5巧刷してみよ/つ 
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写真ごとに印刷枚数を指定して EP 刷できます。 

1 印刷の準備をする ^ P .5 目 

L 印刷メニユーを選ぶ 

〇 [ィ]か [►] で〈まとめて印刷〉を選び、 [0 K ] を押します。 
写真選択画面が表示されます。 

0写真ごとに印刷が数を指定する 

0 [ィ]か [►] で印刷したい写真を表示します。 


岛]まとめて印刷 001/004 



0手順〇、〇を繰り返し、印刷したい写真ごとに印而败数を指定します。 

〇にのを押します。 

印刷確認画面が表示されます。 

#参考 

こんなことちでをまず 

♦ 印刷する節囲を指定するートリミング ^P.42 

4 EP 刷を開始する 

〇印刷設定を確認します。 

設定内容を変更するときは、[用紙/設定]を押してください。 ^ P .24 

0カラーで印刷する場合は[カラースタート]を押し、白黒で印刷する場合は[モノク 
□スタート]を押します。 

写真ごとに指定した部数で印刷されます。 


写真やフイルムか、 bs : 刷してみよう 
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便利な巧刷機能を巧う 


印刷する節囲を指定するートリミング 


液晶モニターに表示されている写真のトリミング編集を行うことができます。 

操作方法については、 r メモリーカードから印刷してみよう」の 「 EP 刷する範囲を指定するートリ 
ミング」 （ P .42) を参照してください。 


いろいろな写真/フイルム®刷 


いろいろなレイアウトの写真/フイルム印刷が楽しめます。 

1 EP 刷の準備をする^ P.56 
1 印刷メニューを選ぶ 

〇 [◄] か [►] で〈いろいろな印刷〉を選び、にのを押します。 

■ 給はびをを作る一給はびを風印刷 

読み込んだ写真やフイルムから、オリジナルの絵はがきを作ることができます。 

(下の順に画面を表示します。 

写真/フイルムメニュー画面^いろいろな巧刷画面^ <繪はがを風巧刷> 

いろいろな印刷画面で〈絵はがき風印刷〉を選び、表示される案内にしたがって操作します。 

参考 

こんなことちでをまず 

♦ 印刷する範囲を指定するートリミング今 P.42 
♦ この機能を設定すると、用紙サイズは〈はがさ〉に設定されます。 

♦〈全面フチなし〉で印刷すると、画像がはがさ全体に印刷されるため、画像の周囲がわずかに欠けます。 
♦〈全面フチあり〉で印刷すると、フチの分だけ画像の周囲が欠けます。 


写罪^^^^^5^刷してみょ5 
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■ シール 紙に巧刷ず るーシール 紙巧刷 

キヤノン製シール紙を使うと、読み込んだ写真で、かんたんにシールを作ることがでさます。 
下の順に画面を表示します。 

写真/フィルムメニュー画面- ► いろいろな巧刷画面- ► <シール紙 EP 刷> 

いろいろな印刷画面で〈シール紙印刷〉を選び、表示される案内にしたがって操作します。 

参考 

こんなことちでをます 

♦ 印刷する範囲を指定するートリミング今 P.42 

♦ この機能を使うとさは、用紙をオートシートフィーダにセットしてください。 

♦ オートシートフィーダに一度にセットでさる枚数は1枚です。 

■ ずべての写真を印刷ずる一ずべてを印刷 

読み込んだ写真をすべて印刷します。 

下の順に画面を表示します。 

写真/フィルムメニュー画面^いろいろな巧刷画面^ <ずべてを EP 刷> 

いろいろな印刷画面で〈すべてを印刷〉を選び、表示される案内にしたがって操作します。 


写真やフイルムを b 印刷」てみよラ 
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DVD / CD 抑則を巧う前こ 

付属の CD - R トレイを使うことで、 DVD/CD (プリンタブルディスク）に画像を EP 刷 （ DVD / 
CDEP 刷）することがでさます。 

ここでは、 DVD / CD に印刷するための準備と、 CD - R トレイの使い方について説明します。 


用意するちの 


DVD / CD に印刷するには次のものが必要です。 


表面に D と書かれて 
います。 


位置合わせ用マーク 


CD - R トレイ 

コピーモード、メモリーカードモード、写真/フィルムモードから 8cm サイズの DVD/CD に印刷することはでさま 
せん。 8cm サイズの DVD/CD に印刷したいときは、操作ガイド（パソコン操作編）の 「DVD/CD に印刷してみよう 
(DVD/CD ダイレクトプリント)」を参照してください。 

■ DVD/CD (プリンタブルディスク） 

ラベル面がインクジエット方式のプリンタに対応した 12 cm サイズの DVD / CD を用意してくださし、。 

プリンタブルディスクとは、ふつラの DVD / CD と異なり、ラベル面に特殊な加工が施された印刷が 
可能な DVD / CD です。 

推奨の DVD / CD を使ラと、よりきれいな印刷結果を得ることができます。 

推奨する DVD / CD の情漸ま、不定期に更新されます。また、推奨品の仕様は予告なく変更されるこ 
とがあります。 

最新情報についてはキヤノンホームぺージでご確認いただけます。 canon . jp / support にアクセスし 
て < ださい。 



DVD / GDii 副」ミよ n SVD / OD 印刷) 
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DVD / CD に 0] 刷するとをの注意について 


• CD-R トレイは、本機に同姻のものをお使いください（表面に D と書かれています）。 

• インクジェット方式に対応していない DVD/CD に印刷しないでください。インクが乾かず 
DVD/CD 自体やセットする機器に支障をきたす場合があります。 

• DVD/CD の記録面には印刷しないでください。記録したデータが読めなくなることがあり 
よ9 〇 

• DVD/CD はできるだけ端を持ち、ラベル面（印刷面)、記録面に触らないでください。 

• CD-R トレイにゴミなどがある場合は、 DVD/CD をセットする前に取りのぞいてくださし、。 
そのままセットすると、 DVD/CD の記録面が傷つくことがあります。 

• DVD/CD への印刷は、データの書き込み後に行ってください。書き込みの前に印刷すると、 
指紋などの巧れやキズなどによって、書さ込みのときにエラーが発生することがあります。 

• 印刷後はドライヤーの熱や直射日光を避け、自然乾燥させてください。また、インクが乾く 
まで印刷面に触らないでください。 

• 本機の動作中に CD-R トレイを取り付けないでください。 

• DVD/CD の印刷中に CD-R トレイを取り外さないでください。破損の原因になります。 

• CD-R トレイに付いている反射板を巧したり、傷つけたりしないでください。 DVD/CD が 
セットされていることを認識できなかったり、印字位置がずれてしまう場合があります。 
CD-R トレイが巧れた場合には、反射板が傷つかないように柔らかい巧などでふいてくださ 
い。 

• DVD/CD に印刷した後は、必ず CD-R トレイガイドを閉じてください。 


CD - R トレイの取り付け 


1 CD - R トレイガイドを開く 



DVD / CD に印刷してみよラ ( DVD / CD 印刷) 
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DVD / CD をセットずる 


セツトするとさにディスクの印刷面や反射板に触5ないでください。 



CD - R トレイをセットずる 

CD-R トレイは水平にまっすぐ挿入してくださし、。 



CD-R トレイガイドの矢印 （▽) の位置より奥に CD-R トレイを巧し込まないでくださし、。 


夕参考 

CD-R トレイの取り外し方は、操作ガイド（パソコン操作編）の 「DVD/CD に印刷してみよう （DVD/CD 夕' 
イレクトプリント)」を参照してください。 


DV 5 0 D に巧刷してみよ/つ ( DVD / OD 巧刷) 
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DVD / CD のレーベル面に巧刷 
ずる 

読み込んだ写真や画像を、 DVD/CD (プリンタブルディスク）に印刷してみましよう。 

省 軍著 

8cm サイズの DVD/CD には印刷でさません。 

参考 

♦画像がずれて印刷される場合は、印刷位置を調整します。印刷位置調整については、 「DVD/CD 印刷位置調整」 
(P.83) を参照してください。 

♦不要な DVD/CD (プリンタブルディスク）にお試し印刷することをお勧めします。 


DVD / CD のレーベル面をコピーする 


既存の DVD/CD のレーベル面を、 DVD/CD (プリンタブルディスク）にコピーします。 

1 コピーの準備をする 

〇 [電源]を押して電源を入れます。 ^p.i 1 
〇 [コピー]を押します。 

名コピーメニューを選ぶ 

〇 [メニュー]を押します。 

© [◄] か [►] で 〈 DVD/CD レーベルコピー〉を選び、 [0K] を押します。 

印刷領域を指定する画面が表示されます。 

0 印刷領域を指定する 

参考 

♦外径/内径の寸法は、 DVD/CD (プリンタブルディスク）の印刷面の直径を測り、外径は計測した値よりル 
さい数値で、内径は計測した値より大さい数値を指定してください。 

♦ プリンタブルディスクの詳しい情報は、製品メーカーへお問い合わせください。 

4 印刷濃度を指定する 

^参考 

お使いのメディアが推奨品の場合は、適切な濃度で印刷するために、〈推奨品濃度〉を指定してください。推奨 
品でない場合は、〈その他濃度〉を指定してください。 

推奨品一覧は、キヤノンピクヴスホームぺージ canon.jp/pixus でご確認ください。 


DVD / CD に印刷してみよラ ( DVD / CD 印刷) 
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5 コピー元の DVD / CD を原稿台にセツトする 
^威 

コピー元の DVD/CD は、コピーする面を下向さにして原稿台ガラスの中央付近に置いてください。原稿台ガラ 
スの端に置くと画像が欠けることがあります。 

6 印刷設定を確認し、カラーコピーをする場合は[カラースタート]を}甲し、 
白黒コピーをずる場合は[モノクロスタート]を巧す 


•重要 


用紙サイズや用紙の種類などの設定、印刷部数を変更することはでさません。 

7 DVD/CD (プリンタブルディスク）をセットする 

表示される案内にしたがって DVD/CD をセットします。 

参考 

•コピーを中止するとさは、[ストップ/リセット]を巧します。 

♦印刷後はドライヤーの熱や直射日光を避け、自然乾燥させてください。また、インクが乾くまで印刷面には 
触5ないでください。 


写真/フイルム/メモリーカードか601刷する 


写真/フィルム/メモリーカードの写真を DVD/CD (プリンタブルディスク）に印刷します。 

1 印刷の準備をする 

メモリーカードか SEP 刷する場合： 

〇 メモリーカードをカードス□ツトにセツトする ^P.36 
0 [メモリーカード]を押します。 

写真か SEP 刷ずる場合： 

〇写真を読み込む^ P. 己0 

フィルムか SEP 刷する場合： 

〇フィルムを読み込む^ P. 己2 

1 EI 1 刷メニューを選ぶ 

〇 [◄] か [►] で 〈 DVD/CD 印刷〉を選び、に K] を押します。 

印刷領域を指定する画面が表示されます。 


DVD/GDii 副」ミよ n SVD/OD 印刷) 
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印刷領域を指定する 


参考 

♦外径/内径の寸法は、 DVD/CD (プリンタブルディスク）の印刷面の直径を測り、外径は計測した値よりル 
さい数値で、内径は計測した値より大さい数値を指定してください。 

♦ プリンタブルディスクの詳しい情報は、製品メーカーへお問い合わせください。 

4 印刷濃度を指定する 

参考 

お使いのメディアが推奨品の場合は、適切な濃度で印刷するために、〈推奨品濃度〉を指定してください。推奨 
品でない場合は、〈その他濃度〉を指定してください。 

推奨品一覧は、キヤノンピクヴスホームぺージ canon.jp/pixus でご確認ください。 

5 抑即したい写真を選ぶ 

^参考 

こんなことちでをまず 

♦印刷する写真を曰付で絞り込む一曰付指定（メモリーカードモードのみ） ^P.41 
♦ 印刷する範囲を指定するートリミング ^P.42 

6 EP 刷設定を確認し、[カラースタート]を巧す 


•重要 


♦ 用紙サイズや用紙の種類などの設定、印刷部数を変更することはでさません。 

♦ [モノク□スタート]を巧しても、印刷は開始されません。 

7 DVD/CD (プリンタブルディスク）をセットする 

表示される案内にしたがって DVD/CD をセットします。 

夕参考 

•コピーを中止するとさは、[ストップ/リセット]を巧します。 

♦印刷後はドライヤーの熱や直射日光を避け、自然乾燥させてください。また、インクが乾くまで印刷面には 
触らないでください。 


DVD/CD に印刷してみよラ (DVD/CD 印刷) 
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PictBridge 対応機器か 5 
印刷する 

PictBridge 対応のデジタルカメラやデジタルビデオカメラ、カメラ付き携帯電話などをお使い 
のときは、本機と PictBridge 対応機器を各社推奨の USB ケーブルで接続して、直接写真を E 口 
刷することができます。 

参考 

本機に接続でをるカメラにごいて 

♦ PictBridge は、デジタルカメラやデジタルビデオカメラ、カメラ付き携帯電話などで撮影した画像をパソコンを介 
さずに直接プリンタで印刷するための規格です。 PictBridge に対応した機器であれば、メーカーや機種を問わず、 
本機と接続して画像を印刷することがでをます。 

♦ カメラや携帯電話の液晶モニターなどで、印刷する画像の指定や、さまざまな印刷の設定を行ラことが可能です。 

参キヤノン Bubble Jet Direct 対応 （PictBridge 非対応）のデジタルカメラやデジタルビデオカメラをお使いのと 
きは、カメラ付属の専用ケーブルで本機と接続して印刷することができます。詳しくは、「キヤノン Bubble Jet 
Direct 巧応カメラから印刷する」 （P.74) を参照してください。 

* PictBridge に対応しているデジタルカメラやデジタルビデオカメラ、カメラ付き携帯電話などを総称し 

て、 PictBrid 旨 e 対応機器と呼びます。 



ベ 


PictBridge 巧応機器から 
印刷^ P .70 

* この マークが 表記されてい 
るカメラは、 PictBrid 旨 e に 
対応しています。 


キヤノン Bubble Jet 
Direct 巧応カメラか6 
印刷^ P .74 



PictBridge に関する最新情報についてはキヤノンホームぺージでご確認いただけます。 canon.jp/pictbridge 
にアクセスして<ださい。 


デジタルカメラか5直接印刷してみよう 
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PictBridge 巧応機器を接続する 


本機に Piet 目 ridge 対応機器を接続するときは、各社推奨の USB ケーブルを使用します。 


A 警告 


本機のカメラ接続部には、 PietBrid 旨 e 対応機器、キヤノン Bubble Jet Direct 対応のカメラおよび Bluetooth ユニッ 
卜 BU -20 (オプション） m 外は、接続しないでください。乂災や感電、本機の損傷の原因となる場合があります。 

夕参考 

PictBridge 対応機器を接続して印刷する場合、 PietBrid 旨 e 対応機器の電測ホ、家庭用電源をお使いになることをお勧 
めします。バッテリーをお使いになるとさは、フル充電されたバッテリーをお使いください。 

1 本機の準備をする 

本機に付属の『かんたんスタートガイド（本体設置編）』の操作にしたがって、本機を印 
刷でさるように準備してください。 

参考 

PietBrid 旨 e 対応機器の操作でプリントへッド位置を調整することはできません。プリントへッドの位置調整を 
していない場合は、「プリントヘッド位置を調整する一自動調整」 （ P .98) を参照し、プリントヘッドの位置を 
調整してください。 

1 本機の電源を入れ、用紙をセットする^ P . 11、^ P . 14 


デジタル -R メラを b 直接印刷」てみよラ 
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本機と PictBridge 巧応機器を接続する 

参考 

PictBridge 対応機器か5印刷する場合、ご使用の機器の機種により、接続する前に PictBridge 対応機器で印 
刷するモードに切り替える必要があります。また接続後、手動で電源を入れたり、再生モードにする必要があり 
ます。 

PictBridge 対応機器に付属の使用説明書を参照のラえ、接続前に必要な操作を行ってください。 


〇 PictBridge 対応機器の電源が切れていることを確認します。 



〇 PictBridge 対応機器から印刷できる状態にします。 

本機の接続が確認されると、 PictBridge 対応機器の液晶モニターに ■ UU 下のマークが 
表示されます。 

r( : PictBridge 対応機器です。^ P .70 

:キヤノン目 ubble Jet Direct 対応のカメラです。 P .74 

参考 

マークが表示されない場合は、「デジタルカメラからうまく印刷できない」 （ P .114) を参照してください。 


デジタル -R メラを b 直接印刷」てみよラ 
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PictBridge 巧応機器か 6® 刷する 


操作については、必ず Piet 目 ridge 対応機器に付属の使用説明書にしたがってください。ここで 
は、本機を使用したときに PictBridge 対応機器で設定できる用紙サイズ（ペーパーサイズ）や 
用紙タイプ（ペーパータイプ)、レイアウト、イメージオプティマイズ、曰付/画像番号（フアイ 
ル番号）印刷について説明します。 

■ カメラ側で PictBridge の印刷設定を巧認/を更ずるには 

使用する用紙サイズ（ペーパーサイズ）や用紙タイプ（ペーパータイプ）などを変更すると 
きは、 PictBridge 対応機器側の操作で PictBridge の印刷設定を開始し、設定内容を確認 
/変更してください。 

下記の設定項目は、 PictBridge 対応機器を接続しているときに本機側のメモリーカード 
モードの[用紙/設定]を押して変更することができます。ただし、用紙/設定（メモリー 
カード）画面で変更でさるのは、機器側で下記の項目を「標準設定」（本機の設定にしたが 
う選択項目）にした場合のみです。 


PictBridge 細 S 機器側の頃目 

本機側の用紙/設定画面 

用紙サイズ（ペーパーサイズ）：標準設定 

メモリーカードモードの用紙/設定画面の 
タブ1〇 © 〇で変更可能 
設定項目について^ P .27 

用紙タイプ（ペーパータイプ）：標準設定 

レイアウト：標準設定 

イメージオプティマイズ（画像補正）： 

標準設定 

メモリーカードモードの用紙/設定画面の 
タブ2で変更可能 
設定項目について^ P .28 


説明している頃目について 

円 ctBridge 対応機器によっては、説明している項目が設定できない場合があります。設定 
できない項目については、本機の設定にしたがって印刷されます。 

《説明に使用している名称は、キヤノン製 PietBrid 旨 e 対応機器を使用したときに表示される名称を例に説明して 
います。 PictBridge 対応機器により設定項目の名称は異なる場合びあります。 
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■ E |] 刷でをる画像データについて 

本機で印刷できる画像データは、 DCF 規格のデジタルカメラで撮影した画像データ*、または PNG 
テータです。 

* Exif 2.21 に対応しています。 

■ 「用紙ヴイズ J ( r ペーパーヴイズ J ) / r 用紙タイプ J ( r ペーパータイプ J ) について 

「標準設定」（本機の設定にしたがラ選択項目）を選んだとさには、本機側のメモリーカードモードで 
設定している〈用紙サイズ〉〈用紙の種類〉で印刷されます。 

《プ□フェツシヨナルフォトぺーパーに印刷するときは PictBridge 対応機器側で「用紙タイプ」（または「ペー 
パータイプ」） を r 高級フォト」に、スーパーフォトペーパーに印刷するとさは「用紙タイプ」（または「ペー 
パータイプ」）を「フォト」に設定してください。 

「用紙サイズ」（または「ペーパーサイズ」）と「用紙タイプ」（または「ペーパータイプ」）の設定で、 
本機にセツトできるのは！;!下の用紙です。 


r 用紙サイズ J ( r ぺーパー 
サイズ])の設定 

r 用紙タイプ J ( r ペーパー 
タイプ J ) の設定 

本機にセットする用紙 

L 判 

フオト 

スーパーフォトペーパー SP -1 日1 L 

スーパーフォトぺーパー • シルキー SG -101 L 

エコノミーフォトペーパー EC -101 L 

エコノミーフォトペーパー EC -201 L 

高級フォト 

プ□フェッシヨナルフォトペーパー PR-im L 

2 L 判 

フオト 

スーパーフォトペーパー SP -1 日1 2 L 

スーパーフォトぺーパー • シルキー SG -1012 L 

エコノミーフォトペーパー EC -1 日1 2 L 

高級フォト 

プ□フェッシヨナルフォトペーパー PR -1012 L 

はがを* 3 

フオト 

フォト光ミ尺八ガキ KH -201 N 

ピクヴスプチシール PS -101*2 

ピクヴスプチシール•フリーカット PS -201*2 

フォトシールセット PSHRS *2 

高級フォト 

プ□フェッシヨナルフォトはがさ PH -101 

力ード 

フオト 

エコノミーフォトペーパー EC -101 力ード 

巧切 

高級フォト 

プ□フェッシヨナルフォトぺーパー PR -1 01六切 

8.9 X 25.4 cm *1 

フオト 

スーパーフォトペーパー SP -1 日1パノラマ 

A 4 *3 *4 

フオト 

スーパーフォトペーパー SP -1 日1 A 4 

スーパーフォトぺーパー • シルキー SG -101 A 4 

キヤノン光ミ尺紙 GP -401 A 4 

高級フォト 

プ□フェッシヨナルフォトペーパー PR -1 日1 A 4 


*1 パノラマサイズです。キヤノン製 PictBridge 対応機器のみ設定でさます（機種によっては設定でさない場合が 
あ0ます)。 

*2 専用のシール紙です。シール紙に印刷する場合は r 用紙サイズ」（または r ペーパーサイズ」）で「はがさ」を設 
定します。 

*3 r 用紙サイズ」（または r ペーパーサイズ」）で「はがさ」または 「 A 4」 を選択したとさは、「用紙タイプ」（また 
は r ペーパータイプ」）で r 普通紙」を選択することができます。また、「用紙タイプ」（または r ペーパータイ 
プ」）で「普通紙」が選択されていると「レイアウト」で「フチなし」を選んでもフチありで印刷されます。 

*4 r 用紙サイズ」（または r ぺーパーサイズ」）で rA 4 j を選択したときは、写真を4面に配置して印刷すること 
がでさます。 
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■ r レイアウト j / r トリミング j について 

「標準設定」（本機の設定にしたがラ選択項目）を選んだとさには、本機側のメモリーカードモードの 
〈フチ指定〉の設定にしたがって印刷されます。「トリミング」は PictBridge 対応機器側の設定にし 
たがいます。 

シール紙に EP 刷ずる場合 

ピクヴスプチシール PS-1 日1 (1 目面)、ピクヴスプチシール•フリーカット PS-201、 フオトシー 
ルセット PSHRS に面、4面、9面、1目面）に印刷するときは、下のように設定してください。 

〇給紙先をオートシートフィーダに切り替えます。 ^ P .19 

シール紙は、必ず才ートシートフィータにセットしてください。 

〇「用紙サイズ（ペーパーサイズ）：はがき」「用紙タイプ（ペーパータイプ）：フオト」 
に設定します。 

©「レイアウト」から「複数画像」を選び、印刷するシール紙の面数に合わせて「2」 （2 
面)、「4」 （4 面)、「9」 （9 面)、「16」 （16 面）を設定します。 

* ご使用の PictBridge 対応機器により、「レイアウト」を選んだときに、選択項目として「2面配 
置」「4面配置」「9面配置」「1目面配置」と表示されることがあります。印刷するシール紙の面数 
に合わせて設定してください。 

* 円 ctBrid 呂目対応機器側でに面」「4面」「9面」「1目面」に該当する選択項目がない場合は、専 
用のシール紙に印刷することはできません。 

* シール紙に印刷するときは、「レイアウト」で「フチなし」を設定しないでください。 

■ 「イメージオプティマイズ（画像補正) J について 

「標準設定」（本機の設定にしたがラ選択項目）を選んだとさに本機側のメモリーカードモードの用紙 
/設定画面のタブ2の設定にしたがって印刷されます。各設定については、 r 各タブの設定項目」 （P.2 己) 
を参照してください。また、キヤノン製円 ctBridge 対応機器をご使用の場合は、 「VIVID」「NR」 
「VIVID+NR」 「顔明るく」が設定できます（機種によっては設定できない場合があります）。 

《 「VIVID」 は、緑や青色をより鮮やかに印刷します。 

「NR」 は、「ノイズリダクション」の略で、空などの青い部分や、暗い部分のノイズを除去します。 
「VIVID+NR」 は、 「VIVID」 と 「NR」 の両方を設定します。 
r 顔明るく」は、逆光画像を補正して印刷します。 

■ 「曰付/画像番号（ファイル番号） EP 刷 J について 

本機側では変更でさません。 PictBridge 対応機器側の設定にしたがいます。 

《 PictBridge 対応機器側で、撮影するとさに曰付を写し込む機能が設定されているとさには、「切」に設定して 
ください。「曰付」、 r 画像番号」（または「ファイル」）、「両方」に設定すると、曰付や画像番号（ファイル番号) 
と重なって印刷されます。 

■ その他の設定について 

キヤノン製 PictBridge 対応機器をご使用の場合は、下の印刷機能をお使いいただけます（機種に 
よっては設定できない場合があります）。各機能の設定については、ご使用のキヤノン製 PictBridge 
対応機器の使用説明書を参照してください。 

•撮影情報印刷 

撮影時の Exif 情報を、一覧や指定した写真の余白に印刷できます。 

「レイアウト」を選び、。マーク」が表示されている選択項目を選んでください。 

• 3 己 mm フィルムサイズ（ベタ焼さサイズ）印刷 

選択した写真やインデックス指定した写真を、3日 mm フィルムサイズ（ベタ焼きサイズ）で印刷する 
ことがでさます。 

「レイアウト」を選び、「フィルムマーク」が表示されている選択項目を選んでください。 
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参考 

参印刷中は接続ケーブルを絶巧に抜かないで<ださい。 

また、 PictBridge 対応機器と本機のケーブルを取り外すときは、 PictBridge 対応機器に付属の使用説明書にした 
がって < ださい。 

♦ PictBridge 対応機器の操作で、政下の機能は使用できません。 

-印刷品質の設定 
•メンテナンス機能 
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キヤノン Bubble Jet Direct 巧 
応カメラか SEP 刷ずる 

キヤノン Bubble Jet Direct 対応デジタルカメラまたはデジタルビデオカメラ （ PictBrid 呂目非 
対応機種）か SEP 刷できる用紙、 EP 刷のしかたについて説明します。 

夕参考 

♦ 本機に対応のデジタルカメラを接続するとさは、カメラに付属の USB ケーブル（パソコン接続用）を使用します。 
接続のしかたについては、 rPictBrid 旨 e 対応機器か5印刷する」の 「 PictBridge 対応機器を接続する」 （ P .68) を 
参照してください。 

♦ キヤノン Bubble Jet Direct 対応のデジタルカメラやデジタルビデオカメラの機種については、『操作ガイド（パソ 
コン操作編)』の「仕様」を参照してください。 


タイレクト印刷に巧用でをる用紙について 


使用できる用紙は、キヤノン製の下の専用紙です。 


デジタルカメラの用紙（ペーパー）設定 

本機にセツトする用紙 

L 判 

スーパーフオトペーパー SP -1 日1 L 

プ□フェツシヨナルフォトペーパー PR -1 日1 L 

スーパーフォトぺーパー * シルキー SG -101 L 

エコノミーフオトペーパー EC -101 L 

エコノミーフオトペーパー EC -201 L 

2 L 判 

スーパーフオトペーパー SP -1 日1 2 L 

プ□フェツシヨナルフォトペーパー PR -1012 L 

スーパーフォトぺーパー • シルキー SG -1012 L 

エコノミーフオトペーパー EC -1012 L 

はがを 

プ□フェツシヨナルフォトはがさ PH -101 

A 4 

スーパーフオトペーパー SP -1 日 1 A 4 

プ□フェツシヨナルフォトペーパー PR -101 A 4 

スーパーフォトぺーパー • シルキー SG - 101 A 4 

キヤノン光ミ尺紙 GP -401 A 4 

力ード 

エコノミーフォトペーパー EC -101 力ード 
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デジタルカメラまたはデジタルビデオカメラか SEP 刷を開始ずる 


本機とカメラを接続後、印刷を開始するときには、 ■ UU 下の操作にしたがってください。 

* デジタルカメラの操作については、デジタルカメラに付属の使用説明書を参照してください。 
印刷時の エラー 表示と対処方法については、「デジタルカメラからうまく印刷でさない」 
( P .114) を参照してください。 

* デジタルビデオカメラの操作、印刷時のエラー表示と対処方法については、デジタルビデオカ 
メラに付属の使用説明書を参照してください。 

〇デジタルカメラの再生モードで、印刷したい画像を表示します。 

再生モードに切り替わらないときは、デジタルカメラに付属の使用説明書にしたがっ 
て再生モードに切り替えてください。 

正しく接続されると、カメラの液晶モニターに if が表示されます。 

〇デジタルカメラのに ET ] ボタンを押すと、デジタルカメラの液晶モニターに[プリ 
ント設定]画面が表示されます。 

〇 [スタイル]を選び、用紙サイズ（ぺーパー)、フチのあり/なし、日付印刷のオン/ 
オフなどを指定します。 

〇スタイルを設定後、印刷枚数を指定して[プリント]を選び、デジタルカメラの 
に ET ] ボタンを押します。 

参考 

♦ デジタルカメラの操作で、 m 下の印刷がでさます。 

.シングル再生またはインデックス再生中の画像をスタンダードプリントでさます。 

•DPOF のプリント設定で、写真に設定した枚数を印刷したり、インデックスプリントすることがでさます。 

* DCF 規格のデジタルカメラで撮影した画像データ m 外は、インデックスプリントでをない場合があります。 

- Exit 2.2 じ(上に対応したデジタルカメラで撮影した画像は、 ExifPrint 機能で自動的に補正します。 

•デジタルカメラで曰付指定を有効にしている写真（インデックスプリントを除く）は、曰付付さで印刷されます。 

-デジタルカメラで撮影した画像は、用紙サイズに合わせて自動的に拡大/縮ルして印刷します。 

♦ デジタルカメラの操作で、 m 下の機能は使用でさません。 

-印刷品質の設定 
•メンテナンス機能 

♦ デジタルカメラと本機のケーブルを取り外すとさは、 m 下の操作にしたがってください。 

① 本機側のケーブルを取り外す 

② デジタルカメラの電源を切る 

③ デジタルカメラ側のケーブルを取り外す 

ケーブルを取り外すときは、必ずコネクタの側面を持って取り外してください。 
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ワイヤレス通信が応機器か5 EP 刷する 

本機は、携帯電話か5赤外線通信を利用してワイヤレスで手軽に写真を EP 刷することができます。 
またオプションの Bluetooth ユニット BU -20 を使用すると、 Bluetooth 通信機能がある携帯 
電話か5ワイヤレスで印刷することができます。 

■ ホか線通信で EP 刷ずるとをは 

印刷する用紙やレイアウトを設定する^下記参照 
赤外線通信で印刷する^ P .78 

■ 巳 luetooth 通信で EP 刷ずるとまは 

印刷する用紙やレイアウトを設定する^下記参照 
Bluetooth 通信で EP 刷する^ P .79 


印刷する用紙やレイアウトを設定する 


赤外線通信や Bluetooth 通信を利用して携帯電話から写真を印刷するときは、〈ワイヤレス印刷 
設定〉で用紙サイズや用紙の種類、レイアウトなどを設定します。目 luetooth 通信を利用してパ 
ソコンから印刷する方法については、 『Bluetooth ユーザーズガイド』を参照してください。 

* お買い上げ時か5何も設定を変更していない場合は、スーパーフォトぺーパー SP -1 OIL に、フチなしで印刷する設 
定になっています。 

■ ワイヤレス巧刷設定画面の表示と設定の操作について 
1 [電源]を 巧して 電源を入れる^ P . 11 

1 ワイヤレス EI 1 刷設定画面を表示する 

〇 [メニュー]を押します。 

© [◄] か [►] で〈メンテナンス/各設定〉を選び、 [0K] を押します。 

0 [◄] か [►] で〈各設定〉を選び、にに]を押します。 

〇 [▲] か [▼] で 〈ワイヤレス印刷設定〉を選び、にのを押します。 

ワイヤレス印刷設定画面が表示されます。 

i 設定を確認/変更する 

〇 [▲] か [▼] で設定する項目に カーソルを 合わせます。 

© [◄] か [►] で選択項目を表示します。 

0必要な項目を設定後、にのを押します。 

設定した内容で、携帯電話の写真を印刷でさます。 
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■各設定頃目について 


ワイヤレス印刷設定 


ィ」 L 判 4— 〇 

ス ー/ X — フォト _0 

携帯画像な正 OFF ——〇 



〇携帯電話の写真を印刷するとさの用紙サイズを設定でさます。 

0携帯電話の写真を印刷するとさの用紙の種類を設定でさます。 

ぷ参% 

携帯電話の写真を印刷するとさの用紙サイズと用紙の種類については、「本機で使用でさる用紙の種類」 
(P.14) を参照してください。 

〇〈携帯画像補正 ON〉 を選ぶと、輪郭のギザギザをなめ5かにして印刷でさます。 

〇携帯電話の写真を印刷するとさ、用紙にをわせてレイアウトを設定でをます。 

♦ シール紙に印刷 

16面シール、9面シール、4面シール、2面シール、フリーカットシール1、フリーカットシール2、フ 
リーカットシール3、フリーカットシール4 
♦ シール紙 m 外に印刷 
フチあり：1/2/4/8面 
フチなし：1/2/4/8面 

ミックス：ミックス1、ミックス2、ミックス3 

参考 

〈ミックス1〉、〈ミックス2〉、〈ミックス3〉は用紙サイズが〈レターサイズ〉または <A4> に設定されてい 
るとさのみ選べます。 


夕参考 

シール紙に印刷するには 

キヤノン専用のシール紙で印刷するとさは、 j；rF のよラに設定してください。 


用紙のち顿 

用紙サイズ 

用紙の 種類 

レイアウト 

ピクヴスプチシール PS-101 

シール紙 

スーパーフオト 

16面シール 

ピクヴスプチシール•フリー 
カット PS-201 

シール紙 

スーパーフオト 

フリーカットシール1、フリー 
カットシール2、フリーカット 
シール3、フリーカットシール4 

フオトシールセット PSHRS 

シール紙 

スーパーフオト 

印刷するシールに合わせて 

2面シール/4面シール/9面 
シール/16面シール 
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ホか線通信で印刷する 


携帯電話の写真を赤外線通信で印刷でさます。 

赤外線通信で印刷を行う場合は、ご使用の携帯電話の使用説明書も参照してください。 

1 印刷の準備をする 

〇 [電源]を押して電源を入れます。 ^ p.ii 
0用紙をセットします。 ^ P .14 
0 給紙箇所を確認します。^ P . 17 

I 抑則する用紙やレイアウトを設定する^ P .76 

0ホか線通信を開始する 

〇携帯電話の赤外線ポートを、本機の赤外線ポートと 20 cm 内の距離で正面に向さ 
合うように置きます。 

夕参考 

本機の赤外線ポートの有効角度は、左ち、上下共に中/こ X 軸に巧して約 1 日度です。ただし、通信相手となる携 
帯電話によっては、本機との通信巧能な距離が異なります。携帯電話に付属の使用説明書で確認してください。 



〇印刷したい写真を選択し、携帯電話の赤外線ファイル転送機能で、データを本機に送 
信します。 

データの送信が終了すると、印刷が開始されます。 


つ V ヤレ K 誓で印刷」てみよう 
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参考 

♦ 携帯電話か5赤外線通信で正しく印刷を行うためには、 ！；>( 下の条件を満たしている必要があります。 

•対応機種： IrDA ポートを搭載し、赤外線通信による画像データ転送に対応した携帯電話 
動作確認済みの携帯電話については、キヤノンピクヴスホームページ canon.jp/support でご確認ください。 
•印刷可能なデータ：携帯電話のカメラで撮影した画像 
♦ 携帯電話か5印刷する操作については、携帯電話に付属の使用説明書を参照して<ださい。 

♦ 本機の赤外線ポートと携帯電話の赤外線ポートの間に物などを置いて遮断しないでください。送受信がでさなくなり 
ん苗 0 

♦ データを受信中は、本機と赤外線通信の接続を切5ないように注意してください。もし切れてしまった場合は、もう 
一度携帯電話か5データを送信してください。 

♦ ご使用の機種により、赤外線による転送容量に制限があるため、最高画質での印刷がでさないことがあります。 

♦ 印刷して画像が粗くなるときは、名刺サイズやカードサイズ、シール紙などの小さいサイズの用紙で印刷することを 
お勧めします。 

送信でをるデータについて 

♦ 携帯電話のセキュリティ設定のため、ダウン□ードしたコンテンツや、メールに添付された URL からダウン□ード 
した写真等は印刷でさません。 

♦ 動画は印刷でをません。 

♦ 画像の大ささによって送信を開始してか5印刷が開始されるまで時間がかかることがあります。 

♦ ご使用の機種により、メモリーカードに保存したデータは印刷でさないことがあります。 

♦ 印刷される画像の品位と印刷される向を（縦または横）は、撮影した画像サイズによって自動的に設定されます。 

♦ 携帯電話で撮影した画像のサイズによっては、フチなしで印刷すると左ちと上下の画像が切れたり、フチありで印刷 
すると左ち上下のを白の大ささが変わることがあります。 


Bluetooth 通信で巧刷する 


ここではオプションの目 luetooth ユニット目 U -20 を使って、携帯電話などの目 luetooth 対応 
機器から写真を印刷する操作手順について説明します。 

パソコンから印刷する方法については、 『Bluetooth ユーザーズガイド』を参照してください。 

ぶ参考 

0PP (Object Push Profile ) または BIP (Basic Imagin 旨 Profile) のプ□ファイルに対応している携帯電話か 5 印 
刷でさます。 

ご使用の携帯電話び対応しているプ□ファイルについては、ご使用の携帯電話に付属の使用説明書を参照してくださし、。 

■ Bluetooth 通信で印刷ずる 

携帯電話から目 luetooth 通信で印刷を行うときは、ご使用の携帯電話の使用説明書もあわ 
せて参照してください。 

1 印刷の準備をする 

〇 [電源]を押して電源を入れます。 ^ p.ii 
©用紙をセットします。 ^ P .14 
〇給紙箇所を確認します。^ P . 17 


つVヤレ K 誓で印刷してみよラ 
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2 Bluetooth ユニットを巧り付ける 

本機のカメラ接続部に Bluetooth ユニットを差し込みます。 



3 EP 刷する用紙やレイアウトを設定ずる^ P.76 
4 携帯電話か5印刷を開始する 

•機種名を選択する場合は、本機の初期設定 「Canon MP 800-1」を選んでください。 
•パスキーの入力を求められた場合は、初期設定「0000」を入力してください。 

機種名やパスキーなどの設定は、本機の目 luetooth 設定画面で変更できます。 -^ P .81 
夕参考 

♦通信距離は約1日 m ですが、 J^TF の状況によって変化する場合があります。また、 J^TF の状況により、印刷 
速度が変化する場合があります。 

-通信機器間の障害物や電波状況 
-磁場、静電気、電波障害の発生する場所 
-通信する機器の受信感度、アンテナ性能 

♦送信でさるデータについては r 送信でさるデータについて」 （P.79) を参照してください。 


つVヤレ K 誓で印刷」てみよう 
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■ Bluetooth 通信の設定ををちずる一 Bluetooth 設定 

機種名やパスキーなどの Bluetooth 通信の設定を変更できます。 

1 [電源]を巧して電源を入れる^ P . 11 

2 Bluetooth ユニットを巧り付ける 

3 Bluetooth 設定画面を表巧ずる 

〇 [メニュー]を押します。 

© [◄] か [►] で〈メンテナンス/各設定〉を選び、にのを押します。 

© [◄] か [►] で〈各設定〉を選び、にのを押します。 

〇 [▲] か [▼] で 〈 Bluetooth 設定〉を選び、にのを押します。 

4 設定を確認/変更する 

〇 [▲] か [▼] で設定する項目に カーソルを 合わせます。 

©[▲][▼][◄][►] のいずれかで選択項目を選びます。 

0必要な項目を設定したあと、 [0 K ] を押します。 

画る設定項目について 

• 〈機種名選択〉： Bluetooth 対応機器に表示される本機の機種名を設定できます。 

ここで 〈MP8 日日-2〉に設定すると、目 luetooth 対応機器に表示される本機の機 
種名び rCanon MP8 日日-2」となります。初期設定は 〈MP8 日日-1〉です。 
•〈アクセス拒否設定〉：〈する〉に設定すると、目 luetooth 対応機器から本機を検索でき 

なくなります。 

•〈セキュリティ設定〉：〈有効〉に設定すると、パスキーを設定できます。パスキーを設 

定することで、他の目 luetooth 対応機器からの不正な使用を防 
ぐことがでさます。 

参〈パスキー変更〉： パスキーを変更できます。パスキーとは、他の目 luetooth 対応 

機器からの不正な使用を防ぐために設定する暗証番号です。 
初期設定は〈0000〉です。 

パスキーを変更すると、今まで印刷できていた Bluetooth 対応機器でパスキーの 
入力が求め5れる場合があります。その場合は、変更したパスキーを入力してく 
ださい。 


ワイヤレス通信で巧刷してみよう 
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本機の設定を巧ちずる 


ここでは、コピーフチはみ出し量を設定する操作を例に、各設定画面の設定変更の手順について 
説明します。 


[電源]を巧して電源を入れる ^ p.l 
[メニユ ー] を巧す 
各設定画面を表巧させる 

-1J コピーメニュー ^ r 

.1 ，俯 平ぃ 


メンテナンス/各設 


本機のを設定や 
お手入れができます 


[◄] か [►] で〈メンテナンス/各設定〉 
を選び、 [0K] を巧します。 

メンテナンス/各設定画面が表示されます。 


メンテナンス/を設定 



圆ィ i 園 


本機のを設定を行います 
ワイヤレス印刷設定を 
ここで行います 


ワイヤレス印刷設定 
Bluetooth 設定 
テの他の設定 
言語選巧 
設定リセット 


[イ]か [►] で〈各設定〉を選び、 [0K] 
を巧します。 

各設定画面が表示されます。 



^-1 

1- 

[▲] か [▼] で設定する項目を選び、にの 


を巧します。 

1 

例：〈印刷設定〉を選びます。 

1 

■ 

選択した項目の設定画面が表示されます。 


サイレント設定 
印刷面こすれ改善 
f コピーフチはみ出し量 
DVD / CD 印刷位置調堅 


[▲] か [▼] でメニューを選び、 [0K] を 
巧します。 

例：〈コピーフチはみ出し量〉を選びます。 


本機の設定について 
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設定を変更ずる 


画サイレント設定 

夜間など、印刷するときの動作音が気になるときに、印刷時の動作音をおさえます。 

ム_ 

♦サイレント設定を〈しない〉にしたとさに比べ、印刷速度が低下する場合があります。 
♦ 印刷品位の設定によっては、効果が少ない場合があります。 

また、準備動作時の音などは、通常の音と変わりません。 

■印刷面こすれ改善 

印刷面がこすれてしまった場合のみ設定します。 

ム_ 

画質び低下する場合びあるので、印刷終了後は〈しない〉に戻してください。 

■コピーフチはみ出し量 

フチなし全面印刷のとき、はみ出し量を設定します。 

参考 

♦コピーモード、写真/フィルムモードを選んだとをのみ、設定が有効になります。 
♦〈はみ出し量大〉に設定すると、画像の周囲の欠ける量が大さくなります。 

■ DVD / CD 印刷位置調整 

DVD / CD に画像がずれて EP 刷されるときに、印刷位置を調整します。 

印刷位置は、 -0.9 mm から +0.9 mm の間で日. 1 mm 刻みで調整できます。 


はみ出し量 


[▲] か [▼] で設定項目を選び、にのを 
押します。 

例：〈はみ出し量ル〉を選びます。 


はみ出し 


本機の設定について 
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ワイヤレス印刷設定 


詳しくは、「印刷する用紙やレイアウトを設定する」 （ P .76) を参照してください。 

■ 用紙サイズ 

携帯電話の写真を印刷するとさの用紙サイズを設定します。 

■ 用紙の種類 

携帯電話の写真を印刷するとさの用紙の種類を設定します。 

■ 携帯画像巧正 

〈携帯画像補正日 N 〉 を選ぶと、輪郭のギザギザをなめらかにして印刷でさます。 

■ レイアウト 

携帯電話の写真を印刷するとき、用紙に合わせてレイアウトを設定します。 

参考 

〈ミックス1〉、〈ミックス2〉、〈ミックス3〉は用紙サイズが〈レターサイズ〉または <A4> に設定されている 
とさのみ選べます。 


Bluetooth 設定 


詳しくは、 「 Bluetooth 通信の設定を変更する一 Bluetooth 設定」 （ P .81) を参照してくださし、。 

■ 機種ち選択 

巨 luetooth 対応機器に表示される本機の機種名を設定できます。 

■ アクセス拒否設定 

〈する〉に設定すると、 Bluetooth 対応機器から本機へ通信接続ができなくなります。 

■七キユ! J テイ設定 

〈有効〉に設定すると、パスキーを設定でさます。 

■パスキー変更 

パスキーを変更でさます。 


本機霞畫について 


84 






■ 日付表示お式 

印刷する撮影曰の曰付の並び順を変更します。 

参考 

♦ 用紙/設定（メモリーカード）画面のタブ1で〈日付画像番号〉を〈日付のみ印刷〉または〈日付+画像番 
号印刷〉に設定しているとさは、選択した曰付の並び順で撮影曰が印字されます。印刷設定については、「用 
紙/設定画面を変更する」 （P.24) を参照してください。 

♦ DPOF 印刷するとき、撮影曰の曰付の並び順は DPOF の設定にしたがって印刷されます。 

■力ード書を込み状態 

パソコンからメモリーカードに書き込みできるよラにするか選びます。 

At 

〈書き込み可能〉に設定した場合は、力ードダイレクト印刷ができなくなります。メモリーカード専用ドライブ 
の操作を終了後、必ず同様の操作で〈書さ込み禁止〉に戻してください。 

■パヮーセーブ設定 

パワーセーブが開始される時間を設定します。 

〈己分〉、〈1日分〉、〈1時間〉、または〈8時間〉を選ぶことができます。初期設定は〈1時間〉です。 

■コントラスト調整 

液晶モニターのコントラストが濃すざたり、薄すざる場合に調整します。 

■スライドシヨー設定 

スライドショーで表示する写真の画質を設定します。 

参考 

〈画質標準〉に設定すると已秒間隔で表示され、〈画質されい〉に設定した場合は、画像の解像度により次の画 
像表示までの時間が異なります。 


言語選択 


液晶モニターに表示する言語を変更します。 


:設定リセット 


表示する言語、プリントヘッドの位置外の設定を、ご購入時の設定に戻すことがでさます。 


：用紙設定巧を 


用紙/設定画面の設定を保存します。 


:用紙設定巧出 


本機の設定について 


保存した用紙/設定画面の設定を呼び出します。 
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インクタンクランプの表示によって、インクタンクの状態を確認することができます。本機のス 
キヤナユニット（プリンタカバー）を開けてインクタンクランプを確認してください。 


インクが残り少ない場合： 


インクタンクランプがゆっくり点滅（約3秒間隔）します。 
新しいインクタンクをご用意ください。 


インクがなくなった場合： 


インクタンクランプがはやく点滅（約1秒間隔）します。 
新しいインクタンクに交換してください。 


《液晶モニターにエラーメッセージが表示されている場合は、インクタン 
クにエラーが発生し、印刷でさない状態です。「液晶モニターにエラー 
メッセージが表示されている」 （P.1 日 3) を参照してください。 


インクタンクを交換する 


インクがなくなったときは、インクタンクを交換してください。インクタンクの型番や取り付け 
位置を間違えると印刷できません。本機では、下のインクタンクを使用しています。 


ブラック： 目 CI -9 目 K 


ブラック： BCI -7 eBK 


す 

BCI-9BK 

下 


マゼンタ： 目 CI -7 eM 




シアン： 


BCI -7 eC 


イエロー： 


BCI -7 eY 


夕参考 


インクを取り付ける際は、インクの並び順を間違えないよラ、インクラベルをよくご確認ください。インクの並び 
は、左か5ブラック^、ブラック 因、 イエ□-[>6|、マゼンタ^、シアン [2 己です。 

インクが残っているのに印刷がかすれたり、白すじが入る場合は、「印刷にかすれやむ5があるとさは」 （P .93) を 
参照してください。 



インク残量をお認する 


お手入れ 
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インクびなくなった 
インクタンク 


♦ 印刷が完了していない場合は、インクタンクを取り付けたまま本機の [0K ] を巧す 
と、インク切れの状態で印刷を続行することがでさます。印刷が終了した5すぐに新 
しいインクタンクに交換してください。インク切れの状態で印刷を続けると、故障の 
原因となるおそれがあります。 

《インクタンクを外すと印刷を続けることができません。インクタンクは取り付けた 
まま [0 K] を巧してください。 

♦ [ストップ/リセット]を巧すと、印刷を中止します。新しいインクタンクと交換して 
<ださい。 


インクタンクのインクがなくなったときは、次の手順でインクタンクを父換します。 

インクの取り扱いについて 

♦ 最適な印刷品質を保つため、キヤノン製の指定インクタンクのご使用をお勧めします。 

また、インクのみの詰め替えはお勧めでさません。 

♦ インクタンクの交換はすみやかに行い、インクタンクを取り外した状態で放置しないでください。 

♦ 交換用インクタンクは新品のものを装着してください。インクを消耗しているものを装着すると、ノズルがつまる原 
因になります。また、インク交換時期を正しくお知5せでさません。 

♦ 最適な印刷品質を保つため、インクタンクは個包箱に記載されている r 推奨取り付け期限」までに本機に取り付けて 
ください。また、開封後6ヶ月じ(内に使い切るよラにしてください（本機に取り付けた年月曰を、控えておくことを 
お勧めします)。 

♦ 黒のみの夕書やグレースケール印刷を指定した場合でも、各色のインクが使われる可能性があります。 

また、本機の性能を維持するために行ラクリーニングや強カクリーニングでも、各色のインクが使われます。 
インクがなくなった場合は、すみやかに新しいインクタンクに交換してください。 


液晶モニターで、なくなったインクを確認し、新しいインクタンクに交換してください。 
インクが残り少ない場合：山が表示されます。 

印刷を開始したとさに、液晶モニターにメッセージが表示されます。 

新しいインクタンクをご用意ください。 

♦ 印刷を続行するときは、〈はい〉を選び [0K] を巧します。 

♦ 〈いいえ〉を選び [0K] を巧すと、印刷を中止します。 


インクび少なくなった 
-(シンクタンク 

インクがなくなった場合：©が表示されます。 



交換の操作 


J— 



お手入れ 
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スキヤナユニット（プリンタカバー)と)巧紙トレイを開く 



J 非紙トレイび自動で開かないとさは、 
J 非紙トレイオープンボタンを巧して 
排紙トレイを開きます。 


I 本機の電源び入っていることを確認しま 

r ： _ 


0 - 

スキャナユニット（プリンタカバー）を 

止まるまで持ち上げます。 

プリントへッドが交換位置まで移動すると、自 
動的に排紙トレイが開きます。 


\ a 注意 I 

液晶モニターを持たないでください。 


•重要 


スキャナユニット（プリンタカバー）を1日分間じ(上開けたままにすると、プリントヘッドがち側へ移動しま 
す。その場合は、いったんスキャナユニット（プリンタカバー）を閉じ、開け直してください。 


CD - R トレイガイドを開く 



\ A を意 I 

• ホルダを手で止めたり、無理に動かしたりしないでください。 
♦ 本体内部の金属部分に触れないでください。 









インクタンクランプがはやく点滅しているインクタンクを取りかす 



インクタンクを準備する 


プリントへッドの固定レバーには触！5な 
いよ5にして < ださい。 


インクタンクの固定つまみを巧し、イン 
クタンクを上に持ち上げて外します。 


♦衣服や周囲をミちさないよう、インクタンクの 
取り扱いには注意してください。 

♦ キヤノンは、使用済みインクカートリッジの 
回収を推進しています。詳しくは、「使用済 
みインクカートリッジ回収のお願し、」 
(P.92) を参照してください。 


夕参考 


一度に複数のインクタンクを外さず、1つずつ 
交換してください。 


a 


新しいインクタンクを袋か5出し、 
オレンジ色のテープ （ A ) を矢 EP の 
方向に引き、空気穴 （ C ) に保護フイ 
ルムび残5ないようにきれいには 
びします。 


続けて、包装 （ B ) をはびします。 




インクタンクの底部にあるオレンジ 
色の保護キャップを、図のようにひ 
ねって取り外します。 

取り外した保護キヤップはすぐに捨てて 
<ださい。 



インクタンクの基板部分 
には触5ないでくださし、。 
正常に動作/印刷でさな 
<なるおそれがあります。 


指にインクび付着しないように、 
キヤップを抑えなび！5取り外します。 
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•重要 


♦ あ服や周囲をミちさないよラ、インクタンクの包装は手順どおりにはがしてください。 

• インクが飛び出すことがありますので、インクタンクの側面は強く巧さないでください。 

♦取りがした保護キャップは、再装着しないでください。地域の条例にしたがって処分してください。 

♦保護キャップを取り外したあと、インク出□に手を触れないでくださし、インクが正しく供給されなくなる 
場をがあります。 

♦ 取りがした保護キャップに付いているインクで、手やまわりのちのをミちす恐れがあります。ご注意ください。 
♦ オレンジ色のテープはミシン目まで完全にはがしてください。オレンジ色の部分が残っていると、インクが 
正しく供給されない場をがあります。 


インクタンクを取り付ける 


T 新しいインクタンクをプリントへッ 
ドに向かって斜めに差し込みます。 



ラベルの並び順を確認して取り付けて 
<ださい。 


•重要 


Q 


インクタンク上面の^部分を「力 
チッ」という音びするまでしっかり巧 
して、インクタンクを固定します。 



インクタンクランプび赤<点なしてい 
ることを確認してください。 


印刷するためにはすべてのインクタンクをセツトしてください。ひとつでちセツトされていないインクタンクが 
あると印刷することがでさません。 



























CD - R トレイガイドを閉じる 



参考 

CD-R トレイガイドを開いた状態では、用紙が正しく送5れないため、通常の用紙を使った印刷はできません。 
必ず CD-R トレイガイドを閉じてください。 

7 スキヤナユニット（プリンタカバー)をゆっくり閉じる 

プリントへッドがち側に移動します。 

\ A を意 I 

♦スキャナユニット（プリンタカバー）は必ず両手でしっかりと持ち、指などはさまないように注意してくだ 
さい。 

♦ 液晶モニターは持たないでください。 

参考 

♦スキャナユニット（プリンタカバー）を閉じた後に〈正しい位置に取り付け5れていないインクタンクがあ 
ります〉といラメッセージが液晶モニターに表示されている場合は、インクタンクの取り付け位置が間違っ 
ている可能性があります。スキャナユニット（プリンタカバー）を開けて、インクタンクの並び順がラベル 
の通りに正しくセットされているか確認してください。 

♦次回印刷を開始すると、自動的にプリントヘッドのクリーニングが開始されます。クリーニング中は、終了 
するまで他の操作を行わないでください。 
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• 電源を切るとをのお願い 

本機の電源を切るとさには、必ず下の手順にしたがってください。 

① 本機の[電源]を押して電源を切る 

② 操作パネルのランプがすべて消えたことを確認する（数秒から、場合によって約3日秒かかります) 

③ 電源コードをコンセントから抜く、またはテーブルタップのスイッチを切る 
屬源]を押して電源を切ると、プリントヘッド（インクのふき出し印の 
乾燥を防ぐために、本機は自動的にプリントへッドにキャップをします。 

このため、操作パネルのランプがすべて消える前にコンセントから電源 
コードを抜いたり、スイッチ付テーブ J レタップのスイッチを切ってしまラ 
と、プリントヘッドのキャップが正しく行われず、プリントヘッドが、乾 
燥-目づまりを起こしてしまいます。 

• 長期巧お使いにな6ないとまは 

長期間お使いにならない場合は、定期的に（月1回程獻印刷することを 
お勧めします。サインペンが長期間使用されないとキャップをしていても 
自然にペン先が乾いて書けなくなるのと同様に、プリントへッドも長期間 
使用されないと乾燥して目づまりを起こす場合があります。 

夕参考 

用紙によっては、印刷した部分を堂光ペンや水性ペンでなぞったり、水や汗が付着し 
た場合、インクがにじむことがあります。 



をれいな印刷を巧つために（プリントへッドの乾燥-目づまり防止) 


m 



K キヤノンでは、資源の再利用のために、使用済みインクカートリッジの回収を推進しています。 
P この回収活動は、お客様のご協力によって成り立っております。 

* つきましては、"キヤノンによる環境保全と資源の有効活用"の取り組みの主旨にご賛同いただ 
き、回収にご協力いただける場合には、ご使用済みとなったインクカートリッジを、お近くの 
回収窓□までお持ちくださいますよラお願いいたします。 

キヤノンではご販売店の協力の下、全国に3日日日拠点をこえる回収窓□をご用意いたしており 
、 ^ 〇 

J また回収窓□に店頭用カートリッジ回収スタンドの設置を順次進めております。 

. 回収窓□につきましては、下記のキヤノンのホームページ上で確認いただけます。 

^ キヤノンヴポートホームぺージ canon . jp/suppo け 

J 事情により、回収窓□にお持ちになれない場合は、使用済みインクカートリッジをビニール袋 
などに入れ、地域の条例に従い処分してください。 

■ 使用済み力ートリッジ回収によるべルマーク運動 

キヤノンでは、使用済みカートリッジ回収を通じてベルマーク運動に参加しています。 

ベルマーク参加校単位で使用済みカートリッジを回収していたださ、その回収数量に応じた点 
数をキヤノンより提供するシステムです。 

この活動を通じ、環境保全と資源の有効活用、さらに教育支援を行ラちのです。詳細につさま 
しては、下記のキヤノンホームページ上でご案内しています。 

環境への取り組み canon . jp/ecology 
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印刷にかすれやむ s びあるとをは 

インクがまだ十分にあるのに印刷がかすれたり特定の色が出なくなったときには、プリントへッ 
ドのノズルが目づまりしている可能性があります。ノズルチェックパターンを EP 刷してノズルの 
状態を確認したあとに、プリントへッドのクリーニングを行ってください。 

また、 EP 刷の結果が思わしくないときは、プリントヘッドの位置調整を行うと状態が改善するこ 
とがあります。 

夕参考 

お手入れを巧5前に 

スキャナユニット（プリンタカバー）を開け、インクタンクランプがホく点灯していることを確認してください。 

ランプびホく点滅している場を . インクがなくなっているか少なくなっています。今 P.8 目、今 P.87 

インクがまだ十分にあるのにインクタンクランプが点滅している場合は、正しい 
位置にセットされていないインクタンクがあります。各色のインクタンクの取り 
付け位置に、正しいインクタンクがセットされていることを確認してください。 
^P.8 目 

ランプが消えている場を . インクタンクの回の部分を「カチッ」という音がするまでしっかり巧して、イン 

クタンクをセットしてください。また、インクタンクの包装フィルムび完全には 
がされているか確認してください。 ^P.89 


一 Step 1 


ノズルチェックパターンの印刷今 P .94 


パターンが欠けている場合 


クリーニング後ノズル 
チェックパターンを E 口 
刷して確認 


5fep2i 


プリントへツドのクリーニング^ P .96 


2回繰り返しても改善されない場合 


Step 3 



プリントへツドの強カクリーニング^ P .97 



夕参考 

steps までの操作を行っても症状が改善されない場をは、プリントへッドが故障している可能性びあります。お買い 
求めの販売店または修理受付窓□にお問いをわせください。『操作ガイド（パソコン操作編)』の「お問い合わせの前 
に」を参照してください。 

基線がずれている 


^ step I 



プリントへッド位置の調整 ^ P .9 S 

















プリントへッドのノズルからインクが正しく出ているかを確認するために、ノズルチェック 
ノくターンを印刷してください。必要な場合はクリーニングを行います。 

参考 

CD-R トレイガイドが開いている場合は、 CD-R トレイガイドを閉じてください。 

〇 [電源]を押して電源を入れ、オートシートフィーダまたはカセットに A 4 サイズの 
普通紙を1枚セットします。 ^ P . l 1、 ^ P .14 

〇 [給紙切替]で、用紙をセットした給紙箇所を選びます。 

0 メンテナンス画面を表示させます。 ^ P .94 

〇 [▲] か [▼] で 〈ノズルチェック〉を選び、 [0 K ] を押します。 

ノ くターン印刷の確認画面が表示されます。 



[▲] か [▼] で設定する項目を選び、にの 
を巧します。 

選択した項目の設定画面が表示されます。 


ノズルチェック 
クリーニング 
強カクリーニング 
ヘッド位置調整一自動 
へッド位置調整—手動 
へッド位置調整植印刷 


ンテナンス 


[イ]か [►] で〈メンテナンス〉を選び、 
[ OK ] を巧します。 

メンテナンス画面が表示されます。 
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0 [▲] か [▼] で〈はい〉を選び、 [0 K ] を押します。 

ノズルチェックパターンが印刷され、液晶モニターにパターン確認画面が交互に表示 
されます。 



パターンに巧け/白いずじがない場合： 

〇〈すべて A 〉 を選んで [0 K ] を押します。 

パターンに巧け/白いずじがある場合： 

〇 < B がある〉を選んで [0 K ] を押します。 

クリーニング確認画面が表示されます。 

〇〈はい〉を選んで [0 K ] を押し、プリントヘッドのクリーニングを行ってくださし、。 
^P.96 

参考 

♦ インク残量が少ないとノズルチェックパターンが正しく印刷されません。インク残量が少ない場合はインク 
タンクを交換してください。 ^P.86 

♦『操作ガイド（パソコン操作編）』の巻末の「インクが出ない•かすれるとさは？」にノズルチェックパター 
ンの良い例、悪い例がカラーで掲載されています。そちらもあわせて参照してください。 
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■プリントへッドをクリーニングずる 

ノズルチェックパターンを印刷して、パターンに欠けや白いすじがある場合は、プリント 
ヘッドのクリーニングを行ってください。ノズルのつまりを解消し、プリントヘッドを良好 
な状態にします。プリントヘッドをクリーニングすると、を分なインク（廃インク）が廃イ 
ンク吸収体に吸収されます。インクを消耗しますので、クリーニングは必要な場合のみ行っ 
て < ださい。 

参考 

CD-R トレイガイドが開いている場合は、 CD-R トレイガイドを閉じてください。 

〇 [電源]を押して電源を入れます。 ^ P.ll 

〇 メンテナンス画面を表示させます。 -^ P .94 

0 [▲] か [▼] で〈ク IJ — ニン グ〉を選び、 [0 K ] を押します。 

確認画面が表示されます。 

〇 [▲] か [▼] で〈はい〉を選び、 [0 K ] を押します。 

クリーニングが開始されます。クリーニングが終了するまで、他の操作を行わないで 
ください。終了まで約己0秒かかります。 

〇プリントへッドの状態を確認します。 

クリーニングが終了すると、ノズルチェックの確認画面が表示されます。 

ノズルチェックパターンを印刷して、プリントへッドの状態を確認してください。 

今 P .94 

参考 

クリーニングとノズルチェックの操作を2回まで繰り返して行っても、改善されないとさには、強カク 
リーニングを行ってください。今 P.97 
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■プリントへッドを強カクリーニングずる 

プリントへッドのクリーニングを行っても効果がない場合は、強カクリーニングを行ってく 
ださい。強カクリーニングを行うと、通常のクリーニングよりも多くの余分なインク（廃イ 
ンク）が廃インク吸収体に吸収されます。また、強カクリーニングは通常のクリーニングよ 
りもインクを消耗しますので、必要な場合のみ行ってください。 

参考 

CD-R トレイガイドが開いている場合は、 CD-R トレイガイドを閉じてください。 

〇 [電源]を押して電源を入れます。 ^ P.ll 

〇 メンテナンス画面を表示させます。今 P .94 

0 [▲] か [▼] で〈強カクリーニング〉を選び、に。を押します。 

確認画面が表示されます。 

〇 [▲] か [▼] で〈はい〉を選び、 [0 K ] を押します。 

強カクリーニングが開始されます。強カクリーニングが終了するまで、他の操作を行 
わないでください。終了まで約9日秒かかります。 

〇プリントへッドの状態を確認します。 

ノズルチェックパターンを印刷してプリントへッドの状態を確認します。 ^ P .94 
特定の色だけが印刷されない場合は、そのインクタンクを交換します。今 P .86 
改善されない場合は、スキャナユニット（プリンタカバー）を開け、インクタンクに 
インクが残っていることを確認し、本機の電源を切って24時間上経過したあと 
に、もう一度強カクリーニングを行います。 

それでも改善されない場合は、プリントへッドが故障している可能性があります。『操 
作ガイド（パソコン操作編）』の「お問い合わせの前に」を参照し、お買い求めの販 
売店または修理受付窓□にお問い合わせください。 


ぉ手入れ 


97 


■ プリントへッド位置を調整ずる一自動調整 

畳線がずれたり、印刷結果が思わしくない場合は、プリントへッド位置を調整してくださし、。 
プリントへッド位置の調整方法は、自動調整と手動調整の2つがあります。初めに自動調整 
を行ってください。自動調整が正しく行えないとさや任意に調整するとさに手動調整を行し、 
ます。 （斗 P .106) 

参考 

♦ カセットか5はプリントへッドの位置調整はでさません。必ずオートシートフィーダへ用紙をセットしてく 
ださい。 

• CD-R トレイガイドが開いている場合は、 CD-R トレイガイドを閉じてください。 

〇 [電源]を押して本機の電源を入れます。 ^ P.ll 

〇が紙トレイオープンボタンを押して排紙トレイを開き、排紙補助トレイを引き出しま 
す。 

0 メンテナンス画面を表示させます。 ^ P .94 

〇 [▲] か [▼] で 〈ヘッド位置調整一自動〉を選び、 [0 K ] を押します。 

確認画面が表示されます。 

参考 

〈へッド位置調整値印刷〉を選ぶと、現在の調整値を印刷でさます。 

〇オートシートフィーダに A 4 サイズの普通紙を2枚セットします。 

0 [▲] か [▼] で〈はい〉を選び、 [0 K ] を押します。 

パターンが印刷され、プリントへッド位置が自動的に調整されます。印刷が終了する 
まで約己分かかります。 

参考 

♦ パターンは黒と青で印刷されます。 

自動調整が正し<行えなかつたとまには 

自動調整が正しく行えなかったとさには、液晶モニターに〈自動へッド位置調整に失敗しました〉のメッセージ 
が表示されます。「困ったとさには」の r 液晶モニターにエラーメッセージが表示されている」 （P.1 日 3) を参 
照してください。 
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清掃する 


ここでは、清掃のしかたについて説明します。 

[ a 注后、' 

♦清掃する前に、電源を切り、電源コードを抜いてください。 

♦ 清掃には、ティッシュペーパーやペーパータオルは使わないでください。本機内部に紙の粉や細かな糸くずなどが残 
り、プリントへッドの目づまりや印刷不良などの原因になることがあります。部品を傷つけないように、必ず柔5か 
い巧を使ってください。 

♦ ベンジン、シンナー、アルコールなどの揮発性の化学薬品は使わないでください。故障の原因になります。 


スキヤンエリアを清掃する 


きれいで柔らかく、糸くずの出ない巧を用意してください。水に浸し、固くしぼってから、原稿 
台ガラス （ A )、 FAU 保護シート（白い部分）旧)、 FAU ランプ （ C ) の巧れや、ほこりを拭き 
取ります。そのあと、乾いた柔らかい巧で水気を拭き取ります。とくにガラス面は、拭いたあと 
が残らないように十分拭き取ってください。ちれがひどい場合は、中性洗剤を水で薄めて使って 
ください。 


•重要 


( B ) のシートは傷がつさやすいので、やさしく拭いてください。 








□—ラクリーニングを巧う 


用紙がうまく送られないときは、給紙□ーラを清掃してください。給紙□ーラの清掃は給紙□一 
ラを消耗しますので、必要な場合のみ行ってください。 

^参考 

CD-R トレイガイドが開いている場合は、 CD-R トレイガイドを閉じてください。 

1 [電源]を巧して電源を入れ、才ートシートフイーダおよびカセツトか S 用 
紙を取り除く 11 

L [給紙切替]で、清掃する給紙箇所を選ぶ 
0 給紙□—ラを清掃ずる 

〇 メンテナンス画面を表示させます。 ^ P .94 



4 手順3の動作を2回繰り返す 

5 手順2で選んだ給紙箇祝こ A 4 またはレターサイズの用紙を3が上、セツ 
卜する 

6 手順3の動作を3回繰り返す 

用紙が給紙され、が紙されます。 

3回上行ってち改善がみられない場合は、お買い求めの販売店または修理受付窓□にお 
問合わせください。 
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インク拭を取りク ij — ニングを行 3 


本機の内部の巧れをとります。本機の内部が巧れていると、印刷した用紙が巧れる場合がありま 
すので、定期的に行うことをお勧めします。 

参考 

CD-R トレイガイドが開いている場合は、 CD-R トレイガイドを閉じてください。 

1[電源]を巧して電源を入れ、才ートシートフィーダか S 用紙を取り除く 
^p.1 1 

I 排紙トレイオープンボタンを巧して排紙トレイを開を、排紙補助トレイを 
引を出す 

0 A 4 の用紙を横半分に巧って開き、開いた面が表になるように、才ートシー 
トフィーダに1巧だけセツトする 
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[▲] か [▼] で〈はい〉を選び、にの 
を巧します。 

用紙が給紙され、排紙されます。 

排出された用紙を確認し、インクが付いてい 
る場合は再度クリーニングを行います。 

再度クリーニングを行ってもインクが付くと 
さは、本機内部の突起がミちれている場合があ 
るので、清掃してください。 ^P.l 日2 


[給紙切替]で給紙箇所をカセットに設定していても、オートシートフイータ’か5給紙されます。 
インク拭さ取りクリーニング中は他の操作をしないでください。 


甘インク巧き取リクリー 
ニングしますか？ 
《使用説明書参照》 


[▲] か [▼] で〈インクが:き取り〉を選 
び、 [0 K ] を巧します。 

確認画面が表示されます。 


強カクリーニング 
ヘッド位置調整-自動 
へッド位置調整一手動 
へッド位置調整植印刷 


インク拭を取りクリーニングを巧う 

〇 メンテナンス画面を表示させます。 ^ P .94 










困つたとをには 

本機を使用中にトラブルが発生したときの巧処方法について説明します。 

参考 

ここでは、液晶モニターに表示されるエラーメッセージやコピー-ダイレクト印刷しているとさに発生しやすいトラブ 
ルを中/こ M こ説明します。該当するトラブルが見つか5ないときには、『操作ガイド（パソコン操作編)』または電子マニュ 
アルを参照してください。 

♦ 液晶モニターにエラーメッセージが表示されている^ P . 103 
♦ 液晶表示が見えない/見えにくい^ P . 106 
♦ フィルムのスキヤンができない^ P .1 06 

されいにスキヤンでさない、適切な色合いでスキヤンでさない（ディスプレイに表示された画像がさたない） 
^ P.107 

コマを正しく認識でさない今 P. 107 

♦ EP 刷されない/ EP 刷がかすれる/違う色になる/白いすじが入る^ P .1 07 

コピーし ているとさ今 P.108 
印刷が途中で止まる^ P. 109 

♦ 用紙が巧れる/ EP 刷面がこすれる/用紙がうまく送5れない -^ P .109 
用紙がカールする/インクがにじむ^ P .1 11 
♦ 用紙がつまった"^ P .1 11 

♦ フォトナビシートか5うまく E 口刷できない^ P .1 14 
♦ デジタルカメラか5うまく EP 刷できない^ P . 114 
♦ ワイヤレス通信で EP 刷できない^ P .1 17 

♦ DVD / CD にうまく EP 刷できない^ P .1 17 

♦液晶モニターにエラーメッセージび表巧をれている 

液晶モニターにエラー/確認メッセージが表示されたとさには、下の対処方法にしたがってく 
ださい。 

エラー/確認メッセージ •ぶ 

メモリーカードに写真がありません ♦ セットしたメモリーカードに読み込める画像データび保存されていま 

せん。 

参画像ファイル名（フォルダ名）に、全角文字（漢字、カナ等）びある 
と、認識できない場合びあります。全角文字を半角英数字に変更してみ 
て < ださい。 

♦パソコン上で編集/加工したデータは、必ずパソコンか5印刷を行って 
<ださい。 


困つたとをには 
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廃インク吸収体び満杯に近づきました 本機は、クリーニング操作などにより、余分なインク（廃インク）び廃イ 

ンク吸収体に吸収されまず。 

このが態になった場台、本機の [0 K ] を}甲すと、エラーび解除されます。 
しば5くの間は印刷できますび、満杯になると、廃インク吸収体を交換す 
るまで印刷でをなくなります。お早めにお買い求めの販売店または修理受 
付窓 □ に本機の点検をご依頼ください（部品の交換び必要でず)。 


対応していない機器び接続されました 接続しているケーブルを巧を、再度ケーブルを接続してください。 

円 ctBrid 呂 e 対応機器か5印刷する場合、ご使用のカメラの機種により、接 
続する前に PictBrid 邑 e 対応機器で印刷するモードに切り替える必要びあ 
りまず。また接続後、手動で電源を入れたり、再生モードにする必要びあ 
りまず。接続しているケーブルを巧いてエラーを解除し、ご使用のカメラ 
に付属の使用説明書を参照のうえ、接続前に必要な操作を行ってか5、再 
度ケーブルを接続してください。 

それでもエラーび解ミ夫されないときは、本機で対応していないデジタルカ 
メラ、デジタルビデオカメラび接続されている可能性びあります。本機で 
対応しているデジタルカメラ、デジタルビデオカメラを使用してくださし、。 



• 正しい位置にセットされていないインクタンクびあります。 

• 同じ色のインクタンクび複数セットされています。 

間違つているインクタンクのランプび点、滅しています。各色のインクタン 
クの取り付け位圍こ、正しいインクタンクびセットされていることを確認 
して< ださい。今 P .8 目 


正しい位置に取り付け5れていないイ 
ンクタンクびあります/下記のインク 
タンクび複数取り付け5れていまず 


通常の印刷を開始するときに CD - R トレイガイドび開いている場合は、 
CD - R トレイガイドを閉じてか5本機の [0 K ] を}甲してください。 

DVD / CD 印刷を開始ずるときに CD - R トレイガイドび閉じている場合は、 
スキャナユニット（プリンタカバー）を閉じたまま CD - R トレイガイドを 
開き、 CD - R トレイをセットしてか5本機のにのを}甲してください。 

印刷中に CD - R トレイガイドを開閉しないでください。破損の原因になり 
まず。 


CD - R トレイガイドび開いていまず卜 
レイガイドを閉じて [0 K ] を}甲して 
ください/ CD - R トレイガイドを開 
き、 CD - R トレイをセツトして [0 K ] 
を押して下さい 


『かんたんスタートガイド(本体設置編)』の説明にしたびってプリントへッ 
ドを取り付けてください。 

プリントへッドび取り付け5れている場 S ま、プリントへッドを取りがし、 
取り付け直してください。 

それでもエラーび解ミ夫されないときには、プリントへッドび故障している 
可能性びありまず。お買い求めの販売店または修理受付窓□にお問い合わ 
せ < ださい。 


プリントへッドび装着されていません 
/プリントへッドの種類び違います 


インクびなくなりました（インクタンクのランプび,な滅しています）。 

インクタンクを交換して、スキャナユニット（プリンタカバー）を閉じて 
<ださい。 

印刷び完了していない場合は、インクタンクを取り付けたまま本機のにの 
を}甲すと、インク切れのが態で印刷を続行ずることびでをます。印刷び終 
了した5すぐに新しいインクタンクに交換してください。インク切れのが 
態で印刷を続けると、故障の原因となるおそれびあります。 -^ p.se 

夕参考複数のインクタンクランプが点滅している場合は、点滅の速度 
を確認してください。 

はやく点滅（約1秒間隔）している場合はインクがなくなって 
います。ゆっくり点滅（約3秒間隔）している場をはインクが 
少なくなっています。点滅速度の違いについては、「インクタン 
クを交換する」の「インク残量を確認する」 （ P .86) を参照し 
て < ださい。 


インクびなくなりましたインクタン 
クを交換してカバーを閉じてください 


困つたとさには 
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本機の電源を切ってか5、電源プラグをコンセントか5巧いてください。 
しば5くしてか5、再度本機の電源を入れ直してみてください。それでち 
回復しない場台は、お買い求めの販売店または修理受付窓□にお問い台ね 
せ < ださい。 


スキャナび正常に動作でをません 


サービスび必要なエラーび起こっている可能性びありまず。本機の電源を 
切ってか5、電源プラグをコンセントか5抜いてください。しば5くして 
けら、 再度本機の電源を入れ直してみてください。それでも回復しない場 
をは、お買いホめの販売店または修理受付窓□にお問い台わせください。 


* * * * 

プリンタトラブルび発生しました 


♦ 本機びサボートできないインクタンクび取り付け5れています(インク 
タンクのランプび,な滅しています）。 

正しいインクタンクを取り付けてください。 ^ P .8 目 
• インクタンクにエラーび発生しました（インクタンクのランプび消なし 
ています）。 

インクタンクを交換してください。今 P .8 目 


下記のインクタンクび認識できません 


—度空になったインクタンクび取り付け5れています。 

インクタンクを交換して<ださい。 

このまま印刷を続けると、プリントへッドに損傷を与えるおそれびありま 
す。インクを補巧したことび原因の故障については、キヤノンは責任を負 
いかねます。 

インクび補巧されたインクタンクを使用して印刷を続行する場合は、本機 
の[ストップ/リセット]を己砂 m 上}甲してください。インクび補巧され 
たインクタンクを使用したことを履歴に残します。 

* この操作を行ったあと、インク残量検知機能は解除されます。 


下記のインクの残量を正しく検知でさ 
ません 


♦ A 4 サイズ m がの用紙びセットされています。 

本機の [0 K ] を}甲してエラーを解除し、八4サイズの用紙を1枚オー 
トシートフイーダにセットしてください。 

カセットか5はプリントへッドの位置調整はできません。必ずオート 
シートフイーダへ用紙をセットしてください。 

参ノズルび目づまりしていまず。 

本機の [0 K ] を}甲してエラーを解除し、ノズルチェックパターンを印 
刷してプリントへッドのが態を確認してください。 

♦ 本機の排紙□内に強い光び当たっています。 

本機のにのを}甲してエラーを解除し、排紙□内に光び当た5ないよ 
うに調整してください。 

上記の対策をとった後、再度へッド位置調整を行ってちエラーび解ミ夫され 
ないときには、本機のにのを}甲してエラーを解除した後、手動でへッド 
位置調整を行ってください。 

^「プ IJ ントヘッド位置を手動で調整するには」 ( P .106) 


自動へッド位置調整に失敗しました 


困つたとさには 
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プリントへッド位置を手動で調壁するには 

自動調整が正しく行えないとさや任意に調整するとさは、 ！；>( 下の操作にしたがって手動調整してください。 

①[電源]を巧して電源を入れ、オートシートフィーダまたはカセットに A4 サイズの普通紙を2枚セットする 
今 P.1 1、今 P.14 

③[給紙切替]で、用紙をセットした給紙箇所を選ぶ 

③ メンテナンス画面を表示させる今 P.94 

④ [▲] か [▼] で〈へッド位置調整一手動〉を選び、 [0K ] を巧す 
⑥ [▲] か [▼] で〈はい〉を選び、 [OK ] を巧す 

へッド位置調整用のパターンが印刷されます。 

⑥〈パターンは正常に印刷されましたか〉のメッセージが表示された5、正常に印刷されていることを確認し、 [▲] 
か [▼] で〈はい〉を選び、 [OK ] を巧す 
へッド位置の調整値を入力する画面が表示されます。 

⑦ 印刷されたパターンを見て、最もすじの目立たない A 列のパターン番号を[イ]か [►] 
で入力する 

⑧ [▼] を巧して、 B 列にカーソルを移動し、最もすじの目立たないパターンの番号を[イ] 
か [►] で入力する 

⑨ 同様の操作を繰り返し、 P 列までのパターン番号を入力する 

⑩ すべてのパターン番号を設定後、 [0K ] を巧す 


♦液晶表示び見えない/見えにくい 

原因 •ぶ 


液晶表示びはっさりと見えない/見え 
に<い 

液晶モニターのコントラストび強すざたり、弱すざる場合には、〈メンテナ 
ンス/各設定〉の〈コントラスト調整〉で液晶モニターのコントラストを 
調整してみてください。 

^ r 本機の設定を変更する」 ( P .82) 


液晶表示び見えない 

♦ 操作パネルのランプびすべて消えている場合 

電源コードを接続し、曜源]を}甲すと、電源び入り、液晶モニターに 
メッセージび表示されまず。 

♦ いずれかのモードボタン（[コピー]など）び点!打している場合 
屬源] m がの操作ノくネルのボタンを}甲してください。 

♦フイルムのスキヤンびできない 

原因 

•獅ぷ • 

フィルムガイドを置<位置びずれてい 
る 

フィルムガイドを本機の原稿台の正しい位置にセツトしてください。 


I 原稿台カバーを閉じていない 

原稿台カバーを正しく閉じてください。 I 


I FAU 保護シートを取りがしていない 

原稿台カバー内側の FAU 保護シートを取りがしてください。 I 


スキャナ □ ックスイッチを解除してい 
ない 

スキャナ□ックスイッチを解除側（での）にスライドし、[電源]を}甲し 
て電源を切ってください。そのあと、再度電源を入れ直してください。 


印刷されたパターンから 
最もすじの目立たない番号 
を入力してください 




B 

0 

C 

0 


困つたとさには 


106 








インクびない 


インクタンクランプ（赤色）びはやく点滅（約1秒間隔）している場台は、 
インクびな<なっています。 

インクタンクを交換して、スキャナユニット（プリンタカバー）を閉じて 
<ださい。 

印刷び完了していない場台は、インクタンクを取り付けたまま本機のにの 
を}甲すと、インク切れの状態で印刷を続行ずることびでをます。印刷び終 
了した5すぐに新しいインクタンクに交換してください。インク切れのが 
態で印刷を続けると、故障の原因となるおそれびありまず。 -» P .86 

夕参考複数のインクタンクランプが点滅している場合は、点滅の速度 
を確認してください。 

はやく点滅（約1秒間隔）している場合はインクがなくなって 
います。ゆっくり点滅（約3秒間隔）している場合はインクが 
少なくなっています。点滅速度の違いについては、「インクタン 
クを交換する」の「インク残量を確認する」 （ P .86) を参照し 
て < ださい。 


♦印刷されない/巧刷びかすれる/違う色になる/白いずじ 
び入る 


フイルムを白線で示した基準位置より手前に置き、フイルムのコマびフイ 
ルムガイドに隠れないように、フイルムの位置をセツトし直してください。 

夕参ちフイルムによってはセツトし直しても改善されない場合があり 
ます。その場合はパソコンから読み込んでください。詳しくは、 
『スキャナガイド』を参照してください。 


フイルムの位置びずれている 


コ7を正し < 認識でをない 


マウントを黒色にするか、黒い枠などでマウント部を覆ってください。 


フイルムマウントが白色のとき、その 
照り返し光び映り込む 


〈色あせ補正〉を設定してスキャンしてください。今 P .28 

夕参考ディスプレイに表示された画像に問題がないのに印刷したとさ 
に、画質が悪くなったりを白が出てしまう場合は、印刷の設定 
を変更する必要があります。あるいは、本機にトラブルがある 
ことが考え5れます。 r 印刷されない/印刷がかすれる/違う色 
になる/白いすじが入る」 （ P .1 日 7) を参照して対処してくだ 
さい。 


フイルムび權色しているなど、原稿の 
状態び悪い 


フイルムのごみをふをとつてセツトしてください。 


フイルムにごみびついている 


原稿台ガラス面や FAU ランプの巧れをきれいに取り除いてください。 
■^ P .99 


原稿台ガラス面や FAU ランプにほこり 
や巧れび付着している 


规編就織齡愛巧? ちさいでスキャンでまない (ティの 


困つたとをには 
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オートシートフイーダまたはカセット確認して、異物びあるときは取り除いてください。 
に異物び入って いる 


給紙箇所び正しく設定されていない 


用紙をセツトした給紙箇所び正しいか確認してください。^ P .17 


排紙トレイび閉まっている 


排紙トレイオープンボタンを}甲して、排紙トレイを開けてくださし、。 


CD - R トレイガイドび開いている 


DVD / CDly がの用紙に印刷ずる場 S ま、 CD - R トレイガイドを閉じ、本 
機の [0 K ] を}甲してください。 


コピーし ているとを 


原稿び正しくセツトされていない 原稿び、原稿台ガラスに正しくセツトされているか確認してください。 

■^P.13 

コピーしたい原稿に合わせて画質を調 f 本機の操作パネルで、原稿に合わせて画質を調節してください。 ^ P .29 
節していない 


原稿の裏表の向きび正しくセツトされ原稿台ガラスにセツトするときは、コピーする面を下にしてください。 
ていない 


用紙び最大枚数、または最大用紙量のマークを超えているときは、用紙を 
減5してください。 ^ P .14 


オートシートフイーダまたはカセツト 
にセツトできる最大枚数を超えている 


用紙の裏表を正しくセツトしてください。 


用紙の裏表を間違えている 


スキャナユニット（プリンタカバー）を開け、インクタンクランプびホ< 
点好していることを確認してください。 

ノズルチェックノ くターンを印刷してください。 

「ノズルチェックパターンを印刷し、確認する」 ( P .94) 

♦ インクび正常に出ていない場合 

^「プ U ントヘッドをク U —ニングする」 ( P .96) 

^「プ U ントヘッドを強カク IJ - ニングする」 ( P .97) 

♦ へッド位置びずれている場台 

^「プ U ントヘッド位置を調整する一自動調整」 ( P .98) 


プリントへッドの目づまり/プリント 
へッドの位置ずれ 


操作パネルで選ばれている用紙の種類び、セツトする用紙の種類と合って 
いるか確認してください。 


操作ノ くネルで正しい用紙び選ばれてい 
ない 


図1正しい状態（〇)図2テープび残っている（ X ) 



ミシン目まで完全にテープをはがす 


インクタンクランプび消えている場合は、インクタンクのラベル上の 
[3 部分を「カチッ」という音びするまでしっかり}甲して、インクタンク 
をセットして<ださい。しっかりセットされると、インクタンクランプび 
ホく点なしまず。 

また、オレンジ色のテープび下の図1のようにずベてはびされていること 
を確認してください。図2のようにオレンジ色の部分び残っている場合は、 
オレンジ色の部分をすべて取り除いてください。 


インクタンクびしっかりセットされて 
いない 


困つたとさには 





















本機で印刷したちのを原稿としてセツ 
卜している 

本機で印刷した原稿をコピーすると、をれいに印刷されないことびありま 
す。デジタルカメラやメモリーカードか5印刷し直ずか、パソコンか5印 
而 IJ し直してください。 


原稿台ガラス、 FAU 保護シートび巧れ 
ている 

原稿台ガラス、または FAU 保護シートを清掃してください。 ^ P .99 


( Ell 刷が違中で止まる 


長い時間、連続して印刷している 

長時間、印刷を続けていると、プリントヘッドび過熱し、プリントヘッド 
を保護ずるため、印刷び一時的に停止します。しば5くすると印刷び再開 
されまず。区切りのいいところで印刷を中断し、電源を切って1已分切上 
お待ちください。 


| A ミち意1プリントヘッドの周りはたいへん熱くなっているので、触5な 


いで < ださい。 




写真やイラストなどびをく入っている 
原稿や文書を印刷している 

ご使用の環境やパソコンによっては、データ処理に時間びかかり、止まっ 
たように見える場合びあります。処理び終わるまでお待ちください。印刷 
する部分び多い原稿や文書の印刷、または2部 m 上の印刷を行うと、イン 
クを乾かす時間をとるために印刷び止まることびありまず。 


♦用紙び汚れる/巧刷面びこすれる/用紙びラま <送6れ 
ない 

原因 •ぶ 


本機内部び巧れている 

本機内部にインクび付いて、用紙び巧れる場合びあります。本機内部を清 


掃してください。 


今「インク拭き取りク U - ニングを行う」 ( P .101) 


^「本機内部の突起を清掃する」 ( P .102) 




給紙□—ラび巧れている 

「□—ラクリーニングを巧う」 （ P .100) を参照して、給紙□—ラを清掃し 
て < ださい。 




適切な用紙を使用していない 

♦ 厚い用紙や反りのある用紙を使用していないか確認してください。 


^「使用できない用紙について」 ( P .16) 


♦ フチなし全面印刷を行っている場台は、用紙の上端および下端の印刷品 


位び低下する場合びあります。お使いの用紙び、フチなし全面印刷ので 


きる用紙か確認してください。 


『印刷設定ガイド』 


困つたとをには 
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才ートシートフィーダに普通紙を多量普通紙の種類やお使いの環境扁温-多湿や低温-低湿の場台）によって 
にセットしている は、正常に紙送りできない場合びあります。 

この場台は、セットずる枚数を最大積載可能枚数の約半分（高さ己 mm 程 
_度）に減らしてくださし、。_ 

参考 

それでち印刷面びこすれるとまには 

じ(下の操作にしたがって、〈印刷面こすれ改善〉を〈する〉に設定してください。 

この操作はカメラダイレクト印刷時にも有効です。 

①各設定画面を表示させる今 P .82 
③ [▲] か [▼] で〈印刷設定〉を選び、 [0 K ] を巧す 

③ [▲] か [▼] で〈印刷面こすれ改善〉を選び、 [ OK ] を巧す 

④ [▲] か [▼] で〈する〉を選び、 [ OK ] を巧す 

《印刷を終了後は、同様の操作で〈印刷面こすれ改善〉を〈しない〉に戻してください。 





CD - R トレイガイドびしっかり閉つて 
いない 


四隅や印刷面全体に反りのある用紙を使用した場合、用紙びミちれたり、う 
まく送れなかったりする恐れびあります。 ly 下の手順で反りを修正してか 
5使用してください。 

① 印刷面を上にし、表面び巧れたり傷つくことを防ぐために、印刷しない 
普通紙などを1枚重ねます。 

② 下の図のように反りと逆方向に丸めます。 



⑤印刷する用紙び、約2〜己 mm 似内で反りび直っていることを確認し 
ます。 



反りを修正した用紙は、1枚ずつセツトして印刷することをお勧めしま 
す。 


反りのある用紙を使用している 


困つたとさには 
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用紙が力ールする/インクがにじむ 


薄い用紙を使用している 


写真や色の濃い絵など、インクを大量に使用する印刷をするときは、プロ 
フェツシヨナルフォトペーパーなどの写真専用紙に印刷することをお勧め 
しまず。 ^ p . l 目 


操作ノ くネルで正しい用紙び選ばれてい 
ない 

操作パネルで選ばれている用紙の種類び、セットする用紙の種類と合って 
し、るか確認してください。 

♦用紙びつまった 


原因 

•軍ぶ遍 

排紙 □/ オートシートフィーダで用紙 

次の手順にしたびって用紙を取り除をます。 

びつまった 

①排紙側または給紙側の引き出しやすいほうか5用紙をゆっくり引っ張 


り、用紙を取り除く 




♦用紙び破れて本機内部に残った場合は、スキャナユニット（プ U ン 
タカバー）を開けて取り除いて<ださい。 

このとき、内部の部品には触らないようにしてください。 

用紙を取り除いたら、スキャナユニット（プ U ンタカバー）を閉じ 
た後に[電源]を押して電源を切り、再度電源を入れ直してくださ 
い。 

参用紙び引さ抜けない場合は、[電源]を押して電源を切り、再度電 
源を入れ直してください。用紙び自動的に排出されます。 

用紙をセットし直し、本機の [0 K ] を}甲す 

手順①で電源を入れ直した場合、本機に送信されていた印刷データ 
び消去されますので、ちう一度印刷の指示をしてください。 

用紙び引を抜けない場合や、紙片び取り除けない場合、また取り除いても 
用紙づまりエラーび解除されない場合には、お買い求めの販売店または修 
理受付窓□にお問い台わせください。 


困つたとをには 
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本機内部で用紙びつまった 
(搬送ユニット） 


次の手順にしたびって用紙を取り除きまず。 
①背面 カバーを 開ける 



②用紙び見えている場合は、用紙をゆっくり引っ張る 



参本機内部の部品には触らないようにしてください。 

参用紙び引さ抜けない場合は、[電源]を押して電源を切り、再度電 
源を入れ直してください。 

用紙び自動的に排出されます。 

③背面 カバーを 閉じる 

④②で用紙を取り除けなかった場合は、カセットを取り出す 


⑥用紙をゆっくり引っ張る 



⑥ カセットか5用紙びはみ出している場台は、セットし直す 

⑦ 用紙とカセットをセットし直し、本機の [0 K ] を}甲す 

参手順③で電源を入れ直した場合、本機に送信されていた印刷データ 
び消去されますので、をう一度印刷の指示をしてください。 

用紙び引を抜けない場台や、紙片び取り除けない場合、また取り除いても 
用紙づまりエラーび解除されない場合には、お買い求めの販売店または修 
理受付窓□にお問い合わせください。 





カセツトに横向きにセツトした L 判、は 
びをび本機内部でつまった 


L 判、はがきは印刷の向きに関わ5ず縦向きにセットしてください。 

次の手順にしたびってつまった用紙を取り除をまず。 

① 醒源]を}甲して電源を切り、背面カバーを開ける 

② A 4 サイズの普通紙を四つ巧りにし、つまった用紙に突き当たるまで}甲 
し込む 

四つ折りにした普通紙は引さ抜いてください。 

③ 背面カバーを閉じ、屬源]を}甲して電源を入れる。 

つまった用紙び自動的に排紙されるまでお待ちください。 

用紙び取り除けない場台や、取り除いても用紙づまりエラーび解除されな 
い場合には、お買い求めの販売店または修理受付窓□にお問い合わせくだ 
さい。 


名刺サイズ用紙、カードサイズ用紙は横向きにセツトできません。 

次の手順にしたびってつまった用紙を取り除きまず。 

① 同じ用紙を1枚、オートシートフィーダに縦向きにセツトする 
横向さにはセツトしないでください。 

② 醒源]を}甲して電源を切る 

③ 屬源]を}甲して電源を入れる 

用紙び給紙され、つまった用紙を巧し出しなびら排紙されます。 

用紙び取り除けない場台や、取り除いても用紙づまりエラーび解除されな 
い場台には、お買い求めの販売店または修理受付窓□にお問い台わせくだ 
さい。 


横向きにセットした名刺サイズ用紙、 
力ー ドサイズ用紙び本機内部でつまつ 
た 


次の手順にしたびって用紙を取り除をます。 

① カセットを取りがす 

オートシートフィーダに用紙びセットされている場合は、用紙を取り除 
いて給紙□カバーを閉じてください。 

② ち側面を下にして、本機本体を立てる 

本機を横向さに立てる場合は、必ず左側面を下に向けて立てて 
ください。ち側面を下に向けないでください。 

③ 緑色のカバーを手前に開きなび5用紙をゆつくり引っ張る 



IA ミち意 I つまった用紙を取り除いたあとは、速やかに本機を元の位置に 
戻してください。 

④カセットか5用紙びはみ出している場合は、セットし直す 

オートシートフィーダに用紙をセットしていた場合は、用紙をセットし 
直して < ださい。 

⑥カセットをセットする 
⑥本機のにのを}甲す 

用紙び引を抜けない場合や、紙片び取り除けない場合、また取り除いても 
用紙づまりエラーび解除されない場合には、お買い求めの販売店または修 
理受付窓□にお問い台わせください。 


本機内部で用紙びつまった 
佩面搬送部） 


困つたとさには 
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♦フォトナビシートか6ラまく®刷でをない 

原因 •ぶ 


〈フォトナビシートの読み取りに失敗 

参フォトナビシートの原稿台に置く向きや位置を確認してください。 

しました〉と表示される 

^ P .46 


参原稿台ガラスやフォトナビシートび巧れていないか5崔認してください。 


^ P .46 


♦ フォトナビシートにチェックマークもれびないか確認してください。塗 


りつぶしたマークび薄いと読み込まれないことびあります。今 P .46 


♦デジタルカメラか65ま<印刷でをない 

デジタルカメラやデジタルビデオカメラ*から直接印刷を行ったときに、カメラにエラーが表示 
される場合があります。表示されるエラーと対処方法は下のとおりです。 

* じ(降、デジタルカメラ、デジタルビデオカメラを総称して、カメラと記載します。 

夕参考 

% 本機と接続して直接印刷できるのは、 PictBrid 旨 e 対応または、キヤノン Bubble Jet Direct 対応のカメラです。 

参 m 下の説明は、キヤノン製 PictBridge 対応または、キヤノン Bubble Jet Direct 対応のカメラに表示されるエラー 
について説明しています。 ご使用のカメラにより表示されるエラーやボタン操作が異なる場をがあります。キヤノン 
製 m 外の PictBrid 旨 e 対応カメラを使用して、カメラか5プリンタエラーの解除方法がわか5ない場合は、本機の液 
晶モニターに表示されているメッセージを確認してエラーを解除してください。本機のエラー解除方法は、 r 液晶モ 
ニターにエラーメッセージが表示されている」 （ P .1 日 3) を参照してください。 

♦ 接続した状態での操作時間が長過ぎたり、データ送信に時間がかかり過ざる場合は、通信タイムエラーとなり印刷で 
さない場合があります。そのとをは、カメラから一度接続ケーブルを抜さ、再度ケーブルを接続してください。ケー 
ブルを接続しただけでは、自動で電源が入5ないカメラをお使いの場合は、手動で電源を入れてください。それでも 
改善されない場合は、他の写真を選んで印刷でさるかどラかを確認してください。 

• ご使用の PictBrid 旨 e 対応機器の種類により、接続する前に印刷するモードに切り替える必要があります。また接続 
後、手動で電源を入れたり、再生モードにする必要があります。 

PictBridge 対応機器に付属の使用説明書を参照のラえ、接続前に必要な操作を行ってください。 

♦ 印刷にかすれやむらがあるときは、プリントへッドのノズルが目づまりしている可能性があります。 r 印刷にかすれや 
む5があるとさは」 （ P .93) を参照して対処してください。 

♦ 印刷時に用紙がカールしたり、印刷面がこすれたりした場合は、適切な用紙に印刷しているか確認してくださし、適 
切な用紙に印刷しても印刷面がこすれるとさは、「それでも印刷面がこすれるとさには」 ( P .110) を参照して対処 
して < ださい。 

♦ 表示されるエラーや巧処方法については、カメラに付属の使用説明書もあわせて参照してください。その他、カメラ 
側のトラブルについては、各機器の相談窓□へお問い合わせください。 

カメラ側エラー表示 扇 


プリンターは使用中でず/プリンター 
は準備中でず 

パソコンなどか5印刷していまず。 

印刷び終了するまでお待ちください。 

または、準備動作を行っている場合は、終了するまでお待ちください。 




用紙（ペーパー）びありません/用紙 
(ぺー パー） エラー 


♦ 本機に用紙をセットするか、[給紙切替]で用紙びセットされている給 
紙箇所（才ートシートフィーダまたはカセット）を指定して、カメラの 
エラー 画面で[続行] * を選んでください。 

♦ 本機側でカメラび対応していない用紙サイズび設定されています。カメ 
ラで対応できる用紙サイズに設定してください。 

参排紙トレイび閉じている場合は、開けてください。印刷を再開します。 
CD - R トレイガイドび開いている場合は閉じてか5、カメラのエラー 
画面で[中止]を選び、印刷を中止してください。 






び詰ま 0 ました 


カメラのエラー画面で[中止]を選び、印刷を中止してください。 

用紙を取り除き、用紙をセツトし直してか5本機の [0 K ] を巧し、再度印 
刷を行ってください。 


プリンターカバーび開いています 


:ット（プリンタカバー）を閉じてください。 



プリントへッドび装着されていないか、プリントへッドの不良です。 

『かんたんスタートガイド(本体設置編)』の説明にしたびってプリントへッ 
ドを取り付けてください。 

プリントへッドび取り付け5れている場合は、プリントへッドを取りがし、 
取り付け直してください。 

それでもエラーび解ミ夫されない場合は、プリントへッドび故障している可 
能性びあります。お買い求めの販売店または修理受付窓□にお問い合わせ 
<ださい。 


廃インクタンク（廃インク吸収体）び 
満杯です 


廃インク吸収体び満杯になりそうです。 

本機は、クリーニング操作などにより、余分なインク（廃インク）び廃イ 
ンク吸収体に吸収されまず。 

このが態になった場合、カメラのエラー画面で[続行]*を選ぶと、印刷 
を再開します。しば5くの間は印刷できますび、満杯になると、廃インク 
吸収体を交換するまで印刷でをなくなります。お早めにお買い求めの販売 
店または修理受付窓□に本機の点検をご依頼ください（部品の交換び必要 
でず)。 


インクび残りわずかです 


インクタンクランプ（赤色）びゆっくり点滅（約3秒間隔）している場合 
は、インク残量び少なくなっています。新しいインクタンクをご用意くだ 
さい。カメラのエラー画面で[続行] * を選ぶと、印刷を再開します。 





















インクびありません 


インクタンクのランプ（赤色）の点滅によって、本機の状態を確認できま 
す。インクタンクのランプの点滅が態を確認してエラーを解除してくださ 
い。今 P .86 

インクタンクのランプび消な： 

参正しい位置にセットされていないインクタンクびあります。 

各色のインクタンクの取り付け位置に、正しいインクタンクびセットさ 
れていることを確認してください。 ^ P .8 目 
正しいインクタンクをセットしてください。 

♦ 本機びサボートできないインクタンクび取り付け5れていまず。 

正しいインクタンクを取り付けてください。 ^ P .8 目 
インクタンクのランプびはやく点滅（約1砂間隔）. 

参インクびなくなりました。 

インクタンクを交換して、スキャナユニット（プリンタカバー）を閉じ 
て < ださい。 

印刷び完了していない場合は、インクタンクを取り付けたままカメラの 
エラー 画面で[続行] * を選ぶと、インク切れの状態で印刷を続行する 
ことびできます。印刷び終了した5すぐに新しいインクタンクに交換し 
てください。インク切れのが態で印刷を続けると、故障の原因となるお 
それびあります。 ^ P .8 目 

夕参ち複数のインクタンクランプが点滅している場をは、点滅の速度 
を確認してください。 

はやく点滅（約1秒間隔）している場合はインクがなくなって 
います。ゆっくり点滅（約3秒間隔）している場をはインクが 
少なくなっています。点滅速度の違いについては、「インクタン 
クを交換する」の「インク残量を確認する」 （ P .86) を参照し 
て < ださい。 

参正しい位置にセットされていないインクタンクびあるか、同じ色のイン 
クタンクび複数セットされていまず。 

各色のインクタンクの取り付け位置に、正しいインクタンクびセットさ 
れていることを確認してください。 ^ P .8 目 



困 

た 

と 

さ 

に 

は 


インクエラー/インクびありません 

一度空になったインクタンクび取り付け5れています。 

インクタンクを交換して<ださい。 

このまま印刷を続けると、プリントへッドに損傷を与えるおそれびありま 
す。インクを補巧したことび原因の故障については、キヤノンは責任を負 
いかねます。 

インクび補巧されたインクタンクを使用して印刷を続行する場台は、本機 
の[ストップ/リセット]を已ネ少 m 上}甲してください。インクび補充され 
たインクタンクを使用したことを履歴に残します。 

* この操作を行ったあと、インク残量検知機能は解除されます。 


J \- ドウエアエラー/インクびありま 
せん 

インクタンクにエラーわ S 発生しています。 

インクタンクを交換して<ださい。 -» P .86 


プリンタートラブル発生 ヴービスび必要なエラーび起こっている可能性びあります。 


デジタルカメラと接続されているケーブルを巧いてか5本機の電源を切 
り、本機の電源プラグをコンセントか5巧いてください。しば5くしてか 
5本機の電源を入れ直し、デジタルカメラを接続してみてください。それ 
でも回復しない場合は、お買いホめの販売店または修理受付窓□にお問い 
合わせください。 


[続行]を選ぶ代わりに、本機の [0 K ] を巧しても有効です。 






♦ワイヤレス通信で印刷でをない 

ここでは携帯電話から赤外線通信を利用して印刷するときのトラブルについて説明します。 
目 luetooth 通信で印刷するときのトラブルについては、 『Bluetooth ユーザーズガイド』を参照 
してください。 


原因 


お脚ぶ遍 


本機の設置場所び正しくない 


ホが線通信で印刷する場合は、本機と携帯電話のホが線通信ポートび、正 
しい角度、距離で向き合ラように置いてあるか、あいだを遮るものびない 
か確認してか5、印刷をやり直してください。通信できる距離や角度は携 
帯電話の機能、が部環境により異なります。携帯電話との距離び 20 cm 似 
内で、通信び良好に行える位置に設置してください。 


ホが線通信を行っているときにホが線 
を遮ったり、近くで他のホが線通信機 
器び使われている 

ホが線通信で印刷しているとをに、本機とのホが線通信ポートのあいだを 
1〇数砂1^上遮ると、印刷中の用紙は排出され、本機はリセットされます。 
障害になっているものを取り除き、印刷をやり直してください。 

また、近くでホが線通信機器を動作させると混信して印刷び最後まで行わ 
れないことびあります。ホが線通信で印刷するときは、付近でテレビのリ 
モコンなどの他の赤外線通信機能を動作させないでください。 


IrDA のパ’ージョンび合っていないホ 
外線通信ポートを使用している 

本機の赤外厳通信機能は、携帯電話び IrDA に準拠した赤外厳通信ポート 
を備えた機種のみに対応しています。その他の携帯電話では、ホが線通信 
での印刷はでをません。 


♦ DVD / CD に 5 まく 01 刷でをない 

原因 •ぶ咖ぷ* 


CD - R トレイが正しくセツトされてい DVD / CD 印刷を開始するときに CD - R トレイガイドび閉じているか、 CD - 

ない R トレイび正しくセツトされていないと印刷び開始されません。 

まず、本機に同個の CD - R トレイ （ D と書かれているもの）を使用してい 
るか確認してください。 


CD - R トレイガイドを開いて、 CD - R トレイを正しくセットし直してか!5、 
本機の [0 K ] を}甲してください。印刷を再開します。正しいセット方法に 
ついてはに D - R トレイの取り付け」 （ P . 目 2) を参照してください。 




DVD / CDCD - R トレイにセットさ 
れていない 

CD - R トレイに DVD / CD を正しくセツトし、本機の [0 K ] を}甲してくだ 
さい。印刷を再開します。 
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印刷の品質を維持するため、用紙の上下左ちにを白を設けています。実際に EP 刷でさる範囲は、 
これらのを白を除いた部分となります。フチなし全面印刷*を設定すると、を白のない印刷が可 
能になります。 

* 用紙サイズが A 4、 L 半[)、 2 L 判、六切、はがき、パノラマ、名刺サイズ、カードサイズのとさのみ設定でさます。ま 
た、コピーモードでフチなしコピーをしたり、写真/フイルムモードでフチなし印刷をしたりする場合、〈各設定〉の 
〈コピーフチはみ出し量〉で、フチのはみ出し量を設定することがでさます。 

参考 

♦ 両面印刷では、用紙の上辺の印刷可能領域が通常より 2 mm 分狭くなります。 

♦ 印刷可能領域に印刷した場合、印刷の品位または用紙送りの精度が低下することがあります。 

■ A5、A4、B 已、 L 判、 2L 判、巧切、はがを、往復はびを、 
パノラマ、名刺サイズ、カードサイズ 


3.0 mm U A 34.0 mm 

□ 印刷可能領域 
□ 印刷推奨領域 

5.0 mm 卜 三3 〇1.已 mm 

3.4 mm 3.4 mm 


夕参考 

♦ PictBridge 対応機器を接続して印刷する場合は、 A 4、8.9 x 25.4 cm (パノラマ)、 L 半[)、 2 L 半[)、六切、はが 
を、カードサイズの用紙を使用することがでさます。 

参キヤノン目 ubble Jet Direct に対応したデジタルカメラを接続して印刷する場をは、 A 4、 L 半[)、 2 L 半[)、はがき、 
カードサイズの用紙を使用することがでをます。 



巧立つ情巧 


困つたとさには 
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I し etter、Legal 
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本機のあ送について 


引越しなどで本機を別の場所に移送するとさは、購入時に本機が入っていた箱や保護材を使用し 
て姻包してください。 

他の箱を使用するとさは、丈夫な箱に保護材を十分につめ、本機が安全に移送されるようにしっ 
かりと個包してください。 

| a 注意] 

個包後は、箱を傾けたり、立てたり、逆さにしないでください。本機か5インクが漏れるおそれがあります。 


•重要 


♦ スキャナ□ックスイッチを□ック側 （©) にスライドして必ず□ックください。 
♦ プリントヘッド、インクタンクは装着したまま栖包してください。 

夕参考 

運送業者に輸送を依頼するとさは、箱の上部に r 精密機器」と明記してください。 
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This product uses the following copyrighted software: 


exit.c 


environ.c 


impure.c 
string, h 
ansi.h 


Copyright © 1990 The Regents of the University of California. 

All rights reserved. 

Redistribution and use in source and binary forms are permitted provided that 
the above copyright notice and this paragraph are duplicated in all such forms 
and that any documentation, advertising materials, and other materials related 
to such distribution and use acknowledge that the software was developed by 
the University of California, Berkeley. The name of the University may not be 
used to endorse or promote products derived from this software without 
specific prior written permission. 

THIS SOFTWARE IS PROVIDED "AS IS" AND WITHOUT ANY EXPRESS OR 
IMPLIED WARRANTIES, INCLUDING, WITHOUT LIMITATION, THE IMPLIED 
WARRANTIES OF MERCHANTABILITY AND FITNESS FOR A PART に ULAR 
PURPOSE. 


Copyright © 1995, 1996 Cygnus Support. 

All rights reserved. 

Redistribution and use in source and binary forms are permitted provided that 
the above copyright notice and this paragraph are duplicated in all such forms 
and that any documentation, advertising materials, and other materials related 
to such distribution and use acknowledge that the software was developed at 
Cygnus Support, Inc. Cygnus Support, Inc. may not be used to endorse or 
promote products derived from this software without specific prior written 
permission. 

THIS SOFTWARE IS PROVIDED "AS IS" AND WITHOUT ANY EXPRESS OR 
IMPLIED WARRANTIES, INCLUDING, WITHOUT LIMITATION，THE IMPLIED 
WARRANTIES OF MERCHANTABILITY AND FITNESS FOR A PART に ULAR 
PURPOSE. 


Copyright © 1994, 1997 Cygnus Solutions. 

All rights reserved. 

Redistribution and use in source and binary forms are permitted provided that 
the above copyright notice and this paragraph are duplicated in all such forms 
and that any documentation, advertising materials, and other materials related 
to such distribution and use acknowledge that the software was developed at 
Cygnus Solutions. Cygnus Solutions may not be used to endorse or promote 
products derived from this software without specific prior written permission. 
THIS SOFTWARE IS PROVIDED "AS IS" AND WITHOUT ANY EXPRESS OR 
IMPLIED WARRANTIES, INCLUDING, WITHOUT LIMITATION, THE IMPLIED 
WARRANTIES OF MERCHANTABILITY AND FITNESS FOR A PARTICULAR 
PURPOSE. 




メモリーカードの写真ををれいに EP 刷しよ5 

巧刷設定を変更して、写真をよりされいに印刷してみましよラ。巧刷設定の変更のしかたについては本書24ページをご覧ください。 


人物の目がホく写つたとをは 





赤目補正 OFF ’ 


赤目補正 ON 


空などの青い部分や、暗い部分にノイズが 
をいとまは 


^15 


龜 


DDI 


盤お柳 A 

ノイズ除去 OFF* 


♦ 


み 

ノイズ除去 ON 


おや空、草原などの風景写真をより鮮やか 
に印刷したいとまは 



逆がなどで写真が暗<なつたとまは 



顔明るく補正 OFF 


顔明るく補正 ON 


写真びおすぎた D 、 明るずぎた D したとをは I 



APP OFF 


APP ON : 


輪郭のギザギザをなめ6かにして 
印刷したいとまは 


參 


携帯画像補正 OFF ’ 


DDI 



携帯画像補正 ON 


=初期設定 


写真に合わせて明るさやコントラスト、を合いを調壁してみましよう 



明る< 



明るさ一 2 


明るさ標準 


明るさ+2 



色合い 


コントラストー2 


肌色ホ +2 


コントラスト標準 


コントラスト+2 


赤色強< 



黄色強< 

► ►►► 



色合い調整なし 


肌色黄+2 


セピア色やイラスト風に印刷すると、おもむをのある写真び出来上がり 




加工なし 


セピア 


圓 

7 M 

イラストタッチ 



















































































•キヤノン pixus ホームぺージ canon . jp/pixus 

新製品情報、 Q & A 、 各種ドライバのバージョンアップなど製品に関する情報を提供しております。 

※通信料はお客様のご負担になります。 


•キヤノンお客様ネ目談センター 

PIXUS •インクジエット複合機に関するご質問.ご相談は、下記の窓口にお願いいたします。 

キヤノンお客様ネ目談センター（全国共通電話番号） 

050-555-90012 

【受付時間】〈平日〉9:00〜20:00、〈±日祝日> 10:00〜17:〇〇 (1/1 〜 i /3 はかませてし、ただきます) 

※上記番号をご利用いただけない方は 043-211-9631 をご利用ください。 

《I P 電話をご利用の場合、プロバイダーのサービスによってつながらない場合があります。 

《受付時間は予告なく変更する場合があります。あらかじめご了承くださし、。 



本機で使用でをるインクタンク番号は、な下のものでず。 

_7el 巧 |7e] 1 7el 两 

Ltfcia 一 Y 


※インクタンクの交換については、86ページをお読みください。 

紙幣、有価証券などを本機で印刷すると、その印刷物の使用如何に拘わ S ず、法律に違反し、罰せられます。 
関連法律：刑法第 148 条、第 149 条、第 162 条 / 通貨及証券模造取締法第 1 条、第 2 条等 

m 再生紙を使用しています。 

Canon 
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